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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　トントントントン──。

　規則正しく軽やかな音が、夢の中にいた俺の耳に届く。

　瞼まぶたの向こうに感じる眩まぶしさで太陽が昇ったことを知り、俺は渋々と心地よい微睡まどろみを手放した。

　──早く起きて朝食の準備をしないと……それで父さんを起こして……そういえば昨日は学校の準備をしてなかったような……。

　ぼんやりとした頭で考えながら瞼を開く。

　けれど染みのある木製の天井と、そこに描かれた照明用の魔法陣を見て、俺は思い出した。

　ここは父さんと暮らしていたマンション傘さん陽よう６０２号室ではなかったことを。毎日通っていた高校も、〝この世界〟にはない。

　俺が今いるのは〝真炎界アヴイス〟と呼ばれる異世界。

　カオティック・フレイムというフルダイブ型ＭＭＯＲＰＧに酷似した、もう一つの現実だ。

「んー……」

　硬いベッドから身を起こし、背伸びをする。腰や腕に凝りを感じた。昨日は一日中、村の設備を補修していたので、まだ疲労が少し残っている。

　トントントントン──。

　微睡まどろみの中で聞いた音がまた聞こえてきた。

　刃物で何かを刻んでいるような規則的な音だ。朝の澄んだ空気に混じって、美お味いしそうな匂いも漂ってくる。

　どうやら誰かが朝食の支度をしているらしい。

　──あれ？　朝食を作るのは俺の役目だった気がするんだが……。

　そこは現実でも真炎界アヴイスでも変わらない俺の〝日常〟だ。

　ドンドンドンドンドン──！

　すると突然、聞こえていた音が大きくなる。

　包丁をよほど強く振り下ろしているのか、この木造家屋全体がわずかに振動していた。

　いったい何を調理しているのかと、俺はベッドを降り、隣の部屋の扉をそーっと開く。

「な──」

　扉の向こうを目にした俺は、驚きに息を呑のんだ。

　台所に立っていたのは一人の小柄な少女。

　彼女は長い銀髪を揺らしながら、幅広の双剣をまな板に置いた〝何か〟に何度も振り下ろしている。

「…………」

　料理に武器を使用する姿はかなりのインパクトがあったが、俺はそれ以上に彼女の格好に絶句していた。

　料理中の彼女は白いエプロンを身に着け、紐ひもを腰の辺りでちょうちょ結びにしている。そしてエプロン以外の衣服を身に着けていない。

　要するに彼女はいわゆる〝裸エプロン〟姿なのだ。

「る、ルリ……？」

　俺は恐る恐る彼女の──妹の名前を呼ぶ。

　そう、裸エプロンで双剣を振り回し、朝食を作っているのは、紛まぎれもなく俺の妹のルリだった。

　無防備な背中とお尻しりは長い髪でかろうじて隠れているものの、髪が揺れるたびに白い肌が垣かい間ま見みえてドキリとしてしまう。

「あ、お兄ちゃん──ごめんね、起こしちゃった？」

　ルリはピタリと剣を振るう手を止め、俺の方を振り返る。

　身に着けているのはエプロンだけなので、露あらわになった大きな胸の谷間が視界に飛び込んできて、俺は思わず視線を逸そらした。

「……すごい音だったしな。というか、それ……何なんだよ」

　目は合わさずに俺はルリを指差す。

「これ？　クルルが近くの川で拾ってきた亀かめっぽいモンスターだよ。でもすっごく硬くって……こうなったら真炎の剣を使っちゃおうかなー」

「いや、勇者用の剣をそんなことに使うなって！　あと俺が言ってるのは、その、ルリの格好についてだ」

「あたしの格好……？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげるルリに、俺は我慢できなくなってツッコむ。

「だから何で裸エプロンなんだよ！」

　するとルリは頬ほおを染め、上目遣いで俺を見つめた。

「え？　だって……お兄ちゃんのお嫁さんとして……朝はやっぱり裸エプロンがいいかなーって」

「お、お嫁さん？　け、結婚式は延期になったままだろ」

　俺は心拍数が上がるのを感じながら、何とか反論する。

　式を挙げる寸前までは行ったのだが、色々あって現在は保留中。まだ結婚したことになってはいないはずだ。

「何言ってるの、お兄ちゃん？　こっちでの結婚式はまだだけど、カオティック・フレイムではとっくに結婚して、すっごく盛大な式も挙げたじゃない」

　真顔で言うルリを見て、俺の頬を冷や汗が伝う。

「そ、それは──」

　彼女の言葉は事実。あの結婚式は、俺の人生でダントツの黒歴史だった。

　ルリが懇意にしていた好感度ＭＡＸのＮＰＣたちを招いたのはまだいい。最悪なのはブーケにレアアイテムの特典を付けて、関係ないプレイヤーを大勢集めたことだ。そのせいで俺たちの結婚式は一大イベントとなり、とてつもなく恥ずかしい思いをすることになった。

「お兄ちゃんも覚えてるでしょ？　ＮＰＣの子たちからは、お祝いのアイテムをたくさんもらったよね！　あ、そういえばラライ村のニャーミちゃんは元気かなぁ……クルルのケモミミは最高だけど、ニャーミちゃんの猫耳とコシのある尻尾しつぽの感触も忘れられないよぉ……」

　剣を手放して、身み悶もだえるルリ。

　これ以上彼女のテンションが上がると制御不能になりそうだったので、俺は一つ釘くぎを刺しておく。

「もちろん覚えてるが、それはあくまでカオティック・フレイムでの話だろ！」

「え？　だから何？」

　きょとんと真顔で問い返されて、俺は言葉を重ねる。

「こ、ここはゲームの中じゃなくて、本物の異世界なんだぞ？」

　だから色々と仕切り直す必要があるのだと訴えるが、ルリは首を横に振った。

「場所は違っても、この体は同じだもーん。あたしとお兄ちゃんは、ゲームのキャラクターを媒介にしてこっちへ来たんだから！」

「ぐ……ルリの言うことなのに理屈が通ってる……」

　痛いところを突かれて言葉に詰まる。

　俺とルリの容姿は、カオティック・フレイムで使っていたアバターそのままだ。能力もカオティック・フレイムから引き継いでいるので、ゲームと現実は違うという言い訳は難しい。

「ふふふー、お兄ちゃんの負けー」

「ま、負けてない！」

「えー、もういい加減に素直になった方がいいんじゃない？」

　含みのある表情で言うルリに、俺は眉まゆを寄せる。

「素直？」

「うん、お兄ちゃんはあたしのために真炎界アヴイスへ来てくれたんだよね？　あたしのことがだーい好きなんだよね？　なら、結婚しちゃうのが自然でしょ？」

　そう言いながらルリは俺に体を寄せてきた。

　エプロン越しに大きな胸が押し当てられ、その柔らかさと弾力に理性が揺さぶられる。

　だが──。

「た、確かに……俺はルリのことを放ほうっておけなくてこっちへ来たけどさ」

「ほらー」

「えっと、その……ずっとルリの傍そばにいる覚悟もある」

「うん、知ってるー」

　ふにゃりと笑って、ルリは俺の胸に頬ほおを押しつけた。

「た、ただ……」

「なーに？」

　ルリは余裕のある微笑ほほえみを浮かべ、俺の言葉を促す。

　何だかもう俺の気持ちは悟られている雰囲気だが、それでも何とか先を続けた。

「そんないきなり頭を切り替えられないんだよ。ルリは誰よりも大切な妹で──急に〝お嫁さん〟扱いしろと言われても、どうすりゃいいか……」

　視線を彷徨さまよわせながら俺は現在の心境を述べる。

　密着したルリの体は温かくて、自分の心臓が早鐘を打っている自覚はあるが、ここからどうすればいいのかが分からない。

「もう、お兄ちゃんは頭が固いんだからー」

　唇を尖とがらせて文句を言うルリだったが、何な故ぜかその表情は先ほどよりも緩んでいた。

「わ、悪い」

「謝らなくていいよ。要するにお兄ちゃんは〝妹のあたし〟が大好き過ぎるんだよね！　でも〝お嫁さんのあたし〟も凄すごいんだから！　それをこれから分からせてあげるよ！」

　そう言ってルリは俺から離れ、床に転がっていた真炎の剣を拾い上げる。

「まずはお兄ちゃんに美お味いしい朝ごはんを用意してあげる！　この亀かめっぽいモンスターはすっぽんみたいに精がつきそうだから、上手に調理してみせるね！　こんどは本気で──」

　ルリが剣を構えると刀身が蒼あおく輝き始めた。

「待て待て待て！　全力で攻撃したらキッチンが吹き飛ぶぞ！」

　俺は慌ててルリを羽交い絞めにする。

「きゃっ──お、お兄ちゃん……いきなり大胆だよ。もしかして……あたしのお嫁さんパワーを見て、我慢できなくなっちゃった？」

　動きを止めたルリは、頬ほおを染めて俺の方を見た。

　そこで気付く。今の俺は裸エプロンの妹を、後ろから抱きしめているのだと。

「いや、そんなつもりじゃ──」

　焦りながら俺は否定しようとするが、そこに明るい挨あい拶さつの声が響き渡る。




「おはようございますですー！」




　振り返ると部屋の入り口に狼人族ワーウルフの少女──クルルが立っていた。

　彼女は俺たちの様子を見ると顔を赤くし、両手をばたつかせる。

「はわわわっ!?　ご、ごめんなさいです！　いいところを邪魔しちゃったのですね！　その……クルル、終わるまで部屋の外で待ってるのです！」

　そう言って部屋を出て行こうとするクルルを、俺は慌てて呼び留めた。

「ち、違うって！　これはルリがキッチンを爆散しようとしたからで──というか終わるまでって何をだよ！」

　俺の言葉に足を止めたクルルは、恥ずかしそうに尻尾しつぽを振りながら口を開く。

「そ、それはもちろん交──」

「やっぱ言わなくていい！」

　真顔でクルルを制止し、俺はルリを解放した。

「とにかく、ルリ──この亀かめっぽいのは調理しなくていいから。あと、ちゃんと服を着てきてくれ」

　俺はまな板に置かれていた亀を手に取り、ルリを促す。

「……クルルも来ちゃったし、しょうがないか。お兄ちゃん、次こそはちゃんとお嫁さんらしいところを見せてあげるんだからね！」

　そう言って裸エプロンの妹は自分の部屋へと戻っていった。

　するとクルルの後ろから、この家に暮らす最後の住人が顔を出す。

「全く……今日も朝から騒がしいですわね」

「あ、エスティちゃん！　おはようなのです！」

　クルルは後ろを振り返り、元気よく彼女──エルフのハイウィザードのエスティに挨あい拶さつをした。

「……ええ、おはようございます」

　けれどエスティは視線を逸そらし、覇気のない声で返事をした。

　それを見て俺は溜ため息いきを吐つく。

　時間が解決してくれるかと思ったが、そろそろ俺がお節介を焼いた方がいいかもしれない。

　俺はルリが毎日楽しく過ごしてくれることを願っている。

　そのために俺が今すべきなのは、たぶん、エスティこと大天使アールマティを笑顔にすることなのだ。
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　　　　　　　１






「ぴょぴょぴょーん、ぴょぴょーん、ぴょぴょぴょぴょーん」

　勝手に俺の首にまたがり、肩車の体勢で鼻歌を歌う幼女。

　彼女は俺の頭部に顎あごを乗せているので、直接顔を見ることはできない。ただ足元に落ちた影に目をやると、彼女のウサミミが鼻歌に合わせて揺れているのが分かった。

「アフラ、重い。それとうるさい」

　俺は道に散乱している小さな瓦が礫れきを、足で蹴けって脇に転がしながら言う。

「む……真炎界アヴイスの偉大な女神に対して、敬意がないぴょんね。汝なんじは我に選ばれた勇者だという自覚を、もっと持つべきだぴょん」

　鼻歌を止やめ、不満げな声で言う幼女──女神アフラ。

「勇者としての仕事は、魔竜を倒した時点で終わっただろ」

　俺は溜ため息いきを吐ついて言い返した。

　少し前、俺──トオヤと妹のルリ、クルル、エスティ、そしてこの女神アフラは、力を合わせて魔竜アジ・ダハーカを討伐した。

　要するに俺たちは、真炎界を救った勇者パーティなのだ。

「確かに魔竜は倒したぴょんが、汝が我の勇者であることは変わらないぴょん。それに魔界に不穏な動きがあると前にも言ったはずぴょん。その情報収集に、我は毎日奔走しているのだぴょん。もし何か問題を見つけた時は、汝が解決するのだぴょん」

　ぱたぱたと両足を動かしながらアフラは言う。

「……まるでＲＰＧの〝クリア後の世界〟だな」

　真炎界にいる以上、勇者はいつまでも勇者というわけらしい。

　できればこの平和な村でダラダラ過ごしていたいのだが……。

　俺は瓦礫を蹴り飛ばしながら辺りを見回した。

　ここは魔竜が縄張りにしていた〝不浄の地〟から、徒歩で丸一日ぐらいの場所にある廃村だ。

　元は高位の神官が治める特別な集落だったらしく、村の真ん中辺りには石造りの立派な教会が今も残っている。

　魔竜討伐後、一度現実リアルに戻った俺が再び召喚され、そのままルリとの結婚式が行われそうになったのが、あの教会。

　アフラの偶像を祀まつる教会はパワースポットのようなものらしく、現実から俺を肉体ごと召喚するという大儀式を行うのに適していたそうだ。

　そしてそれからずっと、俺たちはこの村に留とどまっている。

「あーるぴーじーというものが何なのかは知らないぴょんが、真炎界アヴイスと魔界の戦いは遥はるか昔から続いているんだぴょん。そう簡単に終わったりはしないのだぴょん」

　俺の髪を無意味にわしゃわしゃと掻かきまわしながらアフラは告げた。

「……仲良くすりゃいいのに」

「汝なんじは魔竜と仲良くできたと思うぴょん？」

　ぼやいた俺にアフラは即座に問いかけてくる。

「…………絶対に無理だな」

　存在するだけで毒を撒まき散ちらす凶暴なドラゴンの姿を思い出し、俺は首を横に振った。

「つまり魔界そのものが〝そういう存在〟なのだぴょん。奴やつらは真炎界を喰くい尽くそうといつでも狙ねらっているのだぴょん。僅わずかな動きを見逃しただけで致命傷になりかねないんだぴょん」

　アフラはそう言うと俺の肩からぴょんと飛び降りる。

　くるんと綺き麗れいに一回転して俺の前に着地したアフラは、炎のような赤い瞳で俺を見上げた。

「魔竜を倒したというのに、真炎界にはまだ〝魔〟の気配が薄く漂っているぴょん。今度こそ、その出所を突き止めてやるんだぴょん！」

　両手の拳こぶしを握りしめて、アフラはやる気満々の顔で宣言する。

「おう、頑張れ。それで今日もまた夕方ぐらいに戻ってくるのか？　夕飯は何がいい？」

　応援しつつ、夕飯のリクエストを求めるとアフラは難しそうな表情を浮かべた。

「汝の料理は美お味いしいぴょんが……今夜はいらないぴょん。調査に専念するゆえ、しばらく留守にするぴょん」

　そう言うとアフラは軽やかな足取りで教会の方へ歩き出す。教会で転移門を開いて、どこかへ行くつもりなのだろう。

「了解、気を付けてな」

　俺は小さく手を振ってアフラを見送った。

　振り返って頷うなずいた彼女は、少し躊躇ためらいがちに言う。

「行ってくるぴょん。あと……アールマティのことを、よろしくぴょん」

「ああ、分かってる」

　俺が頷き返すと、アフラは安あん堵どした笑みを浮かべ、教会の方へ走っていった。

　──アフラも気にしてたんだな。

　一人になった俺は再び道の瓦が礫れきを退どかす作業に戻る。

　アフラがいなくなったことで体は軽くなり、妙な鼻歌からも解放されたが、代わりに少し退屈だ。

「まあこういうことに時間を使えるのは、平和な証あかしなんだけどさ」

　俺は独り言を口にして、小さな瓦礫を足で蹴け飛とばす。

　できればアフラの懸念が杞き憂ゆうで終わり、この日常が続いて欲しい。

　俺が望むのはただ一つ。妹──ルリが笑顔でいてくれること。

　ルリは、今の生活をとても楽しんでいる。

　彼女が熱中しているのが、荒れ果てていた廃村の復興。

　比較的状態の良かった大きな家を〝拠点〟にして、一歩ずつ村の整備を進めているのだ。




『お兄ちゃん、あたしね……ここを自分たちの村にしようと思うの!!』




　ルリは俺にこの廃村を見せた後、笑顔でそう言った。

『いや、ルリ──ちょっと待ってくれ。このボロボロの村を再建するって言うのか？』

　俺の反応は、まっとうなものだったと思う。

　どこか過ごしやすそうな村に拠点を構えた方が、ずっと楽に生活できるだろう。それなのにルリはわざわざこの廃村で暮らそうというのだ。

　正直、俺にはルリの考えが分からなかった。

『ふっふっふー、その通り！　あたしはね、この村から〝世界〟を変えるんだよ!!』

『せ、世界を変える？　ルリには、何か壮大な目的があるっていうのか？』

　最初は冗談かと思ったのだが、ルリの目は本気だった。

『もちろん！　それはたぶん勇者にしかできないことだから……あたしが成し遂げなきゃいけないんだよ！　勇者の仕事と言っても過言じゃないの！』

　拳こぶしを握りしめて告げるルリ。

『その目的って、いったい……』

『お兄ちゃん、知りたい？』

『ああ』

　当然だと俺は頷うなずいた。

『実はね……』

『実は？』

　ごくりと唾つばを呑のみ込んで俺はルリの答えを待ったが、彼女は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてこう答えた。

『まだひみつー！』

『何でだよ！』

『まあまあ、そのうち分かるよ！』

　そしてそのままなし崩し的に、俺たちはルリの村作りに協力することになったのだ。




『自給自足にはまず農業だよね、お兄ちゃん！』




　ルリはそう言って、最初に草原になっていた畑の復活を指示した。

　俺とルリが炎の魔法で畑の雑草を焼き払い、次にエスティが地の魔法で地面を耕し、最後にクルルが集めてきた穀物や野菜の種を撒まいた。

　今はクルルが村の外で狩ってくる食糧に依存している状況だが、そのうち畑でも食べ物が収穫できるようになるだろう。




『じゃあ次は道を綺き麗れいにしなくちゃね！　今のままじゃ収穫したものや家を直す資材も運びづらいから！』




　ルリの指示はわりと的確で、俺は現在、村中の道に散乱している瓦が礫れきを一つずつ脇へ移動させていた。

「ルリのやつ……本気でここを〝村として〟使えるようにするつもりなんだな」

　大きめの瓦礫を運び、額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐいつつ、俺は呟つぶやく。

　まあ、ここを一ひと先まずの生活拠点にすることに異議はない。

　ただルリは住民を増やすことを前提に、村の整備を続けているようだった。

　アフラの頼みが終わった後は、本格的に住民を集めるつもりかもしれない。

　──何か、一から村を作らなきゃいけない理由があるんだろうか。

　ルリは世界を変えるのだと、これは勇者しかできないことなのだと言っていた。

　もしかするとルリはこの世界をより良くするために、何か壮大な計画を練っているのかも……。

　そんなことを考えながら瓦礫を脇に移動させていると、地面に倒れた柵さくに突き当たる。ここが村と外の境界線。いずれこの柵も建て直すことになるはずだ。

「もうこんなところまで来てたのか」

　俺は引き返そうとするが、道の脇にある立て札にふと気付く。

「あれ？　こんなの、前からあったっけ」

　不思議に思って立て札を覗のぞき込み、俺は言葉を失った。

　その立て札にはでかでかと丸っこい字でこう書かれていた。

『ケモエル村　獣人・エルフの方、歓迎いたします』

　──ルリ、お前……。

　俺は肩を落とし、ルリの意図をようやく理解する。

「何が勇者の仕事だよ！　完全に私欲だろ！」

　村の入り口で、俺は大声でツッコむ。

　そう、つまりはこういうこと。

　ケモミミとエルミミ（エルフの耳）に激しく萌もえる俺の妹は、恐らくこの村を自分のパラダイスにするつもりなのだ。







　道の清掃を終えた俺は、畑の様子を見に向かう。

　俺たちの魔法が開墾に適していたこともあり、種を撒まいた畑はかなり広大だ。

　上う手まく作物が実れば、四人ではきっと食べきれない量が収穫できるだろう。

　エスティはそんな畑の隅にある切り株に腰を下ろし、ぼーっと空を見上げていた。

「よお、お疲れ」

　俺が声を掛けると、彼女は視線だけをこちらに向ける。

「……別に疲れていませんわよ。ただ座っているだけですもの」

　少し棘とげのある口調で俺に答えるエスティ。

「でもそれだけで畑には良い効果があるんだろ？　さすがは地の力を司つかさどる大天使だな」

「皮肉ですの？」

「いや、そんなつもりはないが」

　俺が首を傾かしげると、エスティははーっと長い溜ため息いきを吐つく。

「……そうですわね。何でもかんでもバカ騒ぎに変えてしまうあなたは、頭の中がお花畑ですものね。皮肉を言えるほど、できた方ではありませんか」

「酷ひどい評価だな」

　エスティの言葉に俺は苦笑を浮かべた。

「当然ですわ。あなた──ご自分が私に何をしたのか、ひょっとして忘れたんですの？」

「え、何かしたっけ？　ひょっとして……昨日俺がエスティの下着を洗濯したの、まだ怒ってるのか？」

「違いますわよ！　下着の件は怒ってますが、そのことではありません。あなたがこの世界に来てから為なしたことを言っているのですわ。もちろん覚えていますわよね？」

　エスティは頬ほおを染めながら俺を睨にらんでくる。

「えっと……アフラから女神の座を奪ったアールマティは、魔竜を倒すための〝神話魔法〟を発動したんだよな。その主人公に選ばれたのがルリで、俺はルリが犠牲になる結末を回避するためにその神話を破は綻たんさせたわけだ」

　順を追ってこれまでの出来事を述べると、エスティは恨みがましい口調でその先を引き取った。

「神話魔法の成立に失敗した私は女神の力を失って、大天使に逆戻り。その罰で〝エルフのエスティ・ノーヴルランド〟として、迷惑をかけたルリに尽くすよう、アフラ様に命じられたのですわ」

　けれどそれを聞いた俺は眉まゆを寄せる。

「で、何か問題が？」

「大ありですわよ！　あなたのせいで私の神話魔法……頼りないアフラ様に代わって真の女神となる計画は滅め茶ちや苦く茶ちやになったんですわよ？」

「だけどエスティは、そのことについては別に怒ってないだろ？」

　俺がそう問い返すと、彼女は言葉に詰まった。

「な──何でそんな自信満々に言い切れるんですの？」

「いや、見てれば分かるだろ。ルリと一緒にいられて、本当に嬉うれしそうじゃないか。畑を作るときもノリノリだったし」

　ルリに指揮されて地の魔法で畑の土をかき混ぜていたエスティは、とても楽しそうだったのだ。

「そ、それは……」

「魔竜は倒せたし、ルリも救えた。まあ他に色々と思惑はあったんだろうが、この結末にはそこそこ満足してくれてるんじゃないかって、俺は思ってるんだが……違うのか？」

　エスティの綺き麗れいな緑色の瞳を見つめ、俺は問いかける。

　彼女はじわじわと顔を紅潮させ、耐えきれなくなったように視線を逸そらした。

「満足とは程遠いですが……別に文句はありませんわ」

　そして小さな声で答える。

「ならよかった」

　俺が笑うと、エスティは目を合わせないまま言葉を続ける。

「でも……あなたたちの方はどうなんですの？　私に文句はないんですの？」

「文句？」

　どういうことかと俺はエスティの顔を覗のぞき込んだ。すると彼女は意を決した様子で顔を上げ、早口で告げる。

「私のしたことについて怒っていないのかと聞いているんですわ！　ルリとクルルには私の書いた身勝手な〝物語〟のせいで苦労をかけてしまいました。あなたからは大切な妹を奪ってしまおうとしたのですわよ？」

　そこでエスティはぐっと拳こぶしを握りしめ、絞り出すように言う。

「ここで暮らし始めてから、あなた方は私に一切恨み言を口にしませんでした。でもそれは我慢しているだけじゃないんですの？　本当はやっぱり怒っているんじゃ……」

　不安そうなエスティの表情を見て、俺は納得した。

「最近少し様子がおかしかったのは、それが原因だったんだな」

　安あん堵どの息を吐ついて俺が言うと、エスティは驚いた顔でこちらを見る。

「わ、私、どこか変でしたの？」

「ああ──結構な。でも、そういうことなら解決方法は簡単だ」

　笑みを浮かべる俺に、彼女は眉まゆを寄せた。

「解決方法？」

「要するにエスティはケジメがついてない気がしてるんだろ？　ルリやクルルが、あまりにこれまで通りだからさ」

「そう……かもしれませんわね。正直に言うと、私は今の生活が楽しくて──これが罰だとは思えないんですわ」

　広い畑を見渡し、エスティは苦笑を浮かべる。

「要するに、エスティには〝謝る〟機会が必要なんだろうな。大丈夫だ、俺が協力するよ」

「ほ、本当ですの!?」

　よほど悩んでいたのか、エスティはすごい勢いで食いついてきた。

「もちろんだ。これはルリのためでもあるしな。ただし──その前にまず、俺の〝罰〟を受けてもらう」

「え……？」

　身を強こわ張ばらせるエスティに、俺はあえて意地の悪い笑みを向けた。

「さっき、俺に対しても負い目があるようなことを言ってただろ。だから最初にそれを解消しておかなきゃな。何か問題あるか？」

「……あ、ありませんわ。どんな罰でも構いませんわよ」

　覚悟を決めた顔でエスティは頷うなずく。

　俺はそんな彼女に、これまで秘めていた密ひそかな欲望を告げたのだった。







「あっ……も、もっと優しく……そこは敏感なんですの……」

　薄暗い木陰に、熱を帯びたエスティの声が響く。

「思っていた以上に柔らかいんだな」

　俺はずっと触れることができないでいた彼女の〝特別な場所〟に指を這はわせ、感嘆の息を漏らす。

「ま、まさか人間に……しかも男性に……私の最も清らかな部分を触らせることになるなんて……」

「そんなに嫌か？」

「ん……別に、嫌というわけでは……むしろ、その……他人に触られるのが、こんなに気持ちいいとは思っていませんでしたわ……あっ……ですが、大天使のプライドというものが……や──」

「じゃあルリにもまだ触らせてないのか」

「ええ……恥ずかしい……ですもの……それにルリは遠慮がないから……あんっ……」

　俺が〝付け根〟に触れた途端、エスティは大きく体を捩よじる。

　その拍子に彼女の〝白い翼〟もバサバサと動き、少し甘い香りを含んだ風が俺の頬ほおを撫なでた。

「あ、悪い。翼の付け根は特に敏感なんだな」

　俺は謝って、彼女の羽から手を離した。

　そう──俺が彼女に科した罰とは、大天使である彼女の翼を触らせてもらうこと。

　普段のエスティは大天使アールマティの姿ではなく、エルフのハイウィザードの出いで立たちで生活している。

　どういう仕組みかは分からないが、エスティの姿だと翼は完全に消えてしまっていて、触るどころか見ることもできない。

　なのでちょっとした罰としてその翼を触らせてくれないかと提案したのだが──これはエスティにとって本当に恥ずかしいことだったようだ。

　決して辱はずかしめるような意図はなかったので、俺は少し気まずい思いを抱く。

「ありがとう、天使の翼を実際に触れて満足だ。これでもう過去のことは全部水に流したからな」

　俺が罰の終了を告げると、背中を向けていたエスティはほっとした様子でこちらに向き直る。

「はあ……全く、こんな罰は想定外でしたわ。大天使の翼をこんなに撫でまわすなんて……言っておきますが、今後も簡単に触れるとは思わないでくださいね」

「ああ、分かってるさ。もう二度と触らない」

　真面目まじめな顔を作って俺は頷うなずいた。

　けれどそこで何な故ぜかエスティは少し躊躇ためらうような表情を浮かべる。

「あ、いえ、そこまで固く誓っていただかなくても……これだけ大きな翼ですから、自分で手が届かない部分もありますし……ちょっとムズムズした時に、あなたの手を借りてあげなくもないですわよ？」

「いいのか？」

　驚いて問い返すと、エスティは微かすかに頬を染めた。

「あなたがあまりに嬉うれしそうだったから、特別ですわ。その、私も……意外と気持ちよかったですし」

　言葉の後半は声を小さくするエスティ。

「了解、翼が痒かゆくなったらいつでも言ってくれ。また触れるなら、やっぱり嬉うれしいよ。これが役得ってやつだな」

　ふわふわした羽の感触を思い出しつつ、俺は笑顔で了承する。

「……あなたはご自分の願望に素直ですわね。そういうところはルリのお兄様らしいですわ」

　エスティは少し呆あきれたような笑みを見せ、背中の翼を消した。

　いつもの〝ハイウィザードのエルフ〟に戻ったエスティに俺は本題を切り出す。

「じゃあ次はルリとクルルに〝償う〟番だな」

　それを聞いたエスティは、不安そうな表情を浮かべた。

「あの二人にも〝罰〟を科してもらうということですの？　ですがそれは難しいのでは……彼女たちが何の償いも求めなかったからこそ、私はこうして悩んでいるわけですし……」

「まあルリたちはとっくにエスティを許してるもんな。だからこういう場合は、素直に感謝すればいいんだよ」

「感謝……」

　思いもしなかったという様子でエスティは俺の言葉を繰り返す。

「ああ、例えば──」

　俺は今朝の出来事を思い出しながら、一つの案を述べる。

「いいですわね！　それでいきましょう！」

　それを聞いたエスティはすぐ乗り気になり、やる気に満ちた笑みを浮かべた。
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　夕暮れ時、キッチンのある居間にはとてもいい香りが漂っていた。

「ほら、エスティ。早く皿を並べるぞ。ルリたちがもうすぐ帰ってくる」

「わ、分かっていますわ！　ああ、でも、急ぐとせっかくの盛りつけが崩れてしまいそうで──」

　俺とエスティは全速力かつ丁寧に、二人で協力して作った夕食を机に並べていく。

　そしてちょうど準備が整ったところで、玄関の扉が開いた。

「たっだいまーっ！」

「ただいまなのですーっ！」

　食糧調達のために出かけていたルリとクルルが、元気よく部屋に入ってくる。

「わ、いい匂いー！　もう夕食できてるんだ！　お兄ちゃん、今日もありがとう！　ってあれ……？　エスティ、その格好は……」

　ルリは食事の香りに頬ほおを緩めたが、エプロンを身に着けているエスティに気付き、驚きの表情を浮かべる。

「もしかして今日はエスティちゃんが作ってくれたのですか？」

　クルルも目を丸くして、エスティを見つめた。

「ええ、彼に教わりながらルリの世界の料理を……」

　エスティは視線を逸そらし、恥ずかしそうにしながら小さな声で答える。

　そう──俺が彼女に提案したのはルリとクルルのために料理を作ってはどうかということだった。

　ルリは今朝見た通りかなり大おお雑ざつ把ぱだし、クルルは細かい作業が苦手。なので食事はほとんど俺が作っていたのだが、エスティが料理を覚えれば二人でローテーションが組める。

　俺も助かるし、ルリとクルルに〝感謝〟を示すにはいい方法だと思ったのだ。

「わーっ！　エスティすごい！　これハンバーグだよね！　食べてもいい？」

「ど、どうぞ……」

　緊張した表情で頷うなずくエスティ。

　ルリは早速席に着き、野菜が添えられたハンバーグの皿に箸はしを伸ばし、パクリと一口分を頬ほお張ばる。

「いただきまーす！　きゃーっ！　ちゃんとしたハンバーグだよ！　美お味いしい！」

　それを見たクルルも逆手に持ったフォークを突き刺して、ハンバーグを口に運んだ。

「本当に美味しいのです！　エスティちゃんがこんな上手に料理を作れるなんて、びっくりなのです！」

「ま、まあ、本気を出せばこんなものですわ。方法さえ分かれば、その通りに作るだけですもの」

　ほっとした表情を見せながらも、エスティは強気に応じた。

　──でも実際、思っていた以上だったな。

　俺はそんなエスティを見ながら、素直に感心する。

　俺が加わるまで、このパーティにはまともに料理ができるメンバーがいなかった。ルリは性格的に、クルルは種族的に向いていなかったのだが、エスティは単にやる気と経験がないだけではないかと思っていたのだ。

　そしてその推測は当たり、やる気を出したエスティは見事に俺が教えた料理をマスターした。

「それに今日は全体的に料理が豪華じゃない？　何か特別な日だったっけ？」

　ハンバーグを呑のみ込んだルリは、不思議そうに首を傾かしげる。

　そのタイミングで俺はエスティの背中をポンと叩たたいた。












　エスティはこちらをちらりと見て頷うなずき、緊張した表情で口を開く。

「今日は……ルリとクルルに感謝の気持ちを伝えたくて、料理を作ってみましたの」

「感謝？」

　きょとんとしながら聞き返すルリ。

「ええ──私は正体を隠して、ルリとクルルに辛つらい冒険を強いていましたわ。なのにお二人は私を責めることなく、笑顔で許してくださいました。今も、これまで通りの〝仲間〟として接してくれています。そのことについて、私は心から感謝していますの」

　最初は少し声が震えていたが、次第にはっきりと、言葉に強い意志が宿る。

　ルリとクルルは突然の告白に戸惑いの表情を浮かべた。

「もう、エスティ──あたしはもう気にしてないんだって」

「そうなのです！　クルルはエスティちゃんが大好きなのです！」

　二人は俺が想像していた通りの反応を示す。

　決して怒りを我慢しているわけではない。これが二人の本当の気持ちなのだ。

　エスティにもそれは伝わっているはずだが、彼女はぐっと歯を噛かみしめ、首を横に振った。

「だとしても、言わせてください。ちゃんと、言葉と形にして伝えたいんです」

　真剣なエスティの様子に、ルリとクルルは何かを悟った様子で姿勢を正す。

「──分かったよ。じゃあ……エスティ、聞かせて？」

「クルルもちゃんと聞くのです」

　そんな二人と向き合って、エスティは一度深呼吸をしてから口を開いた。

「ルリ、クルル、これまでのこと……ごめんなさい。そして、私を許してくれてありがとうございます。私はお二人のことが、本当に大好きです。その気持ちを込めて料理を作ったので……遠慮なく召し上がってください。お代わりもありますわ」

　笑顔でエスティが告げると、ルリとクルルの瞳が潤む。

「うえーん！　あたしもエスティが大好きだよーっ！」

「エスティちゃん……クルルは嬉うれしいのですー！」

　席を立った二人は勢いよくエスティに抱きついた。

「え、え？　お二人ともどうして泣いているんですの？」

　エスティはおろおろして自分にしがみつく二人を見る。

「そりゃ感動したからだろ。よかったな、エスティ」

　俺がそう言うとエスティは顔を赤くした。

「そ、それならよかったのですが……早く食べてもらわないと、せっかくの料理が冷めてしまいますわ」

　表情を緩めながらも少し困った様子でエスティは呟つぶやく。

　それを聞いたルリとクルルは、鼻をすすりながら席に戻ったのだった。





　　　　　　　３






「すっごく美お味いしかったー！　エスティ、ありがとねー」

「お腹なかいっぱいなのですー……」

　食後、満足そうにお腹を撫なでるルリとクルル。

「喜んでいただけてよかったですわ。でもちょっとだけ作り過ぎてしまったようですわね」

　苦笑を浮かべるエスティに、俺は皿を片付けながら頷うなずく。

「お代わりもたっぷり用意するんだって張り切ってたからな」

「今度からは量を調整しますわ。というか後片付けも私がしますわよ。そこまでやってこそ〝御ご馳ち走そうを振る舞う〟ことになるのですから」

　そう言ってエスティは俺から皿を取り上げた。

「そっか、じゃあ後は任せた。俺も喰くい過ぎたから、ちょっと腹ごなしに外を散歩してくるよ」

　俺が玄関の方に向かうと、椅い子すの背もたれに寄りかかっていたクルルの耳がピクンと動く。

「あ、トオヤ様！　クルルもご一緒するのですー」

　そして尻尾しつぽを振りながら、俺を追いかけてきた。

「おう、じゃあ一緒に行くか。ルリはどうする？」

「あたしは無理ー……動けないー。二人で行ってきてー。でも……クルルのケモミミは弄いじっちゃダメだからねー」

　机に突っ伏しながら答えたルリは、俺たちを送り出す。

「わ、分かってるって」

　釘くぎを刺された俺は頷うなずき、クルルと共に外へ出た。

　夕食を食べている間に日は沈み、村は夜の帳とばりに覆われている。

　明かりがあるのはこの家と、村の中心にある聖火台だけだ。

　とりあえず明かりに導かれるようにして、俺は聖火台の方へ足を向けた。クルルも俺の隣に並ぶ。

「……トオヤ様、ありがとうなのです」

「何のお礼だ？」

　クルルがいきなり感謝の言葉を述べたので、俺は戸惑いながら問い返した。

「エスティちゃんが元気ないって、クルルは気付いていたのです。でも、どうしたらいいのか分からなくて……でも、トオヤ様がまたエスティちゃんを笑顔にしてくれました。だから、その〝ありがとう〟なのです」

「ちょっとお節介を焼いただけだよ。礼を言われるようなことじゃない。見返りもちゃんとあったしな」

　エスティの白い翼の感触を思い出しつつ、俺は答える。天使の羽に触れたのは、なかなか得難い経験だった。

「見返り？」

「あ、いや、何でもない」

　俺はそんなつもりはなかったのだが、エスティにとってはかなり恥ずかしいことをさせてしまったので、少しバツが悪くて言葉を濁す。

　するとクルルは何な故ぜか顔を赤くし、躊躇ためらいがちに問いかけてきた。

「もしかして……エスティちゃんとえっちなことをしたのですか？」

「な──ち、違──いや、違わない……のか？　でも、俺にそういう意図はなかったというか──」

　きっぱり否定することができなかった俺を見て、クルルは詰め寄ってくる。

「やっぱりしたのですね！　どんなことをしたのですか!?」

　強い口調で迫ってくるクルルだが、どうも怒っているという感じではない。

　獣耳をピンと立てた彼女の瞳には、強い好奇心の色が宿っていた。

「どんなって……」

「教えてくださいです！　トオヤ様が──ご主人様が喜ぶなら、クルルもやりたいのです！」

「いや、クルルには無理だ」

　──翼がないし。

「ええっ!?　そ、そんなに凄すごいことをしたのですか!?」

「だからそういうことじゃないんだって！」

　誤解がどんどんエスカレートしていく。

　いったいどうすればいいのかと頭を抱えた時、道の脇の草むらから微かすかな音が聞こえた。

　ガサッ──。

　ハッとしてそちらを向くと同時に、何か黒い影が飛び出してくる。

「はわっ!?」

　一瞬のことだった。

　俺の隣にいたクルルの姿が掻かき消える。

「な──」

　焦って振り返ると、フードを被かぶった何者かに担がれて遠ざかるクルルが見えた。

「は、離してくださ──もがもが！」

　じたばたともがきながら叫ぶクルルだったが、声は途中で途切れ、動きも鈍にぶる。どうやら何らかの方法で身動きを封じられたらしい。

「待てっ！」

　慌てて追いかけるが、影との距離は縮まらない。

　家と聖火台から離れたことで辺りは暗くなり、影は闇の中へと消えていく。

　──このまま見失えば、クルルを助けられなくなる。

「我が身に炎神の加護を、落ちる星に届く風を──」

　走りながら俺は呪じゆ文もんを詠唱した。

　これは以前、時間の断層を超える際に使用した剣士系のスキル。

「炎よ時を燃やせクロノ・バースト！」

　魔法を発動させた途端、影の動きが鈍くなり、速度ががくんと落ちる。

　だが本当は相手が遅くなったわけではない。俺の方が速くなったのだ。

　これは自身の知覚と動作を加速させる魔法。

　燃費は非常に悪いが、クルルを攫さらった相手との距離を詰めるだけなら魔力は十分に足りる。

　影との距離を詰めると、それがとても小柄な人物だと気付いた。丈の長い服の裾すそからは尻尾しつぽのようなものが覗のぞいている。

　──獣人か？

　担がれたクルルの口と手足には蔓つるのようなものが巻きつき、声と動きを封じていた。恐らくは何らかの拘束魔法だろう。

「とにかく──まずはクルルを返してもらうぞ」

　俺は縛られた蔓を掴つかんで引っ張り、クルルを謎なぞの獣人から奪い返すと、加速魔法を解除して足を止めた。

「えっ!?」

　突然クルルを奪われた獣人はバランスを崩し、さらに木の根に躓つまずいて派手に転倒する。

　俺はそちらに注意を向けながらも、一ひと先まずクルルに声を掛けた。

「クルル、大丈夫か？」

　口を塞ふさがれているクルルは何度も頷うなずく。

「すぐ自由にしてやるからな──って、この蔓……すごい頑丈だな。引き千切るより、ちゃんと解ほどいた方がよさそうだ」

　強く引っ張るとクルルが苦しそうだったので、結び目を探し、少し時間をかけて拘束を解いた。

「はうー……びっくりしたのです」

　ようやく喋しやべれるようになったクルルは、大きく安あん堵どの息を吐つく。

　そしてまだ倒れたままの小柄な獣人に視線を向けた。

「くんくん……この臭におい、狐人族フオクシーの方ですね？　クルルをいきなり攫さらって、どうするつもりだったのですか？」

　すると獣人はよろよろと立ちあがり、フードを外す。

　長いピンとした耳と真っ白な髪、怯おびえを含んだ金色の瞳が露あらわになった。

「子供……」

　俺は驚いて呟つぶやく。

　小柄だとは思っていたが、まだ十歳にも満たないように見える子供だ。

　長めの耳とモフモフした尻尾しつぽの形は狐きつねを連想させる。

「ぐすん……」

　子供の獣人は目を潤ませ、ずずっと鼻をすすりながらも、真剣な表情で口を開いた。

「わたしは……ココ。クルル様……助けられなくて、ごめんなの。でも、まだ諦あきらめないの。もう一度、その人間から取り戻してみせるの」

　金色の瞳に明確な敵意を宿して、彼女は俺を睨にらむ。

　すぐにでも跳びかかってきそうな気配を感じて、俺は慌てて手を振った。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　何か誤解してないか？」

　クルルも俺に続いて言う。

「クルルを助ける……？　トオヤ様から、ですか？　クルルは別に助けてもらう必要はないのですよ？」

　困惑した様子で少女を宥なだめようとするクルルだったが、少女は首を横に振る。

「……クルル様が〝外〟で暮らすには、人間のしもべでいるしかないのは分かってるの。だけどもうそんな必要はないの。事情は後で話すから、わたしと一緒に逃げてなの！」

　ココは必死な様子で訴えてくるが、俺とクルルの戸惑いは増す一方だ。

「その事情ってのは何なんだ？」

「人間には話せないの」

　俺の質問を一いつ蹴しゆうした少女は、尻尾しつぽを膨らませて身構える。

　体勢を変えたことでローブの下から白い足と土で汚れた膝ひざが露あらわになり、俺はそこで今最も優先すべきことに気付いた。

　狐人族フオクシーだという少女が何者なのか、何を目的にしているかは分からないが、それよりも今はまず──。

「ちょっと足を見せてくれ」

　俺は無造作にココへ近づき、彼女の前に屈かがみ込こんだ。

「っ!?」

　驚いた少女は後ろへ飛び退すさろうとしたが、膝を押さえて尻しり餅もちをついた。












　──やっぱり思った通りだ。

「っ!?　ち、近づかないでなの！　わたしのことも〝しもべ〟もするつもりなの!?」

　身を硬くして叫ぶココに、俺は苦笑を返す。

「〝しもべ〟とかはよく分からないが、俺はとりあえず手当てをさせてもらいたいだけだ。ほら、さっき転んだ時に膝ひざを怪け我がしたんだろ？」

　そう言って彼女の膝についた土を優しく払い落とすと、血の滲にじんだ擦り傷が覗のぞいた。

「いたっ……」

　顔を顰しかめるココを見て、俺は自分の服の袖そでを千切る。

「少しじっとしててくれ」

　この場では止血ぐらいしかできることがないので、俺は千切った服の切れ端をココの膝に巻きつけた。

「あ、あの……」

　されるがままになっていたココは、意味が分からないという表情を浮かべる。

　そんな彼女にクルルが優しく話しかけた。

「ココちゃん、トオヤ様はクルルが逃げなきゃいけないような人じゃないのです。確かにトオヤ様はクルルのご主人様ですが、それはクルルが勝手に決めたことなのです」

「勝手に……？」

「はいです。見ての通り、トオヤ様はとっても優しい方なのです。他にもルリ様とエスティちゃんっていう大切なお友達もいるのです。クルルは皆のことが大好きだから、一緒にいるのです」

　きっぱりと言い切るクルル。傍そばで聞いていた俺が恥ずかしくなってしまうほど、真まっ直すぐな言葉だった。

　ココもそこに偽りはないと感じたのか、体から少し緊張が抜ける。

「大好きだから……でも、じゃあ、わたしはどうしたら……」

　しかし今度は思い悩むような表情でココは俯うつむいてしまう。

　クルルはそんな彼女の肩に手を置いて、こう提案した。

「とりあえずクルルたちの家に来るといいのです。そこでゆっくりと話を聞くのです」

　そこでクルルは俺に視線を向けてくる。

「──そうだな。傷もちゃんと洗って消毒した方がいいしな。じゃあ、ほら」

　俺は頷うなずき、ココの前でしゃがんで背を向けた。

「え？」

「歩くと痛いだろうから背負っていくよ」

　俺の言葉に目を丸くしたココは、しばし迷った後、膝に巻いた布に触れ──おずおずと俺の首に手を回す。

「ね？　トオヤ様は優しい人なのですよ」

　クルルが横からそう言うと、ココが微かすかに頷うなずくような気配が伝わってきた。
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「はあ、はあ……か、可愛かわいい……何て可愛いの……食べちゃいたいぐらいきゃわいい……特にあの尻尾しつぽのモフモフ具合……ああ、モフりたい……モフりたいよぉ……」

「ルリ、落ち着け。ココが怯おびえてるぞ」

　荒い息を吐いて身み悶もだえる妹を、俺はいさめる。

　椅い子すに座ってココは目をギラギラさせているルリの様子に身を硬くしながら、エスティの治療を受けていた。

「わ、わたし、食べられちゃうの……？」

　震える声で呟つぶやくココに、エスティは苦笑を浮かべて言う。

「あれは彼女なりの愛情表現ですから、気にしなくていいですわよ。ほら、治療が終わりましたわ。ただの擦り傷に大仰すぎたかもしれませんが……」

「ううん、ありがとうなの……エルフのお姉ちゃん。もう痛くないの」

　傷口に巻かれた包帯に手を当てて、ココは礼を述べた。

　その治療過程を見ていた俺は、一つ気になったことがあって口を開く。

「なあ、エスティ。俺とルリがいた世界──ゲームの方だけど、そこには〝体力を回復させる魔法〟はあっても〝傷を癒いやす魔法〟はなかったんだ。それはここでも同じなのか？」

　仮想世界であるカオティック・フレイムでは、本当の意味で〝傷〟を負うことはない。だから俺とルリが使える体力値回復の魔法は、この真炎界アヴイスだと疲労を取り除き、活力を与えるという栄養ドリンク的な効果で発現する。

　ゆえに俺がココの怪け我がを魔法で癒すことはできなかったのだが、大天使であるエスティも同じなのか気になった。

「いえ、〝命〟の属性であれば再生の効果を持つ高位魔法もありますわ。ただ〝命〟の魔法は、その属性を司つかさどる大天使が厳重に管理していますの。特別に認められた神官以外は、使うことができないのですわ。〝火〟の属性が勇者に限られているのと、事情は似ていますわね」

「へー……そうだったのか」

　初めて知る真炎界の魔法事情に感心していると、ついに耐えきれなくなったルリがエスティとココの間に割り込んだ。

「ねえねえ、ココちゃん！　私、ルリっていうの！　こう見えて、世界を救った勇者なんだよ！　ぜひぜひお友達になりたいな！」

「あ、あなたが勇者様？」

　ココはルリの勢いに押されながら、目を丸くする。それを見た俺は少し考えて口を開いた。

「そうだな──まずはきちんと俺たちのことを説明しよう。ココは魔竜アジ・ダハーカって知ってるか？」

　問いかけるとココは頷うなずく。

「もちろんなの。ずっと魔界からやってきた毒を撒まき散ちらす悪いドラゴンなの。でもつい最近、討伐されたって聞いたの」

「知ってるなら話は早い。要するに、その魔竜を倒したのが俺たちなんだよ」

「へ？」

　ぽかんとするココに、俺は簡単に事情を説明した。

「ルリは俺の妹で、女神に選ばれた勇者──真炎の騎士だ。エスティとクルルはルリの仲間で、俺も途中で加わって……色々あって魔竜を倒したってわけさ」

　正直、色々の一言で済ませられない出来事が山ほどある。けれど分かりやすく伝えるにはこれぐらい簡略化した方がいいだろう。

　ココは呆ぼう然ぜんと俺の話を聞いていたが、クルルの名前が出たところでピクリと耳を動かし、驚いた顔で口を開く。

「仲間……？　クルル様はあなたたちの〝しもべ〟じゃなくて、仲間なの？」

「ああ、そうだ。だから俺たちからクルルを〝助ける〟必要はないんだよ」

　なるべく優しい口調で俺は告げた。

　すると今度はルリが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「助ける？　クルルを？」

「そう言ってココはクルルを攫さらったんだ。その事情をちゃんと聞かせてもらおうと思ってるんだが……話してくれるか？」

　ルリに答えてから、俺はココに問いかけた。

「魔竜を倒したってホントなの？　信じられないの……」

「じゃあ火の魔法を使ってみようか。この世界じゃ火は特別な属性で、勇者じゃないと使えないみたいだし、証明になるだろ？」

　俺の提案にココは躊躇ためらいがちに頷く。

「う、うん……〝火〟の魔法を使える人なんて、見たことないの」

　その答えを聞いた俺はルリに視線で合図を送り、一緒に最も基礎的な火の魔法を使う。

「勇ましき者の道を照らせ──灯火トーチ」

　俺たちが一節の詠唱で魔法を発動させると、小さな火の玉がそれぞれの手の平に出現した。

「ほ、ホントに火の魔法なの！」

　信じられないという様子のココに、俺は話を続ける。

「ってわけだ。これで俺たちのことを完全に信用しろとは言わないが、せめて事情だけは聞かせて欲しい」

　俺がそう言うと、クルルが横からココの手を握る。

「大丈夫なのです！　ルリ様たちはいい人なのですよ」

　それで決心がついたのか、ココは表情を引き締めて俺たちを見回した。

「分かったの。わたしは……クルル様を探していたの。わたしだけじゃなくて……たくさんの獣人がクルル様を探してるの」

「ど、どうしてなのです？」

　クルルは困惑した様子でココに問う。

　その質問を受けたココは、笑みを浮かべてこう答えた。

「クルル様が、狼人族ワーウルフ族長の結婚相手に選ばれたからなの。クルル様はこれで〝螺旋坑スパイラル〟に戻れるの！」
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「……えっと、状況が全然呑のみ込めないんだが。クルルが族長の結婚相手？　螺旋坑って何なんだ？」

　俺はココの言葉に戸惑い、疑問の言葉を口にする。

　けれど周りを見ると、ルリとエスティは俺と違う反応を見せていた。

「ちょっと──村を出たクルルが、今さら族長と結婚ってどういうこと？　あたしは絶対認めないんだから！　クルルは──クルルのケモミミはあたしのものだよ！」

　そう言ってルリはクルルに抱きつく。

「螺旋坑──混血種カオテイツク六部族のうち三部族……狐人族フオクシー、牛人族ミノス、狼人族ワーウルフが暮らす獣人領でしたわね。そこの内部事情が関わっているのなら、面倒なことになりそうですわ」

　訳知り顔で呟つぶやくエスティに俺は問いかけた。

「どういうことだ？　二人はもう事情が分かったのか？」

「──そういえば、あなたはクルルがパーティに加わった経緯を知らないんでしたわね」

　エスティの言葉に俺は曖あい昧まいに頷うなずく。

「まあ、俺が聞いたのは……悪い奴やつに捕まったクルルをルリたちが助けたってことぐらいだが」

「でしたらまずはもっと根本的なところからお話しする必要がありそうですわね。後でクルルと私たちの出会いについてもお教えしますから、ココも聞いていてください」

　そう言ってエスティが視線を向けると、ココは少し緊張した顔で首を縦に振った。

「は、はいなの」

「では、まずこの真炎界アヴイスにおける混血種カオテイツク──いわゆる獣人と呼ばれる人々の〝立ち位置〟を説明しますわ。彼らが魔界の者たちの血を引いていることは、さすがに知っていますわよね？」

　腕を組んで俺を見つめるエスティ。

「えっと、確か前にクルルから聞いた気がするな」

「なら、獣人がこの真炎界で危うい立場に在ることが分かりますでしょう？　これまで立ち寄った村で、あなたはクルル以外の獣人を見ましたか？」

　エスティの問いに俺は眉まゆを寄せる。

「いや……見てないな。獣人は、その……あまり好かれていないってことなのか？」

　俺はクルルを気にして、言葉を選びながら問いかけた。

「畏おそれられている──というのが正確ですわね。それが迫害に繋つながって、かつては獣人と人間の間で大きな争いが起こったこともありますわ。そうした悲劇を繰り返さないために、アフラ様──女神は獣人と人間が暮らす場所を明確に分けたのです」

　アフラの名前を出した時に少し複雑そうな表情を見せたが、エスティはそのまま言葉を続ける。

「それが獣人領と呼ばれる、人間がみだりに立ち入ってはいけない獣人の住処すみか。その一つが先ほどココが言った螺旋坑スパイラルなのですわ。ただ……そうした境界線が引かれたことで、そこを越えて相手の領分に入った場合、その者の立場は著しく弱いものとなってしまいますの」

　そこでエスティはクルルに目を向けた。

「獣人領を出た獣人は、人間の〝主あるじ〟を見つけなければ村で生活することもできません。そこでクルルは悪い人間に引っかかって、奴隷として売り飛ばされそうになったところをルリが助けた出したのですわ」

　黙って話を横で聞いていたルリが、得意げな表情で俺にＶサインを出す。

　獣人好きのルリは、恐らくその光景を見て迷いなく行動したのだろう。

　そこでココがぽつりと呟つぶやいた。

「外に出た獣人は、人間の〝しもべ〟にされるって聞いてたの。だからまず、人間からクルル様を助けなきゃって思ったの……」

「──そういうことだったのか。だったらいきなり強硬手段に出たのも仕方ないな」

　納得して俺が言うと、クルルは何度も頷うなずいた。

「クルルはとっても幸運だったのです。螺旋坑を出て、右も左も分からなかった時に悪い人に捕まって……でもそこにばばーんっとルリ様が現れてくれたのです！」

　目を輝かせてクルルは思い出話を語る。

「その光景はすごく想像できるよ。ただ、クルルはどうして村を出たんだ？」

　俺はそこが気になって訊たずねる。

「螺旋坑スパイラルには色んな決まり事があって……その上、狼人族ワーウルフ独自の掟おきてとかもたくさんで、息苦しかったのです。だから外の世界を──おっきな海とかを見てみたかったのです。もう二度と、故郷に戻れないって分かってても……」

　ちょっと照れ臭くさそうにクルルは村を出た理由を語った。

「戻れない？」

　どういうことかと俺は疑問の眼まな差ざしを向ける。

「許可を得ず、勝手に螺旋坑の外へ出た獣人は、もう二度と自分の村に戻れないという掟があるのです」

　クルルはそう説明して、ココの方を見た。

「わたしや、クルル様を探しに出た他の人たちは、特別な許可を貰もらってるの。でも三十日以内に戻らないとダメなの。長く外にいた獣人は、人間の手先になってるかもしれないから、螺旋坑に入れられないんだって」

　ココの言葉にクルルは頷うなずく。

「やっぱり今も掟は変わっていないのですね。でも、ならどうしてクルルはいいのですか？　族長の結婚相手に選ばれたとか……全然意味が分からないのです」

　困った顔でクルルはココに問いかけた。

「わたしも理由はよく知らないの。でも、螺旋坑全体に関わることだから特別なんだって。クルル様は外で辛つらい生活をしてるはずだから、助け出してくるようにって……」

　ココが答えると、ルリがぴくりと眉まゆを動かす。

「ずいぶん一方的な決めつけね。クルルはあたしたちと毎日楽しく暮らしてるのに……あ、でももしかしてクルルは、戻りたいって思ってる？」

　少し不安げにルリは訊ねる。

　けれどクルルは笑顔で首を横に振った。

「クルルはルリ様やエスティちゃん……それにトオヤ様と一緒にいたいのです。狼人族の族長と結婚する気もないのです！　だからココちゃん、螺旋坑に戻ってそう伝えて欲しいのです」

　はっきりと自分の意志を告げるクルルだったが、ココは迷うように瞳を揺らす。

「クルル様の気持ちはよく分かったの……でも、クルル様が拒んだとしても連れてくるようにって言われてるの。その場合は、人間に洗脳されてるからって」

「クルルは洗脳なんてされてないのです！」

　すぐに反論するクルルに、ココは頷いた。

「うん、わたしもそれは分かってるの。だけど、このまま戻って報告したら、大勢の獣人が押しかけてくると思うの。報告しなかったとしても……クルル様の匂いを辿たどって、次から次へと他の獣人がやってくるはずなの」

　ココの発言にエスティが顔を顰しかめた。

「それはかなり面倒な事態になりそうですわね。全員追い返せばいいだけだとしても、キリがありませんわ」

　するとそこでルリが、いきなり大きな声を上げる。

「うん、あたし決めたよ！」

「な、何をだ？」

　俺は驚いて聞き返した。

「これからどうするかだよ！　待ってるだけじゃ解決できないなら、原因を元から断たなきゃ！　これから螺旋坑スパイラルに乗り込んで、狼人族ワーウルフの族長にクルルはあたしのだから諦あきらめてって言いに行く！」

　ぐっと拳こぶしを握りしめて宣言するルリ。

　それに慌てたのはココだった。

「そ、それは無理なの！　普通の人間は螺旋坑に入っちゃダメなの！」

「大丈夫！　あたしとお兄ちゃんは勇者だから！　さあ、ケモミミだらけのパラダイスにレッツゴーだよ！」

「あ、あの……」

　笑顔で出発を告げるルリにココは言葉を失う。

「──俺の妹はこういうやつなんだよ」

　俺はココの肩にポンと手を置いて、苦笑を浮かべた。
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「見えたの。あれが螺旋坑なの」

　ココの声に顔を上げた俺は、ようやく長い山道を登り切ったことを知る。

　高い山の尾根からは遥はるか先の景色が見通せた。

　そこは険しい山脈に囲まれた樹海。その中央にぽっかりとほぼ真円の穴が空いている。かなり遠いので大きさが把握しづらいが、直径十数キロはありそうだ。

「あそこにクルルを狙ねらう不届き者がいるんだね！　皆、突撃だよ！」

　ルリは真炎の剣を天に翳かざし、猛たけ々だけしく号令を掛けた。

「いや、見えはしたけどまだ丸一日はかかる距離だぞ。ここから突撃したら、辿たどり着く前に力尽きるって」

　逸はやるルリを諫いさめる俺だったが、隣に立つクルルが複雑な表情を浮かべていることに気付く。

「……まさかこの景色をもう一度見ることになるとは思ってなかったのです」

「やっぱり懐かしいか？」

　俺が問いかけると、クルルは苦笑交じりに頷うなずいた。

「はいです。あと、ちょっぴり怖いです。逃げ出した檻おりの中に、自分から戻っていくみたいで……」

「大丈夫だよ。ルリはクルルを縛るものを全部断ち切るためにここまで来たんだからな。もちろん俺やエスティも、クルルのためにできることを何でもやるつもりだ」

　そう言って俺はエスティに視線で同意を求める。

「──ええ、クルルは私たちのパーティメンバーですもの。螺旋坑の獣人にどんな事情があろうとも、引き渡すつもりはありませんわ」

「うえーん、ありがとうなのですー！」

　感激してエスティに抱きつくクルル。

「ちょ、ちょっと、暑苦しいですわよ」

　エスティは文句を言うものの抵抗はしない。

「あ……ごめんなさいなのです。でも──勝手にあの村を離れてよかったのですか？　アフラ様が怒らないか心配なのです……」

　クルルはエスティから離れ、少し不安そうに呟つぶやいた。

「まあ書き置きをしてきたから大丈夫だろ。魔界の大魔王に不穏な動きが──とか言ってたけど、これだけ手がかりが掴つかめないのならまだ時間はかかるだろうし、俺たちの用事を先に済ませても構わないさ」

　ウサギ耳を生やした小柄な女神を思い出しながら、俺は軽い口調で言う。

　女神の力を取り戻したとは言っても、俺の中ではぴょんぴょん煩うるさい子供という印象が強い。仮に怒られたとしても全然怖いとは思えなかった。

「だったらいいのですが……なるべく早く戻った方がいいとは思うのです。せっかく耕した畑も心配なのです」

「確かに、それはそうだな。じゃあさっさと用事を終わらせるためにも、今日はなるべくあの穴の傍そばまで近づいておこう」

　俺は頷うなずき、今度は急な斜面を下り始める。

「よーし、突撃ーっ！」

　そして、横をルリが猛スピードで追い抜いていった。

「いやだからまだ早いって！」

　俺は慌ててツッコみながらも、止まらないルリを追いかけるために足を速めた。
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　山を下り、樹海の中に踏み入ると、頭上は幾重もの枝葉で覆われ、太陽の位置を確認することすら難しくなる。

「ココとクルルがいなかったら、確実に遭難だな……」

　俺は先導する二人の後について歩きながら、薄暗い森の中を見回した。

　太陽の光が地面まで届かないせいか、下草は少なく思ったよりも歩きやすい。ただその分、はっきりと分かる獣道もなく、景色はどこを見ても同じ。太い木々の幹がどこまでも続き、果ては闇に滲にじんでいる。

「うえーん、疲れたよー」

　後ろからルリの悲鳴が聞こえてきた。

「無駄に走って体力を使ったせいだろ。もうすぐ今日の野営地を決めるから、そこまで頑張れ」

「お兄ちゃん、おんぶしてー」

「……断る」

「えー……可愛かわいい妹のお願いなのにー　あたしはお兄ちゃんが大好きだよ。お兄ちゃんはそうじゃないの？」

「今回は自業自得だからな。甘やかすだけが愛じゃないんだよ」

　振り返ってしまうと拒めなくなる気がしたので、俺は前を向いたまま答える。

「愛……？　お兄ちゃん、今、愛って言った!?」

　けれどルリのテンションが上がった声に俺はぎくりとした。

「言ったけど……な、何だよ？」

「つまりそれって、お兄ちゃんはあたしを愛してるってことだよね？　ね、ね！」

　真後ろに強烈な圧を感じる。

　すぐ傍そばまで近づいてきたルリが、息を荒くして俺の返事を待っていた。

「あー……その、まあ、そりゃ愛してるよ。色んな意味でな」

　ここで否定するのも嘘うそを吐ついている気がしたので、俺はなるべく適当な感じを装って告げた。

「きゃーっ!?　どうしよ！　お兄ちゃんに愛の告白をされちゃった!?　ねえねえ、エスティも聞いてたよね？　どう思う？」

「……おめでたいですわね」

　ルリに絡まれたエスティが、深々と溜ため息いきを吐く。

「わ、祝ってもらっちゃったー！　よーし、お兄ちゃんの愛なら頑張るよー！　クルルー！　聞いて聞いて─！」

　急に元気を取り戻したルリは、俺を追い抜いてクルルの元へ走っていく。

　するとエスティが俺の隣に並び、興味深そうに問いかけてきた。

「愛というものは、人に力を与えるのですわね。もしも大天使である私があなたに愛を囁ささやけば、何か効果はあると思いますか？」

「え？　まあ……アフラは前に〝神の恩おん寵ちようとは人へ向けた愛だ〟とか言って、俺に力を貸してくれたことはあったが……それは少し意味が違うか……」

　突然の質問に俺は動揺しながら答える。

「そうですか、アフラ様が──ありがとうございます。覚えておきますわ」

　何か納得した様子で礼を言うエスティに胸騒ぎを覚えたが、そこで前を行くクルルたちが立ち止まったことに気付いた。

「トオヤ様、エスティちゃん、ちょっと来てくださいです！」

　クルルに呼びかけられた俺とエスティは、早足でそちらに向かう。

「どうしたんだクルル──って、うわっ!?」

　彼女の下まで来た俺は、そこにあったものを見て驚きの声を上げた。

　緑の蔦つたに覆われていたせいで気付くのが遅れたが、そこには一軒家ほどの大きさの頭ず蓋がい骨こつが地面に半分埋もれた形で横たわっている。

　その形は博物館で見た恐竜の骨に近く、口の中には鋭い歯が何本か残っていた。

「……これは魔獣の骨ですわね」

　エスティが呟つぶやくのを聞いた俺は、聞き慣れない単語に眉まゆを寄せる。

「魔獣？」

「遥はるか昔、真炎界アヴイスに穿うがたれた穴から湧わき出た魔界の獣ですわ。その穴の名な残ごりが螺旋坑スパイラルなんですの」

　俺はエスティの説明を聞き、大きな魔獣の骨を眺めた。

「じゃあ螺旋坑は、昔は魔界に通じてたってことなのか」

　その呟きにクルルが反応する。

「はいです。狼人族ワーウルフの村にもそういう言い伝えがあるのです。魔獣の骨は、螺旋坑の中にもごろごろ転がっていて、家の骨組みとして利用しているのです」

　それを聞いたルリは口の部分から頭ず蓋がい骨こつの内側を覗のぞき込んだ。

「確かにちょっとした洞どう窟くつみたいな感じで、雨が降っても大丈夫そう。せっかくだから今日はここで野宿をしよっか」

　ルリの提案にココが頷うなずく。

「うん、それがいいの。ここからなら螺旋坑はすぐなの」

「魔獣の頭蓋でキャンプですか……これまでにない趣向ですわね」

　軽い足取りでエスティも中に入っていく。

「マジでここに泊まるのか……」

　魔獣というだけあって禍まが々まがしい外観だが、女子一同はさほど気にした様子がない。

　俺一人が気後れしているのは何だか情けないので、仕方なく覚悟を決めた。

「ルリー、夕飯のリクエストはあるかー？」

　魔獣の牙きばをまたぎながら問いかけると「バーベキュー！」と元気な声が返ってきた。







　そして翌日。

　魔獣の骨の中で一夜を明かした俺たちは、早朝から行動を開始する。

　クルルとココでなければ分からない道なき道を進み、約二時間。急に視界が開けて、強い風が正面から吹きつけてきた。

「うお……」

　俺は思わず一歩後ろに下がって、その絶景を見渡す。

　それは〝穴〟というよりも〝谷〟という印象に近かった。

　俺たちが立つ数メートル先から地面は突然途切れ、切り立った崖がけになっている。対岸は遥か彼方かなたで、ここからでは全体像が掴つかめない。

　昨日、山の上から見下ろしていなければ、穴が円形であることも把握できなかっただろう。

　恐る恐る縁に近づいて崖がけ下したを覗のぞき込むと、思っていたより近くに地面があった。底が浅いのではなく、広い岩棚が張り出しているのだ。

　岩棚は崖に沿ってずっと向こうまで続いており、その下にもさらに別の岩棚が見える。

　どうやらこの岩棚は螺ら旋せん状に穴の下まで続いているらしい。

「だから螺旋坑スパイラル、か……何かとてつもなく大きなねじ穴みたいだな」

　大穴の形状を見た俺は、名前の意味を理解した。

　するとクルルが俺の隣にやってきて口を開く。

「あの岩棚には川が流れていて、森もあるのです。ここで暮らす三つの部族は、暮らしやすい階層をそれぞれ縄張りにして、村を作っているのです」

「ココの村は、あそこなの。狐人族フオクシーは、一番浅い階層で暮らしてるの！」

　俺とクルルの間から顔を出したココが、崖下を指差した。

　そこは穴の南側に位置し、緑が生い茂る中に屋根らしきものが見える。

「あ、あの村に狐きつね耳みみとモフモフ尻尾しつぽがいっぱい……はあ、はあ……」

　ルリは荒い息を吐いて、遠くの村を凝視していた。

「ココさん、どこかに岩棚へ降りる道はありますの？」

「うん、こっち──あ……!?」

　エスティの言葉に頷うなずいて駆け出そうとしたココだったが、その眼前に突然人影が出現した。

　そして俺たちを取り囲むように、次々と何もない場所から人影が現れる。

　人影の輪郭は最初ぼんやりとしていたが、すぐに耳と尻尾を生やした男たちの姿に変化した。見た感じ、ココと同じ種族のようだ。

「きゃーっ！　ケモミミ！　ケモミミに囲まれてる！」

　ルリは状況にそぐわない歓声を上げたが、俺は即座に戦闘態勢を取った。

「ルリ、落ち着け！　明らかに歓迎ムードじゃない！」

　男たちは武装しており、ゆっくりと包囲網を縮めてくる。どう見てもウェルカムな雰囲気は皆無だった。

「ココちゃん、下がるのです！　やっぱりここまで近づけば、さすがに匂いで気付かれるですね……」

　クルルがココの肩を掴つかんで自分の下へ引きよせ、男たちに鋭い視線を向ける。

　エスティも杖つえを構えて油断なく周りを見回した。

「狐人族は幻などを作り出す空属性の魔法が得意だと聞いたことがありますわ。恐らくそうした幻術で姿を消していたのでしょう」

「はぁはぁ……け、ケモミミがいっぱい……」

　ルリは突然現れた獣人たちへの興奮をまだ抑えられずにいる。恐らく心の準備ができていなかったせいで、頭の中がケモミミで埋め尽くされたのだろう。

「気を付けろ。こいつら……すごく殺気立ってるぞ」

　俺がルリに注意を促したところで、男の一人が口を開いた。

「──ココ、どういうつもりだ？　クルル様を見つけ出してきたようだが、人間まで一緒に引き連れてくるとは……村の掟おきてに背く重罪であるぞ！」

「はうっ……」

　強い口調で男に問い詰められたココは、びくりと肩を竦すくめる。

　それを見たルリはハッと我に返り、急いでココを庇かばうように前へ出た。

「待って！　あたしとお兄ちゃんは確かに人間だけど、魔竜を倒した勇者なんだから！　見て、これが勇者の証あかし──真炎の剣！」

　ルリが大剣を抜くと男たちが一斉に身構えたが、その刀身を炎が包んだのを見て、彼らの表情は驚きに変わる。

「火の魔法……女神様に選ばれた真炎の騎士──」

　ココを問い詰めていた男は震える声で呟つぶやき、一歩後ろへ下がった。

「あなたたちの事情はココから聞いたよ！　でもクルルは大切なあたしたちの仲間なの！　どんな理由があっても渡すつもりはないから、直接話をつけに来たってわけ！」

　相手がたじろいでいる間に、ルリは用件を一気に捲まくし立たてる。

「用があるのは狼人族ワーウルフの村だから、ここを通して。お願い」

　男の目を真まっ直すぐに見据えてルリは告げた。

「い、いかに真炎の騎士であろうと……わ、我らにも掟がある！　狐人族フオクシーは螺旋坑スパイラルの番人！　よそ者を我らの村より先に進ませるわけには……」

　男は気け圧おされながらも首を横に振る。

「もー、頭が固いよ！　もっと偉い人と話をさせて！」

「え、偉い人？」

　戸惑う男にルリは頷うなずいた。

「族長さんとかいるでしょ？　掟がどうのこうのって言うなら、族長さんと話して掟を変えてもらえないか相談するよ」

「お、掟を変える……？」

　唖あ然ぜんとした表情でルリの言葉を繰り返す男に、他の獣人が寄ってきて囁ささやく。

「……聖火台の件もあります。女神様に選ばれた勇者を無下に扱うべきではないでしょう。我らの手に余る事態ですし、族長にお伺いを立ててみては……」

　その言葉に男は渋い顔になったが、大きく息を吐いて肩から力を抜いた。

「分かった──付いてこい。族長のところへ案内しよう」

「やったー！　ありがとう！」

　笑顔になったルリは剣を鞘さやに納めて、俺の方を向く。

「お兄ちゃん、とうとうケモミミだらけの村だよ！　楽しみだね！」

　その顔を見て俺の緊張もどこかへ消えた。

「──そうだな。いきなり族長の耳や尻尾しつぽを触るなよ」

　俺は苦笑を浮かべ、そう釘くぎを刺す。

「ルリならやりかねませんわね」

「でもルリ様なら、それで仲良くなれるかもしれないのです」

　エスティとクルルも笑って相あい槌づちを打つ。

「面白い人たちなの……」

　ココはそんな俺たちを、不思議そうな顔で見つめていた。
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　狐人族フオクシーの先導で俺たちは螺旋坑スパイラルに踏み入る。

　岩棚へ降りる道は、崖がけの縁に生えた茂みで巧妙に隠されていた。

　崖を削って作られた急な階段を降り、螺ら旋せん状に続く岩棚を進む。この岩棚は螺旋坑の底へと下っているはずだが、歩いている分には傾斜を感じない。

　岩棚の幅は思っていた以上に広く、あちこちに草木が生えていた。

　しばらくすると水音が聞こえてきて、植物の数が一気に増える。どうやら崖の上から滝が流れ落ち、それが小川となってさらに下の階層へ続いているようだ。

　そして狐人族の村は、その小川に架けられた橋の向こうにあった。

「わーっ！　ここが狐人族の村なんだ！」

　ルリが歓声を上げる。

　村には魔獣の頭ず蓋がい骨こつや肋ろつ骨こつを基礎にした独特な形状の家屋がいくつも並んでいた。

「カラフルな家が並んでいますわね」

　エスティが言うように、家の屋根や壁は様々な色で塗られている。だが雑多な印象はなく、それぞれの色彩が調和し、家全体で一つの芸術作品のようだ。

「狐人族はとってもお洒落しやれさんなのです！　外へ出る人は目立たないように地味な格好をしてるですが、村の中だとすっごく派手で可愛かわいい服を着ているのです！」

　横からクルルが狐人族の特徴を説明してくれた。

　彼女の言うように、ココや俺たちを先導した狐人族の男たちはくすんだ色のローブを身に着けている。

「だけどその村人がどこにも見えないんだが……」

　派手な格好ならすぐ分かるはずだが、村の中には誰も見えず、しんと静まり返っていた。

「きっと皆、警戒して家の中に隠れてるの」

　ココが口を開くと、先頭に立っていた男が振り返って頷うなずく。

「そういうことだ。仲間の一人を先行させて、お前たちの要望は伝えた。間もなく族長が来る。しばらくここで待て」

　男は俺たちを門の前で制止した。族長の判断が下るまで、俺たちを村に入れるつもりはないようだ。

　どのぐらい待たされるのだろうかと心配したが、すぐに村の奥から一ひと際きわ眩まばゆい〝色〟が近づいてくるのが目に入る。

　それは金糸と銀糸で図柄が織り込まれた衣装を纏まとう人物だった。

　年齢は二十代後半ぐらいだろうか。色素の薄い長い髪は、日差しを浴びて金糸以上に眩く輝いている。

　距離が縮まり、顔立ちが分かるようになると、俺は彼女がとても美しい女性であることを知った。

　豪ごう奢しやで高貴な衣装を纏う狐人族フオクシーの女性は、俺たちの前で足を止める。ちょうど村の門を挟んで向き合うような形だ。

「あなたが族長さん？　すっごく綺き麗れいだね！」

　ルリが砕けた口調で話しかける。

　女性の放つただ者ではない気配に俺は緊張していたのに、ルリは全く物もの怖おじしていない。というかよく見ると、ルリは女性の後ろで揺れる、モフモフした尻尾しつぽを目で追っていた。

　どうやらルリは、衣装以上に美しい彼女の尻尾に夢中らしい。

「ふふ、ありがとう。勇者様に褒めていただけて嬉うれしいわ。私はクウコ。狐人族の族長よ」

　女性はくすりと微笑ほほえみ、自分の名前と立場を告げた。

「あたしはルリ！　こっちはお兄ちゃんで、後ろにいるのがエスティで、クルル──は知ってるよね。ココもこの村の子だし……うん、じゃあ、そんな感じでよろしく！」

　自分とパーティメンバーの紹介をしたルリは笑顔で手を差し出す。

　族長のクウコはその手をきょとんと見つめた後、小さく笑ってルリの手を握った。

「ええ、よろしく。本来であれば人間は追い返さないといけない決まりなのだけれど、勇者様ご一行なら話は別よ。女神様の使徒として、あなた方を村にお招きするわ」

「わーっ！　ありがとー！　でも……用があるのは、ここじゃなくて狼人族の村なの。歓迎してもらえるのは嬉しいけど、あたしとしてはここを通してもらえるだけでいいんだけど……」

　礼を言いながらもルリは目的を伝え、クウコの表情を窺うかがう。

「うーん……それはちょっと難しいわね。たとえ勇者様でも、この村から先へ進ませるわけにはいかないわ。ここで歓待するのが最大限の譲歩なのよ」

　柔らかな表情を浮かべながらも、はっきりと彼女はルリの要望を拒んだ。

「それって掟おきて？」

「そうよ」

「何とかならない？　変えられたりしない？」

　真まっ直すぐにクウコの目を見つめ、ルリは訴える。

「簡単に変えられたら掟とは言えないわ。どんな相手でも、客人が入れるのはここまで。それは絶対よ」

　きっぱりと突っぱねるクウコだったが、そこでルリが目を輝かせた。

「じゃあ──客人じゃなくなればいいってこと？」

「え？」

　クウコは目を丸くする。

「ねえねえ、あたしたちを狐人族フオクシーの仲間にしてよ！　そしたらもうお客様じゃなくなるでしょ？」

　無邪気な表情でクウコに詰め寄るルリ。

「な、仲間？」

「うん、名誉市民的な！」

「メイヨシミン？」

　混乱するクウコを見かねて、俺は横から助け船を出す。

「要するに、村の一員として認められる方法はないかってルリは聞いてるんだと思う」

　するとルリは大きく頷うなずく。

「そうそう、そういうこと！」

　それを見たクウコはしばし唖あ然ぜんとした後、深々と嘆息した。

「はあ……とんでもないことを言い出す勇者様ね。だけど面白いわ。狐人族はあなたみたいに個性的な人は好きよ」

　そう言って彼女はくるりと背を向ける。

「ちょっと私の方で考えてみるわ。ココ──その間、村を案内してあげて。任せたわよ」

「はいなの！」

　クウコに命じられたココは、背筋を伸ばして元気よく応じた。

　村へ入る許可が出たことで、周囲の男たちからも緊張が抜ける。

「来て来て！　こっちなの！」

　ココが俺の手を引っ張って村の中に誘う。

　そうして門を潜くぐった途端、静かだった村にざわめきが広がった。

　閉め切られていた窓が開き、大勢の狐人族が顔を覗のぞかせる。

　ココの友達なのか、尻尾しつぽを揺らしながらこちらへ駆けてくる子供たちの姿を見て、ルリは口元を押さえた。

「お兄ちゃん……鼻血出そう」

「とりあえず上を向いて落ち着こうな」

　相変わらずのルリに苦笑し、彼女の背中をポンポンと叩たたいた。







「ここが畑なの！　狐人族フオクシーの村は螺旋坑スパイラルの中で一番日当たりがいいから、この畑で作物を育てて、下の村と交換してるのー」

　ココは崖がけに沿って続く道を歩きながら、俺たちに説明する。

　崖の近くは危険なためか、ほとんどが農作地になっていた。先ほどの滝を水源とする川から水を引いているらしい。

「牛人族ミノスが暮らす階層には、大きな湖と川があってお魚が捕れるんだよ！」

「穴の底には広い森があって、狼人族ワーウルフはそこで狩りをしてるの！」

　そうして情報を補足してくれるのは、俺たちに付いてきたココの友達──狐人族の少女たちだ。

　大人たちはこちらに興味を示しながらも遠巻きに眺めるだけだが、子供は遠慮なく纏まとわりついてくる。

「ああー……ケモミミとモフッポの天国だよー……」

　尻尾を揺らして駆けまわる女の子たちに囲まれて、ルリはとても幸せそうだ。

「ケモミミは分かるが、モフッポって何なんだ？」

　気になって俺が問いかけると、ルリは「分からないの？」という表情で俺に答える。

「それはもちろん、モフモフの尻尾のことに決まってるじゃない！」

「いや、決まってないから。エルミミもそうだったけど、新しい略語をポンポン作らないでくれ」

　俺は溜ため息いきを吐ついてルリにツッコんだ。ちなみにエルミミとはエルフの尖とがった耳のこと。

　そのエルミミを持つエスティも呆あきれ顔をしつつ、ココに話しかける。

「思っていたよりも大きな村ですわね。人手が足りていないという感じでもないのに、どうして子供のココがクルルの捜索役に選ばれたんですの？」

　エスティは他の子供たちに目をやりながら疑問を口にした。

　言われてみれば確かに不思議だ。先ほどの男たちも含め、屈強そうな大人は多く、子供まで動員する理由が分からない。

「わたしは皆より匂いにビンカンなの。それに無理やり行けって言われたんじゃなくて、自分で立候補したの」

　それを聞いたエスティは眉まゆを寄せる。

「立候補……？　どうして自分から危険な役割を──」

「こういう機会じゃないと、螺旋坑スパイラルの外には出られないと思ったの。一度でいいから、外の世界を見てみたかったの」

　ココはそう言って、高い崖がけで縁取られた螺旋坑の空を見上げた。

　するとクルルが弾んだ声で会話に加わる。

「クルルも同じだったのです！　やっぱりここで暮らしていると、もっと広い空を見てみたくなるのです！」

「うん……山の上から空を見渡した時は感動したの。でも──」

　そこで表情を曇らせたココを見て、クルルは優しく話しかけた。

「怖いこともいっぱいあったのですよね？　クルルもすっごく大変だったのです。何度も外へ出たことを後悔したのです。でも……今はやっぱり螺旋坑を出てよかったと思っているのです」

　クルルはルリやエスティ、俺に視線を巡らせ、照れ臭くさそうに笑う。

「そうなんだ……」

　どこか羨うらやましそうにココは相あい槌づちを打った。他の子供たちも興味深そうにクルルの話を聞いていた。

　──生まれ育った場所を出て、新しい世界へか……。

　俺もクルルの言葉を聞いて、胸の奥がざわつく。

　現実世界からこの真炎界アヴイスへやってきた俺は、まさにその状況真まっ只ただ中なかだ。

　けれど俺の場合はすぐ妹のルリと再会できた。一人きりで何の当てもなく旅立ち、様々な苦労を味わったクルルの方がずっと凄すごい。

「おーい！」

　そんなことを考えていると、行く手からこちらへ呼びかける声が聞こえてきた。

　畑の向こうに見える一ひと際きわ大きな建物──魔獣の肋ろつ骨こつと思われるものを基礎にした家の前で、小柄な人物が杖つえらしきものを振っている。

「あっ！　長老なの！　ただいまなのー！」

　ココは彼に気付いて、大きく手を振り返した。

「長老？」

　ルリが首を傾かしげると、ココはこちらを向いて言う。

「族長のおじいちゃんなの。わたしは族長の家で暮らしてるから、長老はホントのおじいちゃんみたいな感じなの」

「え……？　じゃあココの本当の家族は？」

「いないのー」

　短く簡潔な返答に、ルリは息を呑のむ。

　それ以上深く突っ込むことはできず、俺たちはココに続いて族長の家へと向かった。

　長老は髪も髭ひげも真っ白な男性で、年のせいか獣耳もぺたんと垂れている。彼はルリが足を止めると、曲がった腰をさらに曲げて恭しくお辞儀をした。

「勇者様、ようこそいらっしゃいました。ココもお役目ご苦労じゃったのぉ。わしは長老のツネ。孫──族長から話は聞いておりますのじゃ。ささ、こちらへ──」

　狐人族フオクシーの長老は俺たちを家の中へ誘う。

　どうやらココが村を案内している間に、色々と準備を整えていたようだ。

　魔獣の骨を基礎にしているので家は外から見ると不安定な印象だったが、中に入るとしっかりした木造建築であることが分かった。

　前を行く長老にも当然尻尾しつぽがあるのだが、こちらも他の狐人族と比べると萎しぼんでいる。

「これはこれでなかなか……お兄ちゃん、あたし初めてワビサビを理解できたかも」

　けれどルリにとっては長老の尻尾も味があるらしく、文化人のような顔でそんなことを口にした。

「モフモフじゃないけどいいのか？」

「お兄ちゃんはまだまだ青いね。モフるだけが尻尾の楽しみ方じゃないんだよ」

　得意げに語るルリに、俺は嘆息する。

「ここまで来ると尊敬するしかないな」

「やったー！　お兄ちゃんに褒められたー！」

　ルリは嬉うれしそうに両手を挙げた。

　そんな馬鹿馬鹿しい会話をしている間に俺たちは家の奥──広い客間に通された。

「ここでお待ち下され。すぐに食事を用意いたしますのじゃ。ココも手伝っておくれ」

「はいなの！」

　ココは元気よく返事をして、長老と共に部屋を出ていく。

　俺、ルリ、クルル、エスティは顔を見合わせてから、テーブルを囲む椅い子すに腰を下ろした。

「最初はどうなるかと思いましたが、かなり手厚い歓迎ですわね」

　エスティは長老たちが出ていった扉を見て呟つぶやく。

「そういや俺がルリのパーティに加わってから色んな村に立ち寄ったが……こんな風に〝勇者として〟歓待されたことってなかったよな」

　以前の旅を思い出しながら俺が言うと、ルリは苦笑を浮かべた。

「普通の人は、勇者って何なのかよく分かってないからね。ただ女神様の加護を受けてるから、とりあえず親切にはしておこう──って、それぐらいの感覚なんだよ」

　そこで俺は疑問を抱く。

「ん？　ってことは逆に言うと……獣人──狐人族フオクシーの族長は勇者や真炎の騎士のことをよく知ってるってことなのか」

　俺の言葉を聞いたエスティが、そこで口を開いた。

「皮肉なことですが……今の時代、純粋な人間たちよりも混血種カオテイツクの方が〝女神〟への信仰が篤あついのですわ」

　クルルもエスティに続いて言う。

「魔獣に〝汚染〟された獣人が人間としての理性を取り戻せたのは、女神様のおかげだっていう言い伝えがあるのです！　だから獣人はみんな女神様のことをとっても崇あがめているのです」

「ここにアフラがいたら喜びそうだな」

　俺はあの小さな女神を思い出しながら笑った。

　エスティは少し複雑そうな表情になったが、何も言わず机に頬ほお杖づえをつく。

　それを横目で見ていたルリは、エスティに体を寄せて耳元で問いかけた。

「あたしにとっての女神様はエスティだよ？　だってエスティがあたしをこの世界に連れてきてくれたんだもん」

「な──」

　顔を真っ赤にして言葉を失なくすエスティ。

「アフラちゃんはお兄ちゃんの女神様だから、エスティはあたし専用ー」

　そう言ってルリはエスティに抱きつく。

「ちょっ──そんな恥ずかしいことを人前で言わないで欲しいですわ！」

　焦りながら文句を言うエスティだったが、その表情は緩んでいる。

「エスティちゃん嬉うれしそうなのです」

「だな」

　クルルと俺は顔を見合わせ、微笑ほほえみを交わしたのだった。







　しばらくしてココが運んできた料理が机に並ぶと、族長のクウコが長老と共にやってきて席に着く。

「大したもてなしはできないけれど、狐人族に伝わるとっておきの料理を用意したわ。たくさんあるから、遠慮なく召し上がってね」

　クウコはそう言って俺たちを促した。

「わたしもお手伝いしたの！　召し上がってなの！」

　ココも元気よく声を上げる。

「いただきますですー！」

「いただきますわ」

　クルルとエスティは早速食べ始めるが、俺とルリは大皿に並べられた料理の一つに目を奪われていた。

　他の料理は野菜や穀物がメインの、人間の村でもよく見るものだったが──〝それ〟だけは真炎界アヴイスで初めて目にする。

「お兄ちゃん……これ、おいなりさん……だよね？」

　震える声でルリがその料理の名前を口にした。

「あ、ああ……見た目は完全に稲荷いなり寿ず司しだ」

　俺も動揺を隠せぬまま同意する。

　それは狐きつね色いろの油揚げでご飯を包んだ食べ物で、稲荷寿司と言う他ない。

　恐る恐る俺はその一つを手に取って口に運んだ。

「こ、これは──」

　じゅわっと油揚げの甘あま味みが舌の上に広がる。

　中に入っているのは白米ではなく雑穀のようだが、これは間違いなく稲荷寿司。

　油揚げは大豆さえあれば作れるはずだが、さすがにその詳しい方法までは知らない。だからこちらでは食べることのできない料理のはずだったのだが──。

「わーっ！　やっぱりおいなりさんだよ!!」

　ルリも嬉うれしそうに歓声を上げた。

　するとそれを聞いたクウコが驚いた表情を浮かべる。

「あら、勇者様たちはイナリを知っていたのね。この村だけの秘伝だと思っていたのだけれど……」

「あ、いえ、俺とルリがいた世界にも同じような料理があったんです。というかイナリって名前も同じなんて──」

　俺はクウコに答えつつも、首を捻ひねる。驚いたのはこちらも同じだ。

　真炎界には俺たちが遊んでいたゲーム、カオティック・フレイムから流入したと思われるものが多くある。

　植物やモンスターはゲームで見たものが多く、そもそも言葉が通じるのは言語が同じだからだ。だから稲荷寿司という名前と概念がこちらに伝わっているのも、ありえない話ではないが──その経緯が気になった。

「このイナリはどのぐらい昔から伝わってるんですか？」

　クウコに問いかけると、彼女は少し困った顔で長老の方を見る。

「私はちょっと分からないわね……お爺じい様さまはどう？」

　すると長老のツネは、長い髭ひげを撫なでながら口を開いた。

「遥はるか昔……魔獣の侵攻を食い止め、魔界の穴を塞ふさぎ、世界を救った勇者様がおったのじゃ。その方が作った料理をわしらの祖が大変気に入り、教授を願ったらしいのぉ」

　それを聞いたルリは目を丸くする。

「えっ!?　じゃあ、あたしより前の勇者──真炎の騎士がおいなりさんを伝えたってこと!?　ってことはその人もあたしたちの世界から来たってことだよね？」

　興奮した様子でルリは俺に問いかけてきた。

「──そういうことになるな。神話魔法はこれまでにも使われたことがあるみたいだし、たぶんその時に活躍した真炎の騎士なんだろう」

　かつて女神アフラが俺に語ったことを思い出す。

　この真炎界アヴイスには彼女以外にも二柱の神様がいたが、彼らは神話魔法を完遂したことで〝神話でしか語られない存在〟に昇華したのだという。

　つまり真炎界では過去二回、神話魔法が発動され、ルリ以外にも二人の勇者がいたことになる。

「そっか……センパイ、ぐっじょぶだね！」

　ルリは天井に向かって親指を立てた。妹なりに過去の勇者へ感謝を送っているようだ。

「まあここでイナリを食えるのは、昔の勇者のおかげだな。ありがたく頂こう」

　俺は一度手を合わせてから、稲荷いなり寿ず司しを次々と口に運んだ。

　忘れかけていた現実世界の味に、何とも言えない気持ちが湧わき上がる。

　それを見ていたクウコが、ポンと手を叩たたいた。

「あ！　いい方法を思いついたわ！」

「え？」

　ルリは食事の手を止め、クウコの方をきょとんと見た。

「勇者様は、過去の勇者様みたいに私たちの知らないことをたくさん知っているのよね？　それを使えば狐人族フオクシーの仲間として認められるだけの〝パフォーマンス〟ができるかもしれないわ」

「ぱ、ぱふぉーまんす？」

　さらに混乱した様子のルリに代わって、俺はクウコに問いかける。

「どういうことだ？　分かりやすく説明してくれ」

「つまり私は、あなたたちに〝族長の試練〟を受けてもらおうと思っているわけよ」

　にやりと笑って答えるクウコだったが、俺は首を捻ひねった。

「余計に分からないんだが……族長の試練っていうのは何なんだ？」

「狐人族の族長になるための儀式のことよ。もしそれを乗り越えられたなら、誰もがあなたたちを〝狐人族の仲間〟として認めるはずよ」

　それを聞いたルリは顔を輝かせて言う。

「そしたらこの先へも行かせてくれる？」

「もちろん。ただし……族長の試練は甘くないけれどね？」

　声を低くしてクウコは不気味に微笑ほほえんだ。

「ど、どんなことをするの……？」

　ごくりと唾つばを呑のみ込んでルリは質問する。

　クウコはたっぷりと間を取ってから、厳かに告げた。

「──ファッションショーよ」

「へえ、なるほどファッションショーか……って何でだよ！」

　あまりに予想外の返答だったので、俺は思わずノリツッコミをしてしまう。

　するとクウコは表情を緩めて、軽い口調で言う。

「いやいやー、これってマジなのよー。実際に見てみれば、狐人族フオクシーのオシャレ好きは筋金入りだってことがよく分かると思うわー」

　楽しげに笑うクウコは、そうして俺たちを〝試練〟へ誘った。
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　狐人族の村の中ほどにある広場。

　そこには大きな岩を加工して造られた舞台があり、様々な儀式の際に用いられるのだという。

　そして今、広場には村中の狐人族が集まり、石造りの舞台を囲んでいた。

「わー……お兄ちゃん、すごい人だよ。何だか小学校の学芸会とか思い出すよね」

　石舞台の裏から広場の方を覗のぞいたルリが、感心した声を漏らす。

「ルリは劇だと大体主役だったよな」

「お兄ちゃんは木とか石が多かったよね」

「……俺は緊張すると台詞せりふが飛ぶから、それが精一杯だったんだよ。ルリは今も全然平気そうだな」

　特に緊張した様子のないルリを見て俺は溜ため息いきを吐ついた。

「だって別に危険があるわけでもないし──何より面白そうだもん！　うーん、どんな服にしようか迷うなー」

　弾んだ声で答えたルリは、腕を組んで悩み始めた。

　この状況を楽しめている妹を羨うらやましく思いつつ、俺はクウコの方に視線を向ける。

「本当の本当にファッションショーが〝族長の試練〟なのか？　俺たちをからかってないよな？」

　未いまだ半信半疑の俺を見て、クウコは小さく笑った。

「ふふ、嘘うそなど吐いていないわ。狐人族はオシャレが大好きなのよ。だから長おさとして皆に認められるには、まずファッション力が大事ってこと。他のことは後から勉強すればいいだけよ」

「……何というか、感性で生きてる部族なんだな」

　呆あきれと感心が半分ずつの気持ちで俺は言うと、エスティが会話に加わる。

「長おさのカリスマ性をはかるという意味では合理的ですわ。それより改めて確認させてください。この舞台に登れば自動的に幻術が発動して、思い描いた通りの衣装に変身できる──ということでよろしいんですの？」

　そう言ってエスティは石舞台に手を触れた。

「ええ、このステージは魔力のある石でできていて、舞台上に刻まれた魔法陣の上に立つと幻術が発動するわ。本人が空魔法を使えなくても問題なし。必要なのは幻を具現化させる想像力よ」

　クウコの返事にクルルが不安そうな表情を浮かべる。

「あの……クルルやエスティちゃんもこの試練に参加しないといけないのですか？」

「そうね。あなたは狼人族ワーウルフだけど立場は脱領者だし、エルフも特別扱いはできないわ。私たちの〝仲間〟として先へ進むのなら試練は受けてもらわないと」

　頷うなずくクウコを見て、クルルは憂ゆう鬱うつそうな溜ため息いきを吐ついた。

「クルルが足を引っ張ってしまわないか心配なのです……」

　その言葉にエスティも同意する。

「私も自信はありませんわね……」

　するとルリが二人の様子を見て声を上げた。

「それなら二人の衣装はあたしが担当してあげるよ！　族長さん、そういうのってオーケー？」

「ええ、同じ魔法陣の上に立っていれば他の人の服も変えられるわ。今回は〝勇者様御ご一いつ行こう〟の挑戦だから、チームプレーもありとしましょう」

　笑顔でクウコは許可を出したところで、ドーンという太鼓の音が響く。続いて独特な調べの曲が流れ始めた。

　どうやらもう本番らしい。ルリが元気よく腕を挙げる。

「よーし！　みんな、行くよー！　アイドルになったつもりで頑張ろーっ！」

「あ、アイドルって何なのですか？」

　クルルは不思議そうな顔をするが、ルリは既に石舞台の上に続く階段を駆け上がっている。

　俺、クルル、エスティは慌ててルリを追い、舞台上へ走り出た。

「っ──」

　集まった狐人族フオクシーの多さに息を呑のむ。

　舞台脇から見た時よりもずっと人数が多く感じるのは、全員の視線がこちらを向いているからだろう。

　舞台の真ん中には大きな魔法陣が刻まれていて、俺たちはその上に並んで立つ。

　舞台脇では長老が厳かに笛を吹いており、広場からは先ほどまでのざわめきが消えていた。

　──うわ……こういうのダメなんだよな。

　予想はしていたが、思っていた以上に全身が強こわ張ばる。

　頭も上う手まく働かず、このままでは上手く衣装を想像できるか分からない。

「頑張ってなのーっ！」

　だがそこで幼い声が耳に届いた。

　ハッとしてそちらを見ると、ココが最前列から声援を送っている。

　──ココがいたことにも気付いてなかったなんてな。

　あまりの余裕のなさに笑えてきた。そして笑みを浮かべてみると、少し体が軽くなる。

　そんな俺の背中をエスティがポンと叩たたいた。

「何を緊張してるんですの？　あの魔竜にも臆おくさず立ち向かったことは、私も少なからず評価しているのですから……もっとしゃきっとしてください」

「──そうだな。ルリを見習おう」

　俺はエスティに頷うなずき、隣のルリを見る。

　ルリは今も全く緊張を見せず、広場に集まった狐人族フオクシーをキラキラした眼まな差ざしで眺めていた。

「みんなーっ！　今日はあたしたちのために集まってくれてありがとーっ！」

　そして本当にアイドルのような挨あい拶さつを始める。

「モフモフなみんなが喜んでくれるような、最高のパフォーマンスを見せるから、期待しててねーっ！」

　明るく元気な呼びかけで広場の緊張感も吹き飛び、観客がオーッと声を返した。

　狐人族はノリがよく好奇心も強いようで、彼らの瞳は期待で輝いている。

「じゃあまずは学校の制服から！」

　そう言ってルリが音楽に合わせてくるんとその場で一回転すると、足元の魔法陣が輝いてルリの体を包む。

　そしてその光が弾はじけると、そこには制服姿のルリが立っていた。

　広場に走るどよめき。

「な……」

　俺も〝初めて見る〟ルリの姿に目を奪われる。

　地元の街でよく見るセーラー服ではない。ブレザーとチェックのスカートの、知らない学校の制服だ。

　そんな俺の反応を見たルリが悪戯いたずらっぽく笑う。

「お兄ちゃん、どう？　引っ越した先の中学の制服、見せるのは初めてだよね？　似合ってる？　可愛かわいい？」

「あ、ああ、可愛い」

　呆ぼう然ぜんとしていたせいで、つい本音をそのまま答えてしまった。

　するとルリは嬉うれしそうに頬ほおを緩め、身み悶もだえる。

「きゃーっ！　お兄ちゃんに可愛いって言われちゃったーっ！　じゃあエスティとクルルもちぇーんじ！」

　ルリが腕を振るうと、エスティとクルルの二人もルリと同じ制服姿に変身した。

「ちょ、ちょっとルリ！　スカートが短すぎますわよ！」

「わーっ！　ルリ様とお揃そろいなのです！　ひらひらなのです！」

　エスティはスカートの裾すそを押さえ、クルルは逆にぴょんぴょん跳ねてスカートを靡なびかせる。

「ほらほら、お兄ちゃんも合わせて！」

「お、おう」

　皆の制服姿に見み惚とれていた俺もルリに促されて我に返り、高校の制服を脳内に思い描いた。

　魔法陣が光り輝き、少し前まで毎日のように着ていた紺色の制服が体を包む。

「わわっ!?　お兄ちゃん、それ高校の制服？　そっか……お兄ちゃん、高校生になってたんだよね。うー……私の制服姿でメロメロにさせちゃうつもりだったのに、逆にドキドキさせられたよー」

　顔を赤くしながら悔しそうに言うルリ。

「いや、俺じゃなくて観客のことを考えろよ。珍しい服に驚いてはいるみたいだが、あんまり反応は芳かんばしくないぞ」

　俺は照れ臭くささを堪こらえ、ルリに広場の方を見るよう促した。

　観客は皆、俺たちの衣装を食い入るように見つめている。ただそれは興味を引いているというだけな感じで、まだ盛り上がりに欠けていた。

「制服の色合いって地味だからねー。ここの村は家とか全部カラフルだし、もっと派手な方がいいのかも。じゃあどんどん試していこう!!」

　ルリがパチンと指を鳴らす。

　すると俺も含めて全身の体を光が包み込んだ。

　そこからは、ほぼコスプレ大会。

　体操服の後は、ナースと医者、警察官の制服という定番を経て、ついにヒットが生まれる。

　変化に伴う光が弾はじけたとき、一ひと際きわ大きなどよめきが沸き起こった。

　そこでルリたちが纏まとっていたのは、華やかな浴衣ゆかた。俺も自分の浴衣を見下ろして、驚きの声を零こぼす。

「この浴衣……昔、夏祭りに行ったときのやつか」

　俺の言葉にルリは頷うなずく。

「そうだよー！　お兄ちゃんも覚えててくれたんだ！　この浴衣すっごく気に入ってたんだ」

「お花の柄がキレイなのですー！」

「さっきよりは露出が少なくてよかったですわ……」

　クルルとエスティはそれぞれの感想を口にした。

　よく見ると二人の浴衣もルリが幼い頃に着ていたものだ。何だか懐かしさが込み上げてきて、しんみりとした気分になるが──広場からの歓声が俺の感傷を吹き飛ばす。

「きゃーっ！　素敵なのー！」

　ココがぴょんぴょん飛び跳ねながら叫び、他の狐人族フオクシーも「いいぞー！」と声を上げていた。

　ルリは彼らの反応を見てニヤリと笑う。

「見て見て、お兄ちゃん！　ケモミミフィーバーだよ！　やっぱりこういう路線がいいみたいだね！　だったら次は雛ひな祭まつりーっ！」

　再びルリが指を鳴らすと、ルリは十じゆう二に単ひとえの豪ごう奢しやな着物姿に、クルルとエスティも官女が纏う煌きらびやかな着物を纏った。俺も男お雛びなの着物姿に変わっている。

　これも昔、家にあった雛ひな人にん形ぎようと同じ衣装だ。

　広場の狐人族たちも、より派手な着物を見て、さらに盛り上がっていた。

　するとそこに舞台裏にいたはずのクウコが乱入してくる。

「きゃーっ！　それイケてるわね！　私も着てみるわ！」

　そう言って彼女は魔法陣の上に立ち、自分も十二単を身に纏った。

　それを皮切りに他の狐人族たちもステージに押しかけてくる。

「ちょっ、ぎ、儀式はどうなるんだ!?」

　もみくちゃにされながら俺が声を上げると、クウコは笑いながら言う。

「そんなもの合格に決まってるわ。後はもう宴うたげよ、宴！　みんなーっ！　食べ物とお酒を持って来てー！」

「はいなのー！」

　ココの返事がどこからか聞こえてくる。

　そうして儀式は宴にすり替わり、俺たちは狐人族の仲間としてそれを楽しんだのだった。
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「はぁ……疲れた」

　石舞台の上で仰あお向むけに寝転がりながら、大きく息を吐く。

　高い崖がけに縁どられた空は赤く染まり、少し冷たくなった風が夜の気配を滲にじませていた。

　先ほどまでテンションの上がった狐人族フオクシーたちに飲み食いを勧められ、踊りに誘われ、息を吐つく暇もなかったのだが、日没が近づいたことで皆片付けに移っている。

　手伝いはいいからと言われたので、遠慮なく休ませてもらうことにしたが、体の内側が熱くて眠気は全くない。

「楽しかったね、お兄ちゃん」

　夕焼け空を眺めながら宴うたげの熱を冷ましていると、ルリが横から俺の顔を覗のぞき込んできた。

「まあ……そうだな。こんなに騒いだのって、こっちに来てからは初めてだ。カオティック・フレイムでの結婚式を思い出すよ」

　ゲームで妹が企画した結婚式も、今回に負けず劣らずの大騒ぎだった気がする。

「あ、確かに！　こんなに楽しかったのって、あたしもあの時以来かな！　よく考えると、あたしたち魔竜を倒したのに、祝勝パーティーとかもしてなかったんだね」

「大魔王がどうとか言われて、そんな感じじゃなくなったもんな。というか、あの件は今どうなってんだろ」

　アフラのことが気にかかるが、ルリは明るく笑って言う。

「気にしても仕方ないって。急ぎの用事があれば、アフラちゃんの方から来てくれるよ。それよりアフラちゃんのお願いごとが解決したら、今度こそ結婚式だからね？」

　真剣な表情でルリに見つめられ、俺は溜ため息いきを吐きながらも頷うなずいた。

「……分かってるって。俺はこの先ずっとルリの傍そばにいるつもりだよ。だから、そんな不安そうな顔するな」

　手を伸ばし、ルリの頭を撫なでる。

「ふ、不安そうな顔なんてしてないもん！　あたし、お兄ちゃんのことは信じてるし──でも、嬉うれしかった」

　顔を赤くしてルリが呟つぶやくと、彼女の体が光に包まれる。

　ここは魔法陣の上。思い描くだけで幻術が発動するのだ。

「な──お、おい、その姿は……」

　俺はルリの変化した姿を見て、唖あ然ぜんとした。

　服装自体は変わっていない。ただ代わりに、それまではなかった〝部位〟がある。

「えへへ、どう？　可愛かわいいでしょ？　狐人族の仲間として認めてもらった記念に、あたしも耳と尻尾しつぽを生やしてみたよー」












　ルリは手首を丸めて、動物っぽいポーズをしてみせた。

　すると彼女の髪色に合わせた白い狐きつね耳みみとモフモフの尻尾も合わせて揺れる。

「かなり……似合ってるな」

　心拍数が上がっているのを自覚しながら、俺は感想を告げた。

　思わずモフりたくなる可愛かわいさだ。

　けれどあくまで幻術なので、触れようとしても耳と尻尾に実体はない。

「だよね！　ケモミミとモフッポを愛するあたしが似合わないはずないもん！　ほらほら、せっかくだしお兄ちゃんも！」

「お、おう」

　ルリに促されて俺も黒い耳と尻尾を生やしてみた。

「きゃー！　お兄ちゃん、可愛い！」

「……何か可愛いって言われると複雑だな」

　思った以上に恥ずかしく、俺は視線を逸そらす。

　するとそこにクルルがやってきた。

「わーっ！　ルリ様とトオヤ様も獣人になったのです！　何だか嬉うれしいのです！　これはエスティちゃんもやる流れだと思うのですよ！」

　尻尾しつぽを振りながらクルルがエスティに話を振る。

　石舞台の端に腰かけていたエスティは、面倒くさそうな表情を浮かべながらも、魔法陣の方に近づいてきた。

「……仕方ないですわね。ちょっとだけですわよ。でもどうせなら──」

　そう呟つぶやきながらエスティが念じると、彼女の頭に犬っぽい耳がぴょこんと生える。

「あ！　狼人族ワーウルフの耳なのです！」

「狐人族フオクシーではなく、クルルの真ま似ねをしてみましたわ」

　エスティは照れ臭くさそうにしながら、ぽふっと尻尾も生やしてみせた。

「おおー」

　新鮮なエスティの姿に思わず感嘆の声が出る。

「そ、その反応は何ですの？」

　頬ほおを赤くしたエスティがじろりと俺を睨にらむ。

「いや、可愛かわいいなと思って。クルルと並んでいると、何だか姉妹みたいだ」

「か、かわ──」

　さらに赤面したエスティに、クルルがぴょんと横から抱きついた。

「エスティお姉ちゃんなのですー」

「ちょっとクルル、暑苦しいですわよ！」

　照れながら文句を言うエスティだったが、クルルは離れようとしない。

　そんな風に和気あいあいと騒いでいた間に、辺りはどんどん薄暗くなっていく。ここは大穴の中なので夜の訪れが早いのだろう。

　宴うたげを切り上げたのも日没に合わせてのことだと思われるが、俺は一つ疑問を抱いた。

「……そういえば、火がないな」

　撤収がほぼ終わり、人ひと気けが少なくなった広場には、松明たいまつなどの照明が何もない。

　松明を設置すれば宴をもっと続けることもできたのにと、俺は不思議に思う。

　そんな俺の呟きを聞いたルリは、広場の中心にある台座を指差した。

「お兄ちゃん、ひょっとしてあれ……聖火台じゃない？」

「──ああ、それっぽいな。でも今は消えてる。何でだろう……火がないと色々困るはずなのに」

　俺は同意して、首を捻ひねる。

　この世界では火は女神の力を宿した特別なもので、火属性の魔法は勇者しか使えない。

　だから村では女神の加護を受けた聖火台を設置して、そこから火を分け合い、生活しているのだ。

「火が消えちゃった場合は他の村から火種を貰もらってくるか、聖火台を管理している神官のところへ行かないとダメらしいんだよ。螺旋坑スパイラルだとそういうのが難しいのかも」

　真炎界アヴイスでの事情を話したルリは、ぴょんと石舞台から飛び降りる。魔法陣から離れたことで彼女の獣耳と尻尾しつぽはフッと消えた。

「どうするつもりだ？」

　俺が問いかけると、ルリはこちらを見上げて言う。

「あたしが火を点つけてあげようかなって」

「お、おい、あんまり勝手なことはしない方が──」

「大丈夫だって、困ることなんて別にないでしょ」

　ルリは楽観的に笑い、聖火台に向けて手を翳かざした。

「勇ましき者の道を照らせ──灯火トーチ」

　放たれた小さな火の玉が聖火台の中へ飛びこむと、いきおいよく炎が立ち昇る。

　薄暗くなっていた広場が一気に明るくなり、付近にいた狐人族フオクシーが驚いた様子でルリの方を見た。

「どう？　明るくなったよー！」

　ルリは彼らに手を振るが、村人たちは慌てた様子で広場から逃げ出す。

「あれれ？」

　取り残されたルリがきょとんとした表情を浮かべた時、辺りに不気味な声が響き渡った。

　ヴォォォォォォォォォン!!

「何の声だ……？」

　嫌な予感を覚えた俺は、石舞台から降りてルリの元へ駆け寄る。クルルとエスティも少し遅れて付いてきた。

「はうー……何だか尻尾の毛がワサワサする感じの遠とお吠ぼえなのです」

「魔の気配を感じますわ。気を付けてください」

　クルルとエスティはそう言って身構える。俺も剣の柄つかに手を添えた。

　そこに幼い声と足音が聞こえてくる。

「ダメなの！　逃げてなの！　〝あれ〟は聖火台の炎を狙ねらってくるの！」

　見ればココが必死な様子でこちらに走ってきていた。後ろには族長と長老の姿もある。

　──〝あれ〟っていったい何のことだ？

　けれど俺たちがココへ問い返す前に、広場の先──下の層へ続く崖がけの向こうから巨大な影が飛び出してきた。

　ズウウゥゥゥゥン……。

　着地の衝撃で地面が揺れる。

　俺たちの前に現れたのは、象ほどの大きさがある全身真っ黒な獣。シルエットは狼おおかみやライオンといった肉食獣に近いが、体毛のない頭部はどこか爬は虫ちゆう類るいを思わせた。

「きゃあっ!?」

　獣のすぐ傍そばにいたココが衝撃で尻しり餅もちをつく。

　その声に反応した獣はそちらを向き、大きく口を開けた。その中に並ぶ鋭い歯と滴したたる唾だ液えきを見て、俺は我に返る。

「ルリ！」

「うん！」

　俺とルリは剣を抜いて同時に飛び出した。

「間違いありません！　あれは魔獣ですわ！　この世界に住む全ての者にとって、害となるものです！」

　後ろから響いてくるエスティの声を聞き、遠慮はいらないと知る。

「ココちゃんは、食べさせないのです!!」

　さらにクルルの声が響き、俺とルリの頭上を緑の影が飛び越した。

「クルルキーック!!　なのです！」

　ココに襲いかかろうとしていた魔獣の横っ面に、クルルが飛び蹴けりを喰くらわせる。

　ギャオンッ!?

　悲鳴を上げて仰のけ反ぞる魔獣。

「地の王、怒りの槍やり!!」

　続いてエスティの詠唱が響き、岩の槍が魔獣の四肢を貫き、地面に縫いとめた。

　その間に俺とルリは魔獣との距離を詰めている。

「我が敵を薙なげ──火レ閃イ！」

　俺は刀身に赤い炎を纏まとわせ、剣を振り上げた。

「我が敵を灼やけ──蒼炎の刃ウイスタリア！」

　高く跳躍したルリは、蒼あおい炎に包まれた大剣を振り下ろす。

　ザンッ──!!

　上下から繰り出された斬ざん撃げきが交差し、魔獣の太い首を切り飛ばした。

　断末魔の叫びを上げる暇もなく魔獣の頭部は地面に転がり、頭を失なくした胴体はゆっくりと横に倒れて地面を揺らす。

「ふぅ……魔竜に比べたら全然手ごたえがなかったね。ココちゃん、大丈夫だった？」

　剣を鞘さやに納めたルリは、倒れていたココに手を差し出した。

「は、はいなの……大丈夫なの」

　呆ぼう然ぜんとした様子でココはルリの手を借りて立ちあがる。

　するとそこで辺りから大きな歓声が響いた。

「すげーっ！」

「やったわ！」

「さすがね！」

「きゃー！　きゃー！」

　辺りを見回すと先ほど逃げていった村人が再び集まり、嬉うれしそうに飛び跳ねている。

「いったい何なんだ……？」

　俺は状況が分からず眉まゆを寄せる。

「クルルにもさっぱりなのです」

「説明はたぶん、彼女がしてくれると思いますわよ」

　首を傾かしげるクルルに、エスティはこちらへ近づいてくる人物を示した。

「──まさかあの魔獣を一瞬で仕留めるなんてね。さすがは勇者様ご一行だわ」

　やってきたのは族長のクウコと長老のツネ。

　彼らは魔獣の亡なき骸がらを眺めてから、俺たちに向き直る。

「魔獣……エスティが言った通り、やっぱりこいつは魔獣なんだな？」

　俺はクウコの目を見つめて問いかけた。

「ええ。実は少し前から、螺旋坑スパイラルの底に広がる森で小型の魔獣が出没するようになったのよ」

「出没って、それ……かなりの大事件なんじゃないのか？」

　クウコは俺の質問を受けて、苦笑を浮かべる。

「もちろんどの部族も大騒ぎよ。特に勇者様たちが倒したそいつは炎が嫌いみたいで、聖火台を狙ねらってきたわ。だから火を消したままにしてあったってわけ」

　肩を竦すくめたクウコに続いて、長老のツネが口を開いた。

「どうも螺旋坑の底──かつて魔界と繋つながっていた境界で何か異変が起こっておるらしい」

「異変？　それっていったい……何なんですの？」

　エスティは表情を硬くして訊たずねた。

「詳しくは分からぬ。だが〝門番〟の役を担う狼人族ワーウルフはこの事態を解決するために、新たな長おさの就任を急いでおるようじゃ」

　ツネの言葉をクウコが補足する。

「どうも狼人族の長しか執り行えない特別な儀式があるらしいのよ。そうした事情もあって、私たち狐人族フオクシーもクルル様捜索に協力していたの」

　話を聞いたルリは、難しい顔で腕を組む。

「……思ったよりも大きな話みたいだね。でもクルルを渡すつもりはないから。何か理由があるとしても、別の方法で解決してみせる！　ね、お兄ちゃん？」

　同意を求められた俺は、笑みを浮かべて頷うなずいた。

「そうだな──魔獣が原因だっていうなら、全部倒すって手もあるしな」

　俺たちの言葉を聞いて、クウコは笑う。

「既にあなたたちは狐人族の仲間よ。クルルを捕まえたりもしないし、先へ進む邪魔もしないわ。ただ出発は明日にした方がいいと思うから、今日は私の家で休んでいって」

「クウコさん、ありがと！　狐人族フオクシーのみんなを助けるためにも、異変もちゃんと解決してくるからね！」

　嬉うれしそうにルリは礼を言った。

　そうして俺たちは皆でクウコの家に向かう。

　──あれで、小型の魔獣か……。

　ただ、先ほど彼女が口にした言葉が胸の奥をざわつかせた。

　確かに家の屋根や基礎代わりに使われている魔獣の骨は、先ほどの魔獣よりも遥はるかに大きい。だからこそクウコも小型と言ったのだろう。

「アフラ・マナフ」

　久々に相手の情報をステータスとして視認できる力を使ってみる。

　アフラの加護によって、俺の目は真炎界アヴイスに在る者の〝本質〟を見通せるのだ。

　ステータスウィンドウの形で現れるのは、それが俺にとって最も理解しやすい形であるから。

　そしてレベルとは、真炎界における〝強さ〟の指標である〝存在力〟を、カオティック・フレイムの基準で数値化したもの。

　あくまで俺の視点から行う相対評価であり、真炎界に元からある概念ではない。

　──さてさて……ルリのレベルは１０２か。かなり上がったな。

　クルルは81、エスティは93。ちなみに俺は１１０。

　魔竜を倒したこともあり、全員大幅に存在力は増している。エスティは天使の姿になれば、もっとレベルが上だろう。

　自分たちの力を確認した俺は、次に広場の方を振り返った。

　そこには狐人族たちに片付けられていく魔獣が転がっている。

　既に死体なので情報はノイズ混じりで欠落しているが、何とか魔獣の存在力──レベルは読み取れた。

「70、か」

　俺たちよりレベルは下だが、決して低くはない。

　以前この能力で色々と調べてみたところ、若い一般人だと年齢＝レベルという者が多いが、30以上は年を重ねても自然に伸びることがないと分かった。

　狐人族たちがあの魔獣に太刀打ちできなかったのは当然だし、俺やルリにとっても手て強ごわいモンスターの部類に入る。

　瞬殺できたのは全員で一斉に攻撃したからだ。もし大型の魔獣が出てくれば、かなり面倒な事態になるかもしれない。

　それに──。

「魔界……」

　ルリが言っていたように、これは思った以上に大きな話になる予感を抱きながら、俺は螺旋坑スパイラルの狭い夜空を見上げた。
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「──このまま道なりに螺旋坑を下っていけば、牛人族ミノスの村に着くはずよ。昨夜のうちに使いをやって、勇者様のことを伝えておいたから、今回よりはスムーズに事が運ぶと思うわ」

　下層へ続く村の出口まで付いてきたクウコは、そう言って手を振る。

「色々と助かる。ちなみに牛人族っていうのは、どういう部族なんだ」

　俺は感謝の気持ちを込めて頭を下げてから、彼女に問いかけた。

「のんびりとした平和的な部族よ。ただ……色々と大おお雑ざつ把ぱで感性的な狐人族フオクシーと違って、意外に強したたかな部分があるわ。相手のペースに巻きこまれないように気を付けてね」

　牛人族についての情報を教えてくれるクウコ。

「分かった、気を付ける」

「クウコさん、ありがと！　じゃあ行ってくるね！」

　俺に続いてルリが明るく礼を言い、エスティ、クルルも手を振って下層へと向かう。

　だが俺たちにはもう一人、同行者がいた。

「わざわざ付いてきてもらって悪いな、ココ」

　俺は隣をとことこと短い歩幅で歩く狐人族フオクシーの少女に声を掛ける。

「大丈夫なの。わたしが一緒に行きたいってお願いしたの。その方が牛人族ミノスも気を許してくれると思うの。それに──」

　そこでココは言葉を濁らせたが、俺が視線で続きを促すと、彼女は照れながら口を開いた。

「もっと……あなたたちがすることを見てみたいの。昨日もすっごく面白かったから……」

　好奇心が強く新しいもの好きの狐人族らしい意見に俺は笑う。

「そっか。そういうことならいくらでも見てってくれ。ルリが何をするかは俺にも全く予想がつかないから、いつも戦々恐々だけどな」

「えー、お兄ちゃんひどーい。あたしそんな変なことなんてしないよー」

　話を聞いていたルリは不満そうな声を上げた。

「……真炎界こつちじゃ多少マシだが、ゲーム向こうじゃ酷ひどかっただろ。気に入ったＮＰＣを一日中ストーキングしたりさ」

　カオティック・フレイムでの出来事を語ると、ルリは視線を逸そらす。

「だ、だって、ニャーミちゃんが他の誰かにモフられてないか心配だったんだもん」

　当時かなり入れ込んでいた猫型獣人の名前を挙げるルリ。確かそのＮＰＣはゲーム内での結婚式にも招待していたはずだ。

「ルリってホントに独占欲が強いよな」

　呆あきれながら言う俺に、ルリはむっとした表情を向ける。

「大好きなものを取られたくないのは普通の感覚だよ。お兄ちゃんだって、可愛かわいい妹を誰にも渡したくないって思ってるでしょ？」

　じっと上目遣いで見つめられ、俺は頬ほおを掻かいた。

「まあ確かに、ルリみたいな危険物を他の奴やつには任せられないな」

「何それ！　あたしは爆発したりしないもん！」

「……一年間放ほうっておいたら、異世界で勇者になってて、その上自分を犠牲に魔竜を倒そうとしてたやつがよく言えるもんだ」

　皮肉っぽく俺が言うと、ルリは悔しそうに歯は噛がみする。

「むー……それ持ち出すの卑ひ怯きようだよ！　じゃあもうあたしのことは置いておいて、お兄ちゃんもクルルやエスティが誰かにモフられるのは嫌でしょ？」

　また答えづらい質問を投げかけてくるルリ。

　クルルとエスティが横目でこちらを窺うかがっているのを感じつつ、俺は口を開いた。

「まあ、嫌かどうかと聞かれたら嫌だが……そもそもルリは俺が二人をモフるのはいいのか？」

　以前クルルのケモミミを触るのを禁じられてから、俺は尻尾しつぽしかモフれていない。エスティの翼を触ったのも怒られそうだったので、秘密にしたままだ。

「ちょっとだけならいいよ。だってお兄ちゃんはあたしのだから、二人が取られる心配はないもん」

「どういう理屈だよ」

　呆あきれ混じりに俺は息を吐く。

　そんな様子を見てココは楽しげに笑っていた。

「やっぱり面白いのー」

　そう言うココの服は、昨日までと違う。

　螺旋坑スパイラルの外へ出るための地味なローブではなく、綺き麗れいな花柄の衣装を纏まとっていた。

「なあ、ココ。その服……何だか浴衣ゆかたっぽいというか──昨日俺たちが着た服に少し似てるな」

　少し気になって問いかけると、ココは照れ臭くさそうにはにかむ。

「えっと……勇者様たちの服が素敵だったから、ちょっとアレンジしてみたの。たぶんそのユカタ……っていうの、これから狐人族フオクシーの村で大流行すると思うの」

「え？　じゃあ一晩でその服を仕立てたのか？　凄すごいな……それによく似合ってる。さすがはお洒落しやれな狐人族だ」

　俺が褒めると、ココは頬ほおを赤くして顔を伏せた。

「こ、これぐらいなら皆できるの。でも……似合ってるって言ってくれるのは嬉うれしいの」

　モフモフの尻尾がココの後ろで揺れている。

　感情に尻尾の動きが連動しているのは、クルルと同じようだ。

「うぅー……ココちゃんが尊い……尊すぎるよぉ……」

　ココを眺めて身み悶もだえていたルリは、すぐ横にいたクルルのケモミミをまさぐる。

「ひゃわっ!?　る、ルリ様？　どうしてクルルの耳を触るのですか？」

「だってココちゃんは尊すぎて触れないんだもん～。あ、もちろんクルルのケモミミは最高だよ？　ココちゃんと比べてるわけじゃないからね？」

　ルリはクルルに言い訳しながらケモミミを撫なで続けた。

「やっ……わ、分かったですから、そんなに触られると真まっ直すぐ歩けないのです～」

「遊んでいると崖がけから落ちますわよ？」

　ふらつくクルルを見て、エスティは溜ため息いきを吐ついた。

　そうして賑にぎやかに螺旋坑を下っていくと、水音が聞こえてくる。

　近づいて行くと生い茂る木々の向こうから、雄大な滝の姿が現れた。これは恐らく上の層で見た川から流れ落ちているものだろう。上を見上げても崖がけは高くて先は見えない。

　螺旋坑スパイラルの縁を一周する間に、これだけの距離を降りたのだと気付く。

「綺き麗れいな池がありますわね」

　エスティが言うように、滝が流れ落ちたところはちょっとした広さの池になっていた。池に溜たまった水は川となって緩やかに傾斜した岩棚を流れている。

「牛人族ミノスの村は、この川の下流なのです。螺旋坑には他にも湧わき水みずがあって、一番下の森にはおっきな湖もあるのですよ」

　懐かしむように語るクルルは、少し歩調を上げた。

　岩棚は下層へ近づくほど幅が広くなり、川の水量も増していく。透き通った水の底には魚の影が見えていた。

　そうして螺旋坑の真上に太陽が来た頃、俺たちは牛人族の村に辿たどり着く。

　木で作られた村の門は既に開かれていたが、その前には大勢の人が集まっているのが見えた。

「──あたしたちのことはもう知ってるはずだけど、やっぱりクルルを渡せって言ってくるのかな」

　ルリが不安そうに呟つぶやき、緊張感が高まる。

　俺は油断せぬよう彼らの動きに注意を払う。けれど一人一人の姿をはっきり識別できるようになったところで、俺は唖あ然ぜんとした。

「な……で、でかい」

　思わず心の声が漏れてしまう。

　体格の話ではない。牛人族の背丈は俺たちとあまり変わらず、頭から牛を連想させる角つのを生やしている。そして体の一部分が非常に大きいのだ。

　俺の呟きが聞こえたのか、クルルはこちらを見て慌てた。

「あっ、い、言い忘れていたのです！　牛人族の女の人は、みんなお胸が大きいのです！　トオヤ様は見ちゃダメなのです！」

　そう言ってクルルは俺の目を塞ふさごうとしてくる。

「ちょっ……クルル、何だいきなり──」

「男の人は大きなおっぱいに弱いと聞いたのです！　このままだとトオヤ様が魅了されて相手の方に付いてしまうのです！」

「いや、いくらなんでもそこまで弱くはないって！」

　俺は呆あきれ混じりに言い返し、クルルの手を外した。

　確かに村の前に立つ女性は、全員胸が大きい。特に中央に立つ──恐らく族長と思われる女性の胸は、現実世界で目にしたことがないようなレベルだ。メロンのような──という比喩を使っても不足はないだろう。

　そんな風に俺が分析をしていると、ルリとエスティがジト目で睨にらんでくる。

「でもお兄ちゃん、鼻の下が伸びてるよ？」

「目がいやらしいですわ」

　二人に指摘された俺は、慌てて視線を逸そらした。

　そうして俺たちは数メートルの距離を挟んで、牛人族ミノスの一団と向かい合う。

　すると中央に立っていた女性が一歩前に出て、深々とお辞儀をした。

「ぐ……」

　大きすぎる胸の谷間が強調され、その視覚の暴力に意識が揺らぐ。

　顔を上げた彼女はそんな俺ににこりと微笑ほほえみかけてから、ルリに視線を移す。

「勇者様～お待ちしていましたわ～！　わたくしは牛人族族長のミロ。事情はクウコちゃんの使いから聞かせていただきました～。では早速、族長の試練を始めましょー！」

　おっとりとした口調で彼女──ミロは言い、ルリの手を握りしめた。

「は、話が早いね……あなたたちはそれでいいの？　クルルを連れてくるように、狼人族ワーウルフから言われてるんじゃ……？」

　ルリは急な展開に焦りながら問いかける。珍しくルリの方が相手のペースに巻きこまれている形だ。

　──そういえばクウコさんは牛人族のことを、平和的だけど強したたかな部族だって言ってたな。

「勇者様がクルルと一緒に狼人族の村へ行くなら同じことですわ～。わたくしたちは面倒なことが嫌いですのよ～。何事も効率よく進めて、あとはダラダラ過ごしたいんですの～」

　ミロの言葉にルリは苦笑する。

「だからいきなり族長の試練を持ち出してきたんだね。でも、面倒なら試練なしでもいいんじゃない？」

「それはさすがに牛人族の面子メンツに関わるので無理ですわ～。あと試練の手も抜きませんが、勇者様ならきっと大丈夫ですわよね～？」

　口調は柔らかだが、ミロの言葉には挑発するような気配が含まれていた。

　どうやら外見通りののほほんとした女性ではないらしい。

「おい、ルリ。これ……たぶん試練に合格できなかったら、ヤバいことになるかもしれないぞ？」

　俺はルリの耳元で囁ささやく。

「──分かってるよ。でも、合格すれば問題なし！」

　強い口調で言い切って、ルリはミロの目を真まっ直すぐに見つめた。

「試練って何をすればいいの？」

　挑戦的なルリの瞳を見て、ミロは楽しそうに答える。

「ちょっとした〝水遊び〟ですわ～」
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「何が水遊びだよ……結構ハードな試練じゃないか」

　俺は橋の上から川かわ面もを見下ろし、溜ため息いきを吐ついた。

「お兄ちゃん、大丈夫だって！　川の流れに逆らいながら進んで、途中の障害をクリアして、相手チームより早くゴールすればいいだけだよ！」

　青い水着を身に着けたルリは、ぐっと拳こぶしを握りしめて言う。

　大胆に胸元が見えるタイプの水着で目のやり場に困るが、今はどぎまぎしている場合ではない。

「だからそれが大変なんだよ。チーム戦だから戦略も考えないと勝てないぞ？」

　俺はそう言って、相手チームの方を見る。

　そちらでは族長のミロと他三名の女性が互いの腰をロープで結んでいた。

　本来は一対一の試練らしいが、今回は俺たち四人が挑戦するということで相手も四人になったのだ。

　俺の視線に気付くとミロはにこりと笑って手を振る。そんなちょっとした動作だけ、大きな胸が揺れた。他の女性もミロに負けず劣らす、胸が大きい。

　そんな風に対戦相手を〝観察〟していると、横からクルルの声が響く。

「あーっ！　トオヤ様がまた誘惑されそうになっているのです！　ダメです！　クルルの方を見るのです！」

　ぐりっと強引に頭の向きを変えられると、水着姿のクルルが真剣な表情で俺を見つめていた。

「やっぱりおっきな胸は危険なのです。トオヤ様、注意してくださいです」

「お、おう、分かった」

　勢いに押されて頷うなずくが、クルルの胸も小柄な体格に似合わず相当大きい。彼女が身に着けているのは布で縛っただけの簡素な水着なので、余計に布の上下からはみ出る胸に視線が引き寄せられる。

　理性を総動員してクルルの胸の谷間から視線を逸そらすと、そこにはワンピース型の水着に着替えたエスティが立っていた。

　ルリやクルル、牛人族ミノスに比べて露出が少なく、胸も慎つつましい大きさだ。

「……何かそのホッとした顔がイラっとしますわね」

　俺の表情を見たエスティは、不機嫌そうに目を細める。

「い、いや、別にそんなつもりは──その水着、よく似合ってると思うぞ？　ルリたちのもだけど、水着なんてどこで買ったんだ？」

　慌てて俺は話題を逸そらした。

　俺の水着は牛人族ミノスが貸してくれたものだが、ルリたちの分はエスティが魔法で取り出したのだ。

「あなたと出会う前──王都で機会があったので購入したのですわ。そ、それよりも、あなたは泳げるんですの？　戦略を考えるにはまず各々の実力を把握するべきですわ」

　似合ってると言われて少し動揺したのか、エスティは上擦った声で話を本題に戻す。

「俺はまあ普通に泳げるぞ。むしろ得意な方だ。ルリもそうだよな？」

　話を振るとルリは頷うなずく。

「うん、小学生の頃はお兄ちゃんと水泳教室に行ってたもんね！　バタフライでもクロールでも大体いけるよ！　クルルは？」

　ルリに質問されたクルルはちょっと困ったような表情を浮かべた。

「一応泳げるのですが……あんまり速くはないのです。水の属性を持っている牛人族には全然敵かなわないのです」

　それを聞いたエスティは少し考えてから口を開く。

「ロープで全員を繋つなぐのなら、先頭と最後尾が一番重要になりますわ。いざとなれば前後を変えたり、横向きになって両端から引っ張ることもできますし……先頭は泳ぎが得意なルリで、最後尾はあなたに任せましょう」

　そう言って俺を示すエスティ。

「了解だ。けどその様子だとエスティは泳ぎが苦手なのか？」

　自分の泳力を申告しなかったエスティに俺は問いかけた。

「け、経験が少ないだけですわ。料理と同じです。やればできるとは思いますが、この場面では力不足だと判断しましたの！　ほら、早くロープを結びますわよ」

　顔を赤くしてエスティは答え、ロープをこちらに差し出した。

　ルリ、エスティ、クルル、俺の順番でロープを腰に結びつける。間隔はそれぞれ一メートルほど。思ったよりも余裕がなく、少し動くと繋がっている相手を引っ張ってしまう。

「そちらも準備が整ったようね～。じゃあ早速始めましょうか～。この橋から飛び降りたらスタートで、ゴールは四つ先にある橋の下よ～。途中には色々な〝試練〟が用意されているから気を付けてね～」

　俺たちの様子を見たミロが、声を掛けてくる。

「がんばってなのー!!」

　遠くからココの応援が届く。

　川の両脇には既に大勢の牛人族が集まっていた。牛人族は男女問わず〝ボリュームのある〟体の者が多く、狐人族フオクシーの時以上の圧力を感じる。だがふと──その中に一ひと際きわ小柄な人物がいることに気付いた。

　ラフな服装が多い牛人族ミノスの中で、その人物だけは丈の長いローブを纏まとい、フードで顔を隠している。

　──何か、薄気味悪いな。

　上う手まく言葉にできない気持ち悪さを感じていると、エスティが一歩前に出てミロに話しかけた。

「そちらだけ試練の内容が分かっているのは、少し不公平ではありませんの？」

　エスティがぶつけた不満を、ミロはのほほんとした笑顔で受けながす。

「大丈夫よ～。見れば分かる単純な試練ばかりだもの～。知っているかどうかで差は出ないわ～」

「──分かりましたわ。その言葉を信じます」

　仕方ないという様子でエスティは引き下がり、いよいよ試練が始まる。

　俺たちは橋の欄干に上がって、スタートの合図を待った。

　正確な水深は分からないが、飛び降りても怪け我がはしない深さはあるのだろう。見たところ流れはそこまで速くもない。

　俺はちらりと〝女神の目〟でミロたちの方を窺うかがう。

　ステータスを確認すると族長のミロはレベル45で、他は30前後。

　牛人族が泳ぎの得意な部族であったとしても、レベルやステータス──身体能力的には勇者一行である俺たちの方が遥はるかに上だ。十分に勝ち目はある。

「スタート！」

　号令役の牛人族が大きく声を張り上げ、俺たちは同時に川へと飛び降りた。

　大きな水しぶきが上がり、つま先が川底に少し触れる。水深はぎりぎり立てないぐらいで、思っていたよりも水が冷たい。

　水面に顔を出して状況を確認すると、飛び降りたはずの橋が真上にあった。既に少し下流へ流されているのだ。

　牛人族の方はミロを先頭にしてもう泳ぎ始めている。

「ルリ、追いかけるぞ！」

　俺が呼びかけると、ルリは振り返って頷うなずいた。

「うん、分かってる！　皆、あたしが引っ張るから付いてきて！」

　そう言ってルリはクロールで泳ぎ出す。

「わ、分かりましたわ」

　エスティは余裕のない声で応じ、ぎこちない平泳ぎで後に続いた。

「クルルも頑張るのです！」

　ばしゃばしゃと犬かきで懸命に水を掻かくクルル。

　俺は水面で揺れるクルルの尻尾しつぽを見ながら、ペースを合わせて泳ぐ。

　エスティとクルルの様子が心配だったが、ぐんぐんと速度は上がり、牛人族ミノスチームとの差が縮まった。ルリが先頭で泳いでくれているおかげで、後ろは水の抵抗が少なく、泳ぎが得意ではない二人も川の流れに負けていない。

　──泳ぎは大丈夫だ。後は〝試練〟の内容だな。

　俺は行く手に目をやった。

　村を真まっ直すぐ縦断する川には、一定の間隔で橋が架けられている。四つ目の橋がゴールだという話だったが、その途中に障害のようなものは見えない。

「ん……？」

　だが俺はそこで、一つ目の橋の上に大きな袋を担いだ牛人族が並んでいるのに気付く。

　彼らは俺たちが近づいたのを見ると、袋を逆さにして中に入っていた〝何か〟を川へ投入した。

「きっとあれが最初の試練ですわ！」

　エスティが注意を促す。

「川に落とされたものがこっちに流れてくるのです！」

　拳こぶしほどの大きさの緑色をした物体がいくつも近づいてくるのを見て、クルルが声を上げた。

「気を付けろ！　試練なら何か危険なものかも──って、これは……」

　身構える俺だったが、目の前まで流れてきたものの正体を見て困惑する。

　それは野菜だった。

　ピーマンに形と味がよく似ているので、そのままピーマンと呼んでいる真炎界アヴイスの植物。

　俺はわりと好きなのだが、ルリが嫌がるので料理には使わないようにしている食材だ。

「何でただの野菜が試練なんだよ！」

　思わずツッコんだ直後、先頭から悲鳴が上がった。

「いやーっ!?　ピーマンが押し寄せてくるよーっ!?」

　騒いでいるのは、案の定ピーマン嫌いのルリだ。

　前へ進まなければいけないのに、ピーマンから逃げるために逆走し、俺に抱きついてきた。

「お兄ちゃん、助けてー！　ピーマン！　ピーマンが!!」

「いや、助けるも何もただのピーマンだろ！」

　押しつけられる胸の感触にどぎまぎしながら俺は言う。

「でも触りたくないんだもん！」

「そこまで嫌いなのかよ！」

　俺たちがもたついている間に牛人族ミノスチームは、普通にピーマンを掻かき分けて進んでいた。

　これでは試練というよりも、ルリをピンポイントに狙ねらった嫌がらせだ。

　──いや、ルリがピーマン嫌いなんてことを牛人族が知るわけないか。

　俺はそう考え直し、ルリに引っ張られて戻ってきたエスティとクルルに呼びかけた。

「隊列を変えて俺が先頭を引き受ける。エスティとクルルは、流れてくるピーマンがルリに当たらないよう方向を逸そらしてくれ」

「わかりましたわ」

「はいなのです！」

　二人の返事を聞いた俺は、ルリをエスティに預けて泳ぎ出す。

　ピーマンは少し邪魔だが、障害というほどのものではない。

　皆を引っ張りながらぐんぐんスピードを上げ、牛人族チームとの差を何とか数メートルまで縮めた。

　けれど追いつくまでには至らず、二つ目の橋が近づく。

　──次の試練か。

　橋の上にはまたしても袋を担いだ牛人族が待機しており、その中身を投げ入れる。

　今度こそ試練というに相応ふさわしい危険物かと、俺は身構えたが──。

「これホントに真面目まじめな試練なんだよな!?」

　中身を目にした俺は大声でツッコむ。

　それが何なのかは、川に落ちる前に確認できた。

「いやーっ!?　カエルー!?」

　後方から響くルリの絶叫。

　そう、二つ目の試練として投入されたのはかなり大きめのカエルに似た生き物。

　──ルリのやつ、川遊びでカエルを踏みつぶしてから、トラウマになってるんだよな。

　ルリがじたばたと暴れるせいで後ろからロープが引っ張られ、速度が落ちる。

　カエル自体は俺たちを特に邪魔することなく、周辺を好き勝手に泳いでいるだけだ。試練としての意味を為なしているのは、ルリに対してのみ。

「二回連続でルリの苦手なものを持ち出してくるなんて……」

　牛人族チームに引き離されないよう、俺は必死に手足を動かした。

「カエルカエルカエルー!?　おうち帰るー!!」

「ルリ様、落ち着いてくださいですー！」

　後ろからルリの悲鳴と彼女を宥なだめるクルルの声が届く。

「ルリは私たちが支えて泳ぎますから、あなたは前へ！」

　エスティがそう言って俺の背中を押した。

「……分かった。頼む」

　俺は振り返らないまま答え、三人を引っ張って懸命に泳ぐ。

　だがスピードは上がらず、牛人族ミノスチームの背中が少しずつ遠ざかった。

　行く手には三つ目の橋。

　あれを越えれば、次の橋がゴールとなる。

　──ルリが今のままだとまずい。もし次もルリの苦手なものだったら……。

　橋の上には牛人族の姿があるが、今度は袋を持っていない。

　代わりに長い杖つえを手にした彼らは、何やら呪じゆ文もんのようなものを唱え始める。

「魔法……？　今度はさすがにまともな試練か？」

　俺は泳ぐスピードを少し落として、様子を見守った。

「──水砦アルクス！」

　杖を持つ牛人族たちの声が唱和する。

　すると行く手の水面が大きく盛り上がり、高い水の壁が構築された。

　恐らく水属性の魔法だろう。さらに壁は形を変え、巨大なカエルの姿で俺たちの前に立ちはだかる。

「またかよ！」

　呆あきれ混じりに俺はツッコむ。

「もういや─────っ！」

　案の定、ルリが甲高い悲鳴を上げた。

　牛人族チームはカエルの形をした水のオブジェに正面から突っ込んでいく。

　どうやらあの壁を突破するのが最後の試練らしい。ようやくそれらしい障害ではあるが、これも形が問題だ。

「カエルさんごめんなさいー！　食べないでー!?」

　ルリは完全に平静さを失い、ばしゃばしゃと暴れている。

　だが俺は構わずルリたちを引っ張ってカエルの障壁に近づいて行った。

　──こうなったらもう、ルリを振り切らせるしかない。

『ルリ、すまない』と心の中で謝りながら、俺はスピードを上げた。

「いやーっ！　来ないで来ないで来ないで！　来な──」

　叫ぶルリだったが、途中でぷつんとその声が途切れる。

　そこで俺はルリに限界が訪れたことを知った。

　──どういうわけか牛人族はルリの弱点を知った上で妨害を仕掛けてきている。でも彼らは肝心なことを分かっていない。

　振り返るとルリが顔を俯うつむけ、体を震わせている。

　クルルとエスティは、そんなルリを戸惑った様子で眺めていた。

「二人ともルリから離れろ！」

　俺がそう叫ぶと、彼女たちはルリを支えていた手を離す。

　その途端、ルリは弾はじかれたかのように顔を上げ、涙目で巨大カエル障壁を睨にらんだ。

　ルリは苦手なものや嫌いなものからはなるべく逃げようとするタイプだが、それが回避不可能だと悟った場合、行動指針は〝反転〟する。

「こ、こ、こ、来ないで……来ないでって言ってるのに……！」

　ルリが腕を振り上げた。

　その拳こぶしに凄すさまじい〝力〟が集まっていくのを感じる。

　ボウッとルリの拳が蒼あおい炎で包まれ、眩まばゆい光を放った。

　逃げられないものとは戦う。それが俺の妹。

　魔竜や勇者としての運命に立ち向かったルリが、カエルごときに負けるはずがない。

　牛人族ミノスはルリを追い詰め過ぎたのだ。

「カエルさんのバカーっ!!」

　絶叫と共に、ルリは炎の拳を振り下ろす。

　パンッと呆あつ気けなくカエル障壁は風船が弾けるようにして消え、さらにルリの拳圧で川が裂けた。

　拳圧が力場となって残留しているのか、川の水は元に戻らず、俺たちの前に〝道〟が生まれる。

　水が押しのけられたことで川底に着地した俺たちは顔を見合わせてから、その道を走り出した。

　川の中を泳ぐ牛人族チームを簡単に追い抜いた俺たちは、そのままゴールである四つ目の橋を潜くぐり抜ぬける。

「ゴールなのです！」

　クルルが歓声を上げる。

「でも、これってアリなのか……？」

　俺は無効試合にならないかと周囲を窺うかがった。けれど川岸や橋にいた牛人族が歓声を上げ、花吹雪ふぶきを撒まき散ちらすのを見て、勝利が認められたことを知る。

「うえーん、カエル怖かったよー」

　半泣きで抱きついてくるルリの背中を、俺は苦笑交じりにポンポンと叩たたいた。

「普通に考えればパンチで川を割るルリの方が怖いと思うぞ」

　ようやく力場が消失したのか、開けた川底に水が流れ込んで川は元通りになる。

「勇者様たちすごいのー！　大逆転なのー！」

　川岸ではココがぴょんぴょんと飛び跳ねていた。

「おう、やったぞー！」

　俺が手を振ると、ココは嬉うれしそうに手を振り返してくる。

　そこに族長のミロたちが泳いで近づいてきた。

「あらあら、負けてしまいましたわね～。さすがは勇者様ご一行ですわ～」

「──ええ、私たちの勝ちですわ。ずいぶん陰湿な試練を用意していましたが、無駄に終わりましたわね」

　棘とげのある口調でエスティが言うと、ミロは頬ほおに手を当てて笑う。

「はい～、せっかく勇者様の苦手なものを教えてもらったというのに情けない限りですわ～。けれどおかげで勇者様の力を拝見することができました。あなた方はもう牛人族ミノスの一員ですわよ～」

　族長の言葉に川の両岸にいた牛人族の観客が大きな拍手を送ってくれた。

「おめでとうなのー！」

　俺たちのところへやってきたココも、笑顔で祝福してくれる。

　これでこの村を通過することはできそうだが、ミロの言葉にはどうしても確認しなければならない情報が含まれていた。

「ルリの苦手なものを教えてもらったって……いったい誰から？」

　やはり偶然ではなく意図的なものだったのだと思いながら俺は問いかけた。

「狼人族ワーウルフの村からやってきた伝令役の方ですわ～。ほらそこに……あら？　見当たりませんわね？」

　周囲を見回したミロは不思議そうに首を傾かしげる。

　俺は一つ思い当たることがあり、訊たずねてみることにした。

「もしかして、フードを被かぶった小柄な人ですか？」

　レース前に見かけた怪しい人物のことを口にすると、ミロは頷うなずく。

「そうそう、その方よ～。川上りの試練を提案すれば、勇者様たちは装備を外すだろうから捕まえやすくなると言われたのですわ～。もちろん試練を乗り越えたあなた方にそんなことはしませんが～」

「もし……俺たちが負けていたら？」

「狼人族の指示に従ってあなた方を拘束し、クルル様を引き渡すつもりでしたわ～」

　笑みを浮かべたままミロは答える。

　やはりこの女性は底が見えなくて怖いと、俺は一歩距離を取った。水着姿で武器を持っていないことが急に心もとなくなってくる。

「勝てて本当によかったですわ」

　エスティは溜ため息いきを吐ついて肩を竦すくめた。

「でもどうして伝令役の人は、ルリ様の弱点を知っていたのでしょう？　ルリ様に苦手なものがあったなんて、クルルは全然知らなかったのです」

　不思議そうにクルルが呟つぶやくのを聞き、俺はルリに話を振る。

「ルリ、何か心当たりはないか？　こっちに来てからそういうことを誰かに話したとか？」

　俺の質問を受け、ルリは口元に手を当てた。

「うーん……あたし、こっちに来てからは勇者としてしっかりしなきゃって思って、ピーマンやカエルが苦手だってことはエスティやクルルにもバレないようにしてたの。だからそれを知ってるのは、真炎界アヴイスだとお兄ちゃんだけな気がするんだけど……」

　じーっとこちらを見つめてくるルリ。

「い、いや、俺じゃないぞ？　ルリの苦手なものを言い触らしたりはしてないって」

　慌てて俺が言うと、ルリはにっこりと笑う。

「うん、分かってるよ。お兄ちゃんはそんなことしないもん。だけど、だったらどうして……あ、本人に聞いてみればいいんだ！」

　ルリはポンと一番簡単な方法を口にする。

「では手分けして探してみるのです」

「ココもお手伝いするの！」

　クルルの言葉を聞いて、ココが手を挙げた。

　早速俺たちは川から上がって服を着てから、その伝令役という人物を手分けして探し回る。

　けれど村を一回りして広場に再集合した俺たちは、それぞれ成果がなかったと首を横に振った。

「見つからなかったのー」

　ココは残念そうに肩を落とす。

「フードを被かぶった小柄な人はどこにもいなかったのです！」

「私も見つかりませんでしたわ」

「すごく目立つ格好だと思うんだけどなー」

　クルル、エスティ、ルリが溜ため息いきを吐つくと、族長のミロが近づいてきて言う。

「村の中にいなかったのなら、もう狼人族ワーウルフの村に戻ったのだと思いますわ～。わたくしに一言もないとは失礼な伝令役ですわね～」

　ちょっと不満げな表情を浮かべたミロに俺は問いかけた。

「その伝令役は知った顔でしたか？」

「クルル様を探すようにという狼人族の要請を伝えにきたのも、同じ方でしたわよ。それ以前には見かけたことはありませんわ～」

「つまりクルルを連れ戻せって指示は、そいつから発せられたってわけなのか……」

　何だかきな臭くさいものを感じながら俺は呟つぶやく。

　ルリたちも少し不安そうな表情を浮かべたが、ミロはそんな俺たちの雰囲気には構わず、明るく話しかけてくる。

「大丈夫ですわよ～。狼人族ワーウルフの村に行けばきっと会えますわ～。それよりも勇者様方はこれからすぐに出発される予定ですの～？」

　ミロに問いかけられた俺は、一度空を見上げた。

　狐人族フオクシーの村よりも下層に来たので、螺旋坑スパイラルの縁に切り取られた空は昨日より狭く思える。日の届く時間もさらに短くなっているだろうが、まだ太陽はほぼ真上に位置していた。

「──どうする？　時間もあるしこのまま先に進んでもいいと俺は思うが」

　俺は皆に意見を求めた。

「今から出発すれば、日暮れまでには穴の底──狼人族の村に着けると思うのです！」

　クルルがそう言うと、ルリとエスティは頷うなずく。

「だったらこのまま行っちゃおう！」

「それがいいですわね」

　俺たちの結論が出たのを見て、ミロは口を開いた。

「勇者様、でしたら出発前に聖火台に火を灯ともしてくださいませんか～。炎を狙ねらう魔獣は勇者様が倒してくださったそうですし、この村にも再び女神様のご加護を～」

　言われてみれば、狐人族の村と同じく広場の中央にある聖火台の火は消えている。

「うん、分かったよ！　じゃあ早速──」

　ルリは以前のように呪じゆ文もんの詠唱を行い、聖火台に火を灯した。

　今は昼間だが、それでも少し辺りが明るくなった気がする。これが女神──アフラの加護なのだろうかと考えていると、聖火台の炎が急に勢いを増した。

「きゃあっ!?　え、え？　あたし何もしてないよ？」

　ルリが焦った声を出して聖火台から離れる。

「わーっ！　炎の柱なのです！」

「眩まぶしいのー！」

　高く立ち昇る炎を見上げ、クルルとココが大きな声を上げた。

「この気配は──」

　エスティは何かに気付いた様子で目を見開く。

　すると赤い炎が急に白く染まり、火柱の中から小柄な影が飛び出してきた。

「ぴょーん！」

　気の抜けるような掛け声と共に地面へ降り立ったのは、頭からウサミミを生やした幼女。

　髪も肌も真っ白だが、瞳だけは炎が宿っているかのように赤い。

「──アフラ」

　俺は驚きながら幼女の名を口にする。

　そう、彼女こそ真炎界アヴイスを司つかさどる女神アフラ・マズダー。俺をこの世界に召喚した存在だ。

「やっと見つけたぴょん！　魔界で不穏な動きがあると言ってあったのに、勝手に動き回らないで欲しいぴょん」

　アフラは頬ほおを膨らませて、俺に詰め寄ってくる。

「わ、悪かったって。でも事情があったんだ。書き置きは読んでくれたか？」

　彼女の依頼を放置してクルルの村に向かったのは事実なので、俺は一ひと先まず謝った。

「読んだぴょん。螺旋坑スパイラルへ行くと書いてあってびっくりしたぴょん！　まあ結果オーライなので今回のことは水に流すぴょん」

「結果オーライ？」

　どういうことかと俺は眉まゆを寄せる。

　横で話を聞いているルリたちも興味深そうな表情を浮かべた。ちなみに族長のミロはただ呆ぼう然ぜんとアフラの姿を見つめている。

「今回の異変──その中心がまさにこの螺旋坑だったのだぴょん！　聖火台の炎が消されていたせいで、ここは我が感知できない場所になっていたのだぴょん。けれど汝なんじらが聖火台に火を灯ともしてくれたことによって、異変を知ることができたぴょん」

　アフラはそう言って、自分が今出てきた聖火台の炎を振り返る。

　ここから現れたということは、聖火台の炎はアフラと繋つながっているのだろう。そしてそれが消えるというのは、その場所を見つめる〝目〟が奪われるのと同じ。俺たちは意図せずアフラの目を取り戻したということらしい。

「異変……確かに、螺旋坑の底にある森から魔獣が湧わくようになったみたいだが……それと関係があるのか？」

　ごくりと唾つばを呑のみ込んでから、俺は慎重に問いかけた。

　アフラは真面目まじめな表情で重々しく告げる。

「大ありだぴょん。恐らく今、螺旋坑は魔界と繋がりかけているんだぴょん」
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「──螺旋坑は元々、魔界の軍勢が真炎界アヴイスへ侵攻するために開けた穴だったのだぴょん。そしてその穴から六大悪魔の一柱、暴獣アエーシュマが魔獣を率いて攻め込んできたのだぴょん」

　下層へと通じる村の出口へ向かいながら、俺はアフラの話を聞く。以前エスティから聞いた話と同じだが、暴獣アエーシュマという名は初めて耳にした。

「六大悪魔ってことは……あの魔竜アジ・ダハーカと同格なのか？」

　俺の問いにアフラは頷うなずく。

「その通りだぴょん。暴獣は当時の真炎の騎士が撃退して、穴を塞ふさいだのだぴょん。それによって魔界の生き物はこちらに来ることができなくなったのだぴょん」

　すると黙って話を聞いていたルリが、我慢できなくなった様子で口を開く。

「ねえねえアフラちゃん、それって少しおかしくない？　現に今、魔獣が出てきてるし……穴が塞ふさがっていたのなら魔竜だってこっちに来れなかったはずでしょ？」

　揺れるウサミミを触りたそうにしながらも疑問をぶつけるルリに、アフラは困ったような表情を向けた。

「魔竜が何な故ぜこの真炎界アヴイスに突然〝降ってきた〟のかは未いまだに謎なぞなのだぴょん。ただ、魔獣が現れた理由については推測できるぴょん。きっと魔界との境界が何らかの原因で緩んでいるんだぴょん」

「──それって、かなり深刻な事態ではないんですの？　必要であれば私に〝大天使として〟の仕事を命じてくださいな。アフラ様にはまだ何も償っていませんから……少しぐらい無む茶ちやな注文でも構いませんわ」

　エスティはアフラとは目を合わさぬまま、真剣な口調で告げる。

　そういえばルリやクルルに対してはきちんと謝罪をし、料理も振る舞ったが、アフラに対してはまだ何もしていない。

　エスティなりにそのことを気にしていたようだ。

「小型の魔獣しか現れていないのなら、まだ綻ほころびは少ないぴょん。狼人族ワーウルフの村にある聖火台に火を灯ともしてくれれば、我の力で封印を補強できるぴょん」

　けれどアフラは大丈夫だと首を振り、これからすべきことを言う。

「じゃあクルルの村に着いたらまず聖火台を灯せばいいんだね！　それで魔界のことは解決で、あとはクルルの婚約者とかいう不届き者を懲らしめればハッピーエンド！」

　ルリはぐっと拳こぶしを握って、晴れやかに笑った。

「ルリ、懲らしめるかどうかは事情を聞いてからにしてくれ。魔獣のことが族長の継承やクルルとの結婚に関係してるなら、聖火台に火を点つけるだけで問題は解決できるかもしれないだろ？」

　逸はやるルリを諫いさめて、俺はクルルに視線を向ける。

「なるべく平和的に解決したいから、まずはクルルが仲間に事情を説明して欲しい。もちろんいざとなれば絶対に守るし、無理やり結婚なんてさせないからさ」

「は、はい、分かったのです！　トオヤ様たちのことを信じているから、全然不安はないのです！」

　大きく頷うなずくクルル。

　そこで俺たちは村の出口に到着した。

　アフラは足を止め、俺たちの顔を見回す。

「聖火台が消えた場所では、我は十全に権能を振るえないぴょん。だから我はここで汝なんじらが火を灯してくれるのを待っているぴょん」

「分かった。そういうことなら──」

　アフラの言葉に俺は頷うなずき、ここまで当たり前のように付いてきていた少女の方を見る。

「ココもこの村で待っていてくれ。この先は思っていた以上に危険なことになるかもしれないからな」

　ココはしゅんと残念そうに耳と尻尾しつぽを垂らした。

「……ついてっちゃダメなの？」

　潤んだ瞳で見つめられて心が揺らぐが、彼女のために俺は首を縦に振る。

「ああ、ダメだ」

　きっぱり断言するとココは肩を落とした。

「分かったの。もっと勇者様たちのことを見ていたかったけど、お留守番するの」

　そんなココの姿を見て、ルリがよしよしと彼女の頭を撫なでる。

「何があったかは後でちゃんと話してあげるね。お土産とかも探して来るから！」

「ココちゃん、案内してくれてありがとうなのです！　じゃあいってくるのです！」

　クルルも礼を言い、ココの顔に少し笑みが戻った。

「うん……いってらっしゃいなの」

　手を振るココに俺たちも手を振り返し、門を潜くぐって牛人族ミノスの村を後にする。

　族長のミロは最後まで放心したままだったが、後はアフラに任せよう。恐らく女神が目の前に降り立つというのは、俺たちのような異邦人が考える以上に大事件なのだ。

「……空気が変わりましたわね」

　そのまましばらく螺ら旋せん状の道を下っていくと、エスティが呟つぶやいた。

「何だか尻尾の毛がざわざわするのです……螺旋坑スパイラルの底はもっと緑の匂いが濃くて、落ち着く感じがするはずなのです……おかしいのです」

　クルルもそう言って体を震わせる。

「やっぱりアフラの言う通り、何か異変が起きてるんだろう。霧も出てきたし、足元に気を付けよう。それに魔獣が出てくる可能性もある」

　俺はそう言って注意を促す。

　いつの間にか辺りを薄い霧が覆い、見通しが悪くなっていた。一本道なので逸それる心配はないが、崖がけ下したに落ちてしまう危険はある。

「もう、お兄ちゃん。今からそんなピリピリしてたら疲れちゃうよ？　魔界とか魔獣よりクルルのことが一番なんだから、狼人族ワーウルフの人たちを説得する方法を考えておこうよ」

　ルリは重い雰囲気を吹き飛ばすように明るい声を上げた。

「説得する方法って言ってもな……ルリは何て言うつもりなんだ？」

　あまり殺気立っても狼人族を警戒させるだけかと思い、俺は妹の話題に乗る。

「クルルはあたしの嫁！」

「いやそれ喧けん嘩か売ってるだろ」

「じゃあ──クルルが欲しかったらあたしを倒してみろ、とか？」

「その瞬間に戦闘開始じゃないか。ちゃんと説得しろって」

　ジト目で俺がツッコむと、ルリは頬ほおを膨らませる。

「もー、そんなこと言うならお兄ちゃんの案を聞かせてよ」

「そうだな……事情をまず聞くのがいいと思うが、それで揉もめるようならこれまでみたいに族長の試練に挑むのもありかもしれない」

　試練を経て狼人族ワーウルフに認められれば話がしやすくなるだろうと思い、俺はそう提案した。

「あ、それいいかも！　ねえねえクルル、狼人族の族長を決める試練ってどんなの？」

　ルリが話を振ると、クルルは苦笑を浮かべて答える。

「えっと……狼人族は〝強さ〟を重視する一族なので、族長の試練は一対一の決闘で勝ち上がって最強を決めるというものなのです」

「……めちゃくちゃバトル展開だね」

　ルリも苦笑いして肩を落とした。

「ですがルールのある試合で決着がつくのであれば、それもまた平和的な解決かもしれませんわよ。いかに屈強な狼人族でも、私たちより強い者がいるとは思いませんし」

　話を聞いていたエスティは前向きな発言をする。

「クルルも狼人族の中で一番強い自信はあるのです！　クルルが族長候補さんを倒してしまえば、誰も無理やり結婚させたりはしないはずです。魔獣だって魔竜に比べたら全然怖くないのです！」

　ぐっと拳こぶしを固めて言うクルルを見て、心配なさそうだと俺は笑った。

「それもそうだな。何だか身構える必要もない気がしてきたよ」

　どれだけ話がもつれたところで、聖火台に火を灯ともしてアフラを呼べば、狼人族も話を聞く気になるだろう。

　ルリの言う通りピリピリして神経をすり減らす必要はなさそうだった。今はとりあえず道を踏み外さないように気を付けるだけでいい。何かが近づけばクルルの鼻で分かるはずだ。

　そうして俺たちは普通に雑談しながら螺旋坑スパイラルを下っていく。

　頭上も霧で覆われて空の青さが見えなくなった。まだ日没には時間があるはずだが、辺りは薄暗い。

　時折、遠くから獣の声が聞こえてくるが、こちらへ近づいてくる様子はない。

　そのまま何も起こらず数時間。

　俺たちはついに螺旋坑の底へ辿たどり着いた。

「ホントに密林って感じだな……」

　鬱うつ蒼そうとしたジャングルを眺めて俺は言う。霧が出ているせいで見通しが悪く、中へ入れば一瞬で方向感覚を失ってしまいそうだ。

「この中に狼人族ワーウルフの村はあるのです。ちゃんと道があるので迷う心配はないのですよ」

　クルルは少し弾んだ声で言い、俺たちを先導する。

　様相は変わっていても、久々の故郷にテンションが上がっているようだ。

　霧で分かりづらかったが、密集した木々のわずかな隙すき間まを縫うような細い道がずっと奥まで続いている。

「お兄ちゃん、もしクルルのご両親が出てきたら〝娘さんをください〟って一緒に言おうね！」

　気合の入った表情でルリは俺にそんなことを要請した。

「どうして一緒になんだ？」

「だってあたしが〝クルルは嫁〟って言っても、真剣に受け取ってもらえないかもしれないし。ここはお兄ちゃんに頑張ってもらえないかなーって」

「……まあクルルのためなら別に構わないが、ルリはそれでいいのか？」

　俺が問いかけるとルリはきょとんとこちらを見返してくる。

「いいって何が？」

「前も俺がクルルをモフるのはいいって言ってたけど、嫁宣言もオーケーなのか？　というか〝クルルはあたしの嫁〟っていうのは、俺と結婚したいって話と矛盾しないのかよ？」

　疑問を一気にぶつけると、ルリはにやりと笑った。

「あ、もしかしてお兄ちゃん……クルルに妬やいてる？」

「ち、違うって」

　思わぬ指摘を受け、俺はすぐさま否定する。けれどルリはにやにやしたまま俺の腕に抱きついてきた。

「えへへー、心配しなくても大丈夫だよ。あたしはお兄ちゃんのお嫁さんだから！　それでクルルとエスティはあたしの嫁！　だからもう皆、家族みたいなものだよ！」

　とんでもないことをさらりと宣言したルリに、エスティが後ろからツッコむ。

「いつの間にか私が巻きこまれていますわ！　私は結婚した覚えはありませんわよ！　ま、まあ……家族と言ってもらえたのは、嬉うれしくなくもありませんが……」

　もじもじしながら複雑な表情を浮かべるエスティに、俺は同情の眼まな差ざしを向けた。

「エスティ、諦あきらめよう。ルリはこういうやつなんだよ」

　そう言いながら思い出す。

　カオティック・フレイムを一緒にプレイしていた時も、ルリは気に入った獣人のＮＰＣを嫁だと宣言していた。ゲーム内での結婚式にもそうしたＮＰＣを招待していた記憶がある。

「なあ……ルリは〝カオティック・フレイムでの嫁〟に会えなくなったことは寂しくないのか？」

　ふとそれが気になって問いかけてみる。

　カオティック・フレイムにログインできなくなったルリは、俺だけでなくそうしたＮＰＣとの関係も強制的に断ち切られたことを今さらながらに理解した。

　ルリはちょっと驚いた顔をした後、俺から離れて苦笑いを浮かべる。

「ＮＰＣの子たちに会えなくなったのは、もちろん寂しかったよ。でもそれはあたしの問題だから。ＮＰＣの方はあたしが会いにいかなくても寂しがったりしないでしょ？　だからまだよかったなって……今もゲームの中で元気にしてくれていたら、あたしはそれだけで十分だよ」

　強がるように笑うルリを見て、俺は余計な質問をしてしまったなと後悔した。

「──だな。悪かった。もう心の整理がついたことを蒸し返したりしてさ」

「ううん、いいよ。今のあたしにはクルルやエスティがいるもん。もちろんお兄ちゃんもね！」

　そう言って再び体を寄せてくるルリ。

　そんな彼女を見て、エスティが肩を竦すくめる。

「エヌピーシーというものはよく分かりませんが、ルリが盛大に惚気のろけているのは伝わってきましたわ」

　照れ臭くさそうにはにかむエスティだったが、その隣でクルルがおずおずと口を開いた。

「あのールリ様……とても言い出しにくかったのですが」

「どうしたの？」

　ルリが促すと、クルルは頬ほおを掻かきながら言う。

「クルルをお嫁さんにしてくれるのはとても嬉うれしいのです。でも両親に挨あい拶さつはできないのですよ。クルルのお父さんとお母さんは、クルルが小さい頃に病気で亡くなっているのです」

「あっ……そ、そうだったの!?　ご、ごめんねクルル」

　ルリは焦った様子で謝った。

「こちらこそちゃんと言ってなくてごめんなさいなのです。本当に小さな頃のことなのでクルルは気にしてないのです。ココちゃんと同じような感じなのです」

　ココも両親を早くに亡くして族長の家で育ったと言っていたのを思い出す。恐らくあの時、クルルはココに強く共感していたのだろう。

「だからクルルは、ココちゃんが外の世界に憧あこがれる気持ちがよく分かったのです。他の人より村の中でのしがらみが少ないから、螺旋坑スパイラルの外へ目を向けて、そのまま飛び出してしまえたと思うのです」

　懐かしむようにクルルは語った。

「じゃあココちゃんもそのうち村を出ていくのかな？　そしたらあたしたちの村に来てくれないかなー」

　手をわきわきと動かしながらルリは言う。ココのモフモフの尻尾しつぽを思い出しているに違いない。

「ルリ、螺旋坑スパイラルを出るのは獣人にとって大きな決断なのですから、決して唆そそのかしたりしてはいけませんわよ？」

　そこでしっかりと釘くぎを刺すエスティ。

「わ、分かってるよ。いくらモフッポが名な残ごり惜しくても、そこはしっかり自制するもん」

　ルリは自分に言い聞かせるように頷うなずいた。

「でも──もしココちゃんが自分で螺旋坑を出ることがあったら、あたしたちの村が助けになるといいなー。人間の村だと獣人は普通に暮らせないし」

　その呟つぶやきを聞いて俺はハッとする。

「もしかして、ルリはそのためにあの廃村を再建することにしたのか？」

「あ……とうとうバレちゃった？　何だか照れ臭くさいから、お兄ちゃんには秘密にしてたのに……」

　気恥ずかしそうにルリは頬ほおを掻かいた。

「俺はてっきり、ルリは自分のためにケモミミとエルミミのパラダイスを作ろうとしてるのかと」

「えーっ！　お兄ちゃんひどーい！」

「いや、悪かったって。誤解してた」

　俺は慌てて謝る。

「もう、お兄ちゃんはあたしを何だと思ってるの？　ケモミミとエルミミのパラダイスなんて……パラダイス、なんて……ま、まあでも、結果的にはそうなるかもしれないよね……ふ、ふふふ……」

「ルリ、口元がにやけてるぞ」

　俺は呆あきれながら言う。

「はっ!?　し、しまった……でもでもあたしは真剣だからね！　人間と獣人、それにエルフが一緒に仲良く暮らせるんだって他の村の人たちに見せつけて、この世界を変えていくんだから！」

「……壮大な目標だな」

「うん、でもやり遂げるもん」

　そう断言するルリを見て、俺は笑った。

「……ああ、ルリならきっとできるよ」

　適当な相あい槌づちではなく、心の底からの言葉を口にする。

　確かにこれは勇者にしかできない仕事だ。

　時間はかかるかもしれないが、ルリの試みは世界を変えていくだろう。

　──すごいな、ルリは。

　感心しながらルリの横顔を眺めていると、クルルの声が耳に届いた。

「あっ！　村の入り口が見えてきたのです！」

　前に向き直ると、先を歩くクルルが行く手を指差している。

　曲がりくねっていた道が真まっ直すぐになったことで見通しがよくなり、霧の向こうに門のようなものが薄うつすらと見えていた。

「──さすがにここからは静かにした方がよさそうですわね」

　表情を引き締めてエスティが周囲を警戒する。

「牛人族ミノスの村には狼人族ワーウルフの伝令役がいた。あいつが村に戻っているなら、俺たちが来ることはもう伝わってるはずだ」

　俺も浮ついてきた気持ちを落ち着けて、村の入り口を見つめた。

　今のところ人の気配はない。森の中から聞こえていた獣の声も途切れ、辺りは異様な静けさに包まれている。

「あたしの弱点を知っていた人だよね？　一体何者なんだろ……」

　ルリは少し不安そうに呟つぶやいた。

「それも直接話せば分かるさ。ただ……またルリの弱点を突いてきたら厄介だな」

　俺の言葉にルリは顔を顰しかめる。

「ピーマンとかカエルとかはもうヤダー。でも来るかもって分かってたら、さっきみたいに慌てたりはしないよ。他に弱点はないし大丈夫」

　そう言いながらもルリは不安そうにきょろきょろと周囲を見回した。

　きっと何かが起こる──そんな予感を抱きながらも、俺たちは村の門まで何事もなく辿たどり着く。

　獣の侵入を防ぐためか、村の周囲は高い木の柵さくで囲われており、門もしっかりと閉じることができる構造のようだ。だが今は開きっぱなしで門番もいない。

　村の中にも動く者はなく、しんと静まり返っている。

「変なのです……静か過ぎるのです。それに何だか匂いが薄くて……まるでしばらく誰もいなかったような……」

　戸惑った様子でクルルは村の中を見回す。

「誰もいなかったって……他にもこの村のような場所がありますの？」

　エスティの問いかけにクルルは首を横に振った。

「螺旋坑スパイラルの底にある狼人族の集落はここだけなのです。少なくともクルルがいたときは、そうだったのです」

「では村人はどこへ──いえ、この場合は村人を探すよりも先に聖火台を点火してしまう方がいいかもしれませんわ」

　エスティがそう提案するとクルルが村の奥を指差す。

「聖火台はこの先にある広場なのです」

　狐人族フオクシーや牛人族ミノスの村でもそうだったが、聖火台は村の広場に設置するのがスタンダードのようだ。

　俺たちは誰もいない村の中を通って、広場に向かう。

　けれど広場が見えてきた時点で異変に気付いた。

「あれ？　ない──よな」

　俺は目を凝らして聖火台を探しながら言う。

　円形の広場には聖火台らしきものは見当たらない。

「クルル、本当にここなの？」

　ルリの問いにクルルは頷うなずいた。

「はい……そのはずなのです」

「どこかに移動させたのかもしれませんわね。村人探しも兼ねて、見回ってみましょうか」

　エスティがそう提案した時、微かすかな足音が耳に届いた。

「っ!?」

　俺たちは一斉にそちらを向いて身構える。

　霧に霞かすむ道の先からゆらりと現れたのは、フードを目深に被かぶった小柄な人物。ローブで全身を覆っているので、性別も分からない。

「間違いない、牛人族の村にいた伝令役だ」

　俺は皆に聞こえるように言う。

　するとクルルが一歩前に出てクンクンと鼻を鳴らした。

「獣人の匂い……でも何かちょっと違うものが混じってるような気がするのです」

「何だか嫌な気配がしますわ」

　エスティは顔を顰しかめ、油断なく伝令役を睨にらむ。

「あなた──何者なの？　他の村人はどこに行ったの？」

　緊張した声でルリが問いかけると、伝令役は十メートルほどの距離を挟んで立ち止まった。

「──私は狼人族ワーウルフの次期族長候補となったアスモという者です。クルル様、お待ちしていましたよ。さっそく婚姻の儀式を始めましょう。村人たちはもう〝祭壇〟に集まっています」

　そう言って族長候補のアスモはこちらに手を差し出す。

「さ、祭壇？　そんな場所、クルルは知らないのです。それに……あなたの匂いにも覚えがないのです。村の狼人族ワーウルフではないのですか？」

「私は族長の試練に勝利し、正式に族長となる資格を得た狼人族ですよ。螺旋坑スパイラルの底には、狼人族が守ってきた〝封印の祭壇〟があるのです。そこで儀式を行えば螺旋坑の異変も収まります。さあ、村を救うためにも早く」

　アスモは〝村の狼人族か〟という問いには答えず、再び手招きしてクルルを促すが、そこで黙っているルリではない。

「ちょっと勝手なことを言わないで！　クルルはあたしのなの！　どんな事情があっても勝手に結婚なんかさせないって言うために、あたしたちはここまで来たんだから！　それに螺旋坑の異変なら、聖火台に火を灯ともすだけで解決できるんだよ」

　クルルの前に立って両手を広げ、ルリはアスモに告げた。

　するとアスモは肩を揺らして笑う。

「ふふ──あなたは本当に変わりませんね」

「え……？」

　まるで自分のことをよく知っているかのような台詞せりふを聞いて、ルリは眉まゆを寄せた。

「まだお気付きでないのですか？　あなたはあんなにも私を愛してくれたというのに」

　からかうような口調で言うアスモ。

「あ、愛？　ちょ、ちょっと適当なこと言わないでよ！　お、お兄ちゃん誤解しないでね？　あたしはずっとお兄ちゃん一筋だもん」

　アスモの言葉に動揺したルリは俺にそんな言い訳をする。

　そんなルリを見て、アスモはわざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

「はあ……酷ひどいですね。何度も私のことを大好きだと言ってくれたじゃないですか」

「だから嘘うそ吐かないで！」

「──この顔を見ても、同じことが言えますか？」

　そう言ってアスモは深々と被かぶっていたフードを取る。

　その下から現れたのはピンク色の髪と、ぴょこんと生えた獣耳。だがその耳の形はクルルとは違い、猫を連想する形だ。そしてその整った〝少女の顔〟を見て、俺は息を呑のむ。

「な──」

　絶句する俺の横でエスティが訝いぶかし気げに呟つぶやく。

「女性……ですの？　クルルと結婚すると言っていたのでてっきり男性とばかり……」

　だが俺が驚いているのはその部分に関してではない。それはきっとルリも同じだろう。

「ニャーミ……ちゃん？」

　ぽつりとルリが懐かしい名前を口にする。

　それはカオティック・フレイムというゲームの中で、ルリが入れ込んでいたＮＰＣの名前だった。












「はい──お久しぶりだにゃ、ルリ様」

　話し方を変え、にこりと微笑ほほえむアスモ。

「うそ……本当にニャーミちゃんなの？　ここは真炎界アヴイスなのに、どうして……」

　信じられないという様子で呟つぶやいたルリは、ふらふらとアスモの方へ近づいていく。

「確かめてみるにゃ？　今はアスモと名乗ってるけど、私は正真正銘ルリ様の知っているニャーミだにゃ」

　アスモは両手を広げてルリを誘う。

　その口元に浮かぶ笑みにぞくりとする妖あやしさを感じて、俺は叫んだ。

「ダメだルリ！　真炎界にカオティック・フレイムのＮＰＣがいるわけない！　きっと罠わな──狐人族フオクシーが使っていたような幻術だ！」

「で、でも……」

　ルリは一いつ旦たん足を止めたが、迷うように俺とアスモを交互に見る。

　妹の動揺は手に取るように分かった。何しろニャーミは少し前に話題に出た〝カオティック・フレイムでの嫁〟なのだから。

　要するにルリにとってはいきなり元カノが登場したようなもの。幻術かもしれないと分かっていても平常心でいられるはずもない。

「アフラ・マナフ」

　俺は小さな声でステータス看破の〝女神の目〟を使用するが、何な故ぜかノイズがかかって見通せない。

　──魔竜の時と同じだ。

　魔竜アジ・ダハーカのステータスも〝女神の目〟で確認できなかったのを思い出す。

　本当の名前やレベルは判別不能。

　けれどステータス看破ができなかったこと自体が、奴やつが普通の獣人ではない証拠だ。

「幻術なんかじゃないにゃ。ルリ様が話してくれた色んなことを知ってるのがその証拠だにゃ。牛人族ミノスに教えたルリ様の弱点は合っていたはずにゃ」

　アスモは俺の言葉を否定し、小さく肩を竦すくめた。

「ルリ様の好きな食べ物だって言えるにゃ。オムライスと抹茶アイスだにゃ。授業中はノートの端に尻尾しつぽがゆれるパラパラ漫画を描いたりするのが好きなのだにゃ」

「っ……」

　より詳しいルリの情報を口にしたアスモを見て、ルリは再び彼女に近づく。

「やっぱり……ニャーミちゃんだ」

「ルリ！」

　嫌な予感がして、俺はルリを引き戻すために前へ出た。

　けれどそこでアスモは口の端を歪ゆがめる。

「──もうこれぐらい近づいてくれれば十分だにゃ」

　その瞬間、足元から眩まばゆい光が溢あふれた。

　見れば広場の中央に大きな魔法陣が展開していて、俺とルリはその上に踏み込んでしまっている。

「くそっ──」

　反射的に体を丸めたのと同時に一ひと際きわ強い光が瞬き──唐突に俺の視界は闇に閉ざされた。
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　──気を失ったわけではない。

　目の前が真っ暗になったのは〝明かりが何もない場所〟に放ほうり出されたからだ。

「きゃっ!?　いったーい……もう、ここどこー？　お兄ちゃーん！」

　すぐ傍そばからルリの声が聞こえてきて、俺は答える。

「ここにいるぞ」

　お互いの声は、高く反響していた。俺たちはどうやら狭い空間にいるらしい。

　床は少しぬめり気がある岩。微かすかに風を感じるので、密閉された場所ではないようだ。

「あ、よかった！　お兄ちゃん、そこを動かないでね。えーっと……あ、触れた。うん……間違いなくお兄ちゃんだー！」

　暗闇の中で抱きついてきたルリは、嬉うれしそうに頬ほおずりをしてきた。

　ぷにぷにとしたルリの柔らかな頬の感触に心拍数が上がるが、俺は努めて冷静な声で答える。

「さっきのは転移用の魔法陣だったみたいだな。俺たちを分断するために、どこかへ飛ばしたんだろう。クルルとエスティが無事だといいんだが……」

「そ、そうだね、早く戻らないと！　とりあえず明かりを点つけるね。勇ましき者の道を照らせ──灯火トーチ」

　ルリが早口で呪じゆ文もんを唱えると、淡い光の玉が頭上に現れ、辺りを照らした。

「……洞どう窟くつの中って感じだな」

　俺は周囲を見回した感想を述べる。

　そこはギリギリ立って歩ける高さの穴の中。どこかに繋つながっているようだが、前後どちらに進んでいいのかも分からない。壁からはちょろちょろと水が流れ出ていて、このせいで床が湿っていたらしい。見れば床には先ほど見た魔法陣と同じものが刻まれていた。

「一方通行か……呪文が分からないと起動しないタイプかもな」

　魔法陣に触れてみても反応はない。

「いったいどこに飛ばされたんだろ……螺旋坑スパイラルの外だったら、戻るのにまた何日もかかっちゃうかも」

　ルリが不安そうに呟つぶやくが、俺は少し考えて首を横に振った。

「いや──さっきの場所からそれほど遠くじゃないはずだ。アスモは最初、クルルを魔法陣の上へおびき寄せようとしていた。恐らくクルルをここへ転移させて俺たちから引き離した後、回収に来るつもりだったんだろう。だからたぶん螺旋坑スパイラルのどこかだとは思う」

　クルルの回収を目的とした転移魔法じゃなければ、もっとヤバい場所に送られていたはずだ。

「アスモ……ううん、ニャーミちゃんは何でそんなことを……」

　カオティック・フレイムで懇意にしていたＮＰＣの名前を呟つぶやくルリ。

「それは分からない。でもアスモは間違いなくクルルを狙ねらっていて、意図的に俺たちの分断をはかった。ルリには辛つらいかもしれないが、アスモは敵だと考えた方がいい」

「うん……そう、だね。今はクルルのことを考えないと！　エスティがきっと頑張ってくれてるから、あたしたちも急いで合流しよう！」

　ルリは迷いを振り払うようにパンと自分の頬ほおを叩たたき、天井を気にしながら立ちあがる。

「とりあえず風が吹いてくる方向に向かおう。水もそっちに向かって流れてる。人が通れる広さかは分からないが、外には通じているはずだ」

　俺も立ちあがって光の届かない洞どう窟くつの先を指差した。

「よーし、れっつごー！　いざとなったら壁を吹き飛ばしてでも前進だよ！」

「いや、洞窟が崩落するかもしれないからやめてくれ」

　過激な妹を嗜たしなめつつ、俺は前進を開始する。

　狭い空間に俺たちの足音と呼吸音が反響した。

「なあ、ルリ」

「何ー？　手、繋つなぐ？」

　歩きながら話しかけると、ルリがこちらに手を差し出してくる。

「……転ぶと危ないから両手は空けておこう」

「はーい」

「それよりさ、ルリはアスモ──ニャーミに関して、何か思い当たることはないか？」

　今のうちに考えられることは考えておこうと、俺はルリに問いかけた。

「思い当たること？」

「アスモが本当にＮＰＣのニャーミだとしても、それが特にルリと親しい相手だったのは偶然だと思えない。きっと何か理由がある気がするんだよ」

「理由……」

　ルリはそう呟いてしばらく考え込む。

「──あ」

「何かあったか？」

　ルリが何か思い当たったような声を出したので、俺は期待を込めて訊たずねた。

「えっとね……あたしたちさ、カオティック・フレイムで魔竜を倒したでしょ？」

「ああ」

　俺は頷うなずく。

　ルリを救うために俺は神話魔法の発動を妨害し、真炎界アヴイスで魔竜を倒す手段は失われた。だから俺はアフラに魔竜をカオティック・フレイムへと転送してもらい、ゲーム内のチート武器を用いて魔竜を討伐したのだ。

「あの後、あたしは自動的に真炎界に引き戻されたんだけど……その途中、ぐにゃぐにゃした変な空間を通ったの。そこだとまだゲームのウィンドウが開けたから、あたし……ニャーミちゃんにお別れのメールを送ったんだよ」

　苦笑しながらルリは話を続ける。

「ＮＰＣはあたしたちプレイヤーのことを覚えてくれて、好感度が上がったら友達みたいな反応をしてくれるけど……決められたこと以外はできないし、〝中身〟がないっていうのは知ってるよ。だからお別れのメールも自己満足。送ってすぐにウインドウが消えちゃったから、届いたかどうかも分かんない」

　俺はルリの話を聞いて、口元に手を当てた。

「メール、か……」

「お兄ちゃんはそれが関係あると思う？」

　不安そうなルリに俺は曖あい昧まいな表情を返す。

「俺が最初に真炎界へ行くことになった切っ掛けも、ルリからのメールだったなと思ってさ。二度目に肉体ごとこっちへ来た時も、ルリのアカウントからのメールに添付されてた魔法陣での転移だった。ルリがメールを送ったことで、ニャーミと真炎界の間に繋つながりができた可能性はあるかもしれない」

　自信はなかったが思いついたことを俺は口にした。

「じゃあじゃあ、もしかしてニャーミちゃんはあたしを追いかけてきてくれたってこと!?」

　勢い込んでルリは俺に詰め寄ってくる。

　しかし俺は首を横に振った。

「さっきの様子を見る限り、そんな感じじゃなかっただろ。それにルリが自分で言ってたように、ＮＰＣには中身がない。たとえルリのメールが届いていても、ニャーミは何も思わなかったはずだ」

「で、でも、さっきのニャーミちゃんは……」

　何か言いたげにルリは俺を見る。

「──そうだな。〝中身〟があるように見えた。何か目的があって、そのためにクルルを必要としているみたいだった」

「なら──」

「だから、違う」

　俺はルリの言葉を遮って告げた。

「え……？」

「外側がＮＰＣのニャーミで、ルリとの会話記録を持っていたとしても、得体の知れない中身が入っている。つまりニャーミの皮を被かぶった別人……それがアスモなんだと思う」

　強い口調で自分の考えを述べると、ルリは何かを堪こらえるように唇を噛かむ。

「ニャーミちゃんは乗っ取られちゃったってこと？」

「そもそも中身がないんだから、入り込まれたって言うべきかもな」

　冷たい言い方だと自覚しつつも、ルリがアスモとの戦いで迷わないように俺はより実態に近そうな表現を選んだ。

「…………せない」

「ルリ？」

　彼女が低い声で何かを呟つぶやいたのを聞き、俺は眉まゆを寄せる。

「許せない!!」

　二度目の声は高く洞どう窟くつに響き渡った。

「ニャーミちゃんの体を勝手に使うなんて、絶対に許せないよ！　あたしが絶対に懲らしめてやるんだから！」

　拳こぶしを固めて宣言したルリは、歩調を速めて洞窟の中を進んでいく。

　とりあえずルリがアスモに対する戦意を持ってくれたことに安あん堵どして、俺も早足で後を追った。

　だがしばらく進んだところで、俺たちの前に分かれ道が現れる。

「どっちからも風は吹いてるな」

「じゃあどっちでも大丈夫ってことじゃない？」

　俺の言葉を聞いたルリは楽観的な意見を述べた。

「まあ進むしかないし、右に行ってみるか」

　迷っていても時間の無駄だと俺は右の道を選ぶ。

　けれどその先にもまた分かれ道。しかも今度は三つだ。

「……また右にしよう」

　とにかく迷わないように、右手を壁につけながら一番右の道を進む。けれど道は段々と細くなり、ついには人が通れない狭さになってしまう。

「風は感じるけど無理っぽいな。引き返して他の道を行こう」

「爆破して無理やり進んでもいいんじゃ──」

「それは最終手段だ」

　俺はルリに釘くぎを刺し、次は三又の真ん中の道を選んでみる。

　今度は穴が狭くなることはなかったが、その先にあったのはまたまた三又の分岐路。

「どうしよお兄ちゃん……」

「総当たりで行くしかないだろ……脱出するにはかなり手間取りそうだな」

　俺が溜ため息いきを吐ついた時、ズゥゥゥゥン──微かすかな振動が伝わってきた。

「じ、地震？」

　ルリは驚いた様子で上を見上げる。

「──いや、ここがさっきの場所の近くならたぶん戦闘音だ。クルルやエスティが戦ってるんだろう。しかもかなり激しい戦いみたいだな」

「じゃ、じゃあ急がないと！　ああもう、こんなところでウロウロしてる場合じゃないのにー！」

　ルリは悔しそうに地団駄を踏んだ。

「────」

　その時、どこかから声のようなものが聞こえた気がした。

「ルリ、静かに」

「え？　う、うん」

　ルリは手で自分の口を塞ふさぐ。

「────！」

　すると今度は確かに誰かが叫んでいるような声が耳に届いた。

「どっちから聞こえた？」

　俺が問いかけると、ルリは左の道を指差す。

「たぶんそっち。敵かな？」

「分からないが、誰かがいるならそっちが出口に通じている可能性が高い。気を付けて近づこう」

　俺は慎重な足取りで左の道に入った。ルリも俺の後に続く。

　装備が音を立てるので気配を殺すことはできない。相手も誰かが近づいてきているのは気付いているはずだ。

　緩やかにカーブした洞どう窟くつを進むと、前方に蒼あお白じろい光が出現した。

　外の明かりかと思ったが、違う。

　空中に浮かびゆらゆらと漂う様は、まるで人ひと魂だまのようだ。

「も、もしかして幽霊？」

　ルリが震える声で俺の背中にしがみついてくる。

「い、異世界でこれだけ冒険しておいて今さら幽霊を怖がるなよ」

「確かにアンデッド系のモンスターと戦ったことはあるけど、幽霊は別腹だもん」

　俺の言葉にルリは早口で言い返した。

「それを言うなら別口だろ。ルリは幽霊を食べるのかよ」

　平常心を保つために、俺は冷静なツッコみを入れる。

「た、食べるって──お兄ちゃん、怖いことを言わないで！」

「いや、ルリが別腹とか言ったんだろ」

「むー、お兄ちゃんの意地悪。揚げ足取りー」

「ちょっ……何で俺の太ももを掴つかむんだよ。歩きにくいだろ？」

　俺が文句を言うと、ルリは得意げな笑みを浮かべた。

「ふふ、リアル揚げ足取りだよ」

「全然面白くないし、そんなことをしてる場合じゃないだろ！」

　くだらない言い合いをしているうちに蒼あお白じろい光との距離は縮まり、何者かの声が洞どう窟くつ内に反響する。

「勇者様─！　そこにいるのー？」

「あれ？　この声って……」

　ルリがハッとした様子で顔を上げる。

「ココ……なのか？」

　驚きながら俺は光の方へ呼びかけた。

　すると軽快な足音を響かせて、狐人族フオクシーの少女が俺たちの前に現れる。彼女の手には火が灯ともったランタンが揺れていた。勇者以外に火の魔法は使えないので、あの炎は聖火台から移したものに違いない。

「やっと見つけたのー！　無事でよかったの！」

　ココは嬉うれしそうにモフモフした尻尾しつぽを揺らし、再会を喜んだ。

　けれど俺とルリは喜びよりも戸惑いの方が大きい。

「どうしてココがここにいるんだ？」

「そうだよ、牛人族ミノスの村に残ったはずだよね？」

　俺たちに質問されたココは少しバツが悪そうな様子で頬ほおを掻かく。

「あ、あの……実はね、やっぱりどうしても勇者様たちの活躍を見たかったから、こっそり後をつけてきたの」

　上目遣いでこちらの反応を窺うかがいながら、ココは話を続けた。

「そしたら二人が突然消えちゃって……戦いが始まって……このままだとクルル様とエスティお姉ちゃんが危ないって思ったけど、わたしじゃ何もできないから……勇者様たちを探そうって……」

「そうだったんだ……でもよくあたしたちの居場所が分かったね。やっぱり匂いを辿たどってきたの？」

　感心した様子で言うルリを見て、ココはホッとした表情を浮かべる。俺たちが怒らないか心配だったのだろう。

「洞どう窟くつに入ってからは匂いで分かったの。でもそこまでは空魔法の占いで探したの。方向とかだけなら結構当たるの」

「……どこにいるのかも分からないクルルを見つけ出しただけのことはあるな。おかげで助かった。出口まで案内してくれるか？」

　俺は感心しながら言う。嗅きゆう覚かくだけなら狼人族ワーウルフの方が優れていそうな印象だが、ココは空魔法も組み合わせて探す場所を絞り込んでいたに違いない。

「はいなの。目印を置いて来たからばっちり案内できるの」

　駆け出したココに続いて、俺とルリは出口を目指す。

　途中いくつも分岐路があったが、ココが来た方向には分かりやすく大きな石が置かれていた。

　それを辿たどり進んでいくと、轟ごう々ごうと響く水音が聞こえてくる。

「ここが出口なの！」

　ココが案内した洞窟の出口は滝の裏側にあった。

　流れ落ちる水越しでも外の光が眩まぶしい。だが中にいた間にだいぶ日は傾き、光は黄色みを帯びている。

「やっと出れたー！」

　ルリは歓声を上げながら、濡ぬれた岩の上を歩いて滝の横から外に出た。

　そこは岸壁の亀き裂れつから流れ落ちた水が滝となっている場所で、川の先には密林が広がっている。

「これって最下層の森だよな」

　俺がそう呟つぶやくと、ココは頷うなずいた。

「そうなの。狼人族の村はあっちなの！」

　彼女が指差した瞬間、その先で大きな土煙が上がる。

　ドォォォォン──……。

　続いて轟ごう音おん。

　洞窟の中で聞いたのはあの音だったらしい。

　そして濛もう々もうと立ち昇る土煙の中から、白い翼を広げた人影が飛び出てきた。

「わあ！　天使様なの！」

「エスティ！」

　ココとルリが声を上げたが、距離があまりに離れ過ぎている。

　エスティはそのまま勢いよく降下し、再び見えなくなってしまった。

「まだ戦いは続いてる──急ごう」

　俺はルリの背中を軽く叩たたくと、彼女は深く頷うなずく。

「うん！　ココちゃんは──」

「私も行くの！　邪魔にならないように、危なそうだったら隠れるの！」

　決意の籠こもった表情を見て、ルリは笑う。

「うん、分かった。でも離れてたらいざという時に守れないし、ずっとあたしの傍そばにいてね」

「っ！　了解なの！」

　嬉うれしそうに頷くココ。

　そうして俺たちは密林の中にある細い道を通り、狼人族ワーウルフの集落を目指す。

　けれど戦いの音がすぐ傍まで近づいた時、俺たちの前に高い壁が現れた。

　一瞬、村を囲む木の柵さくかと思ったが、その表面には黒い体毛が生えている。

「これって……もしかして、魔獣？」

　ルリが息を呑のんで呟つぶやいた。

「前に倒したのとはケタ違いの大きさだが……間違いないな」

　俺は少し後ろに下がって全体を見渡し、ルリの言葉を肯定する。

　それは横向きに倒れ伏す魔獣の死し骸がい。その体には幾本もの、岩の大剣が突き立っていた。

「あの剣はエスティの魔法だよ！　エスティはアスモだけじゃなくて、魔獣とも戦ってるんだ……」

　真剣な表情になったルリは、剣を抜き──叫ぶ。

「我が敵を灼やけ──蒼炎の刃ウイスタリア！」

　蒼あおい炎に包まれた剣を振り下ろすと、行く手を塞ふさいでいた魔獣の巨体は両断され、道が拓ひらけた。

　焼け焦げた魔獣の体の間を通り抜けると、そこはもう集落の中。

　視界に空を飛び回るエスティの姿と、彼女を狙ねらう幾体もの巨大な獣が映る。

　天高く昇ったエスティが杖つえを振りかざすと、岩でできた巨剣が降り注ぎ、地上の魔獣を貫いた。

　だが翼を持つ魔獣は巨剣の雨をかいくぐり、エスティに迫る。

　それを見た俺は、剣先をその魔獣に向けて叫んだ。

「我が敵を薙なげ──火レ閃イ！」

　放たれた熱線は魔獣の翼を焼き、その隙すきにエスティは巨剣の一振りで魔獣を撃ち抜く。

　そして周囲の魔獣が沈黙したのを確かめて、こちらへ飛んできた。

「ルリ！　それにあなたも──無事でよかったですわ！」

　大天使アールマティの姿になったエスティは安あん堵どの色を表情に浮かべ、俺たちの前に舞い降りる。

「うん、ココちゃんが助けてくれたの！　それよりクルルは？　見当たらないみたいだけど──」

　辺りを見回してルリが問いかけると、エスティは顔を曇らせた。

「……すみません。クルルはアスモに捕まり、連れ去られてしまいましたわ。助け出そうとしたのですが、大量の魔獣が一斉に襲ってきて……」

　悔しげに事情を説明するエスティを、ルリはそっと抱きしめる。

「一人で頑張ってくれたんだね。ありがとう、エスティ。大丈夫、これから皆でクルルを取り戻せばいいんだから」

「ですが、どこに連れて行かれたのか──アスモが口にしていた〝祭壇〟の場所も、私には見当がつきませんわ」

　ルリの言葉に少しだけ体から力を抜きながらも、エスティは硬い声で言う。

「それならココちゃんの出番だね！　お願いしてもいい？」

　エスティから離れたルリは、ココの方を振り返った。

「もちろんなの！　ちょっと待っててなの！」

　ココは頷うなずき、落ちていた木の棒で地面に円を描く。そしてその真ん中に棒を立て、手を翳かざした。

「求めし者の在あり処かを示せ──空占テール」

　ココが厳かな口調で呪じゆ文もんを唱えるとそよ風が吹き、棒がパタンと倒れる。

　それを見たココは、棒が倒れた方向を自信満々で指差した。

「あっちなの！」

「ほ、本当に大丈夫ですの？」

　エスティは不安そうな表情を浮かべたが、ルリは笑って頷く。

「洞どう窟くつの奥にいたあたしたちを見つけたんだから大丈夫だよ！」

「……ココを信じよう」

　俺は魔法のビジュアルに多少の不安を感じていたが、ここは彼女を信じるしかないとエスティに訴えた。

「分かりましたわ──では私は先に空から怪しい場所がないか見ておきますわ」

　頷いたエスティは、白い翼をはばたかせて空に舞い上がる。

「エスティお姉ちゃんは天使様だったの……すごいの。あ、私たちも急ぐの！」

　エスティの姿を見上げていたココは我に返り、棒が倒れた方向へ走り出した。俺とルリは彼女の後を追う。

　魔獣との戦いでなぎ倒された柵さくを乗り越え、道なき道を強引に進んだ。

　方向からすると螺旋坑スパイラルのちょうど中央へと向かっているらしい。

「クルルお姉ちゃんの匂いがするの！　やっぱりこっちで合ってたの！」

　先を行くココが声を上げた。

「見て！　何か見えてきたよ！」

　ルリが行く手を指差す。木々の緑に混じって灰色っぽい何かが垣かい間ま見みえていた。

「──石垣だな」

　狼人族ワーウルフの集落にある家は木造ばかりだったが、俺たちの前に現れたのは石造りの壁とそれに囲まれた舞台のような場所。狐人族フオクシーの村にあったステージを思い出す。

「こっちですわよー！」

　先に到着していたエスティが、舞台の中央で俺たちを呼んでいる。

　石垣の間を抜けて俺たちが舞台に上がると、エスティは脇にあるものを指し示した。そこには破壊された女神像が横倒しになっている。

「どうやらここは狼人族の聖域に当たる場所のようですわね。そして──見てください」

　エスティは倒れた像の後ろへ俺たちを案内した。

「あ、階段だ！」

　ルリは地下へ続く階段を見つけて驚きの声を上げる。

　位置からして、本来は女神像の下にあったものだろう。どう見ても怪しい。

「ここが恐らく〝祭壇〟で……クルルや村人は、きっとこの先だな」

　俺の言葉にココが大きく頷うなずいた。

「間違いないの！　クルルお姉ちゃんと狼人族の匂いがたくさんするの！」

「よーし、追いかけよう！」

　ルリは躊ちゆう躇ちよなく階段に足を踏み入れ、俺たちも後に続く。

　階段はかなり急だがつづら折りになっているせいで先の様子は分からない。ココが持つランタンと、先頭のルリが灯ともした魔法の火によって足元はしっかり照らされている。

「皆さん、気を付けてください。螺旋坑スパイラルの底からさらに下へ降りる通路があるということは、封じられた魔界との道に通じている可能性が高いですわ」

　最後尾についたエスティが緊迫した声で告げた。

「それってまさか、このまま階段を下ると魔界に出るってことなのか？　魔獣もここから湧わいて出たってことじゃ……」

　息を呑のんで俺は問いかける。

「いえ──魔界への道は閉ざされているはずですわ。この先にあるのは、恐らく真炎界アヴイスと魔界を隔てる〝壁〟が作られた場所。先代の勇者が神話魔法の加護を受けて構築した〝境界〟だと思いますわ。先ほどの魔獣は、この通路から漏れ出た魔界の瘴しよう気きで森の獣が変質したものでしょう」

　エスティは首を横に振って答えた。

「つまり魔獣が出没した直接の原因は、この階段を塞ふさいでいた女神像が壊されたことなんだな。で、その犯人がたぶん──」

「ニャーミちゃん……の体を勝手に使ってる、アスモってやつなんだよね」

　俺の言葉の先を引き取って、先頭を行くルリは振り返らずに言う。

「──だろうな。まだ正体不明だし、クルルや狼人族ワーウルフたちをこの先にある〝境界〟に連れて行った理由も分からないが……色んな原因がアスモにあるのは間違いなさそうだ」

　クルルの結婚話も、アフラが調べていた魔界の異変も、全てアスモに通じていた。ならばあいつを止めれば事態は解決に向かうだろう。

「アスモ……もし、クルルと勝手に結婚しようとしてたら絶対に許さないんだから！」

　ルリは強い口調で言い、階段を下る速度を上げた。

「何だか嫌な臭においがするの～」

　ココが鼻を押さえて言う。

　俺には分からないが、ココは魔界の瘴しよう気きを感じているのかもしれない。

　けれどしばらく進むとココは驚いた様子で鼻から手を離した。

「あれ──臭くさいのが消えちゃったの」

　俺にはいまいち変化が分からない。というかそもそも何の匂いも──。

　──匂いが、ない？

　俺はハッとして自分の手や服の袖そでを嗅かいでみる。

　だが何も感じない。ここまでかなり汗をかいているはずなのに、体臭が全くないのだ。

「ルリ、何か匂いを感じるか？」

　前を行くルリに問いかけると、彼女は鼻を鳴らす仕草をしてから首を横に振った。

「ううん、何も匂わないよー」

「私も何も感じませんが……いったいどうしたんですの？」

　エスティが後ろから疑問の声を上げる。

「……ちょっと待ってくれ、確かめたいことがある」

　俺は〝匂いのない世界〟を知っていた。

　現実に限りなく近いゆえに、あえてリアルさを削そぎ落おとした仮想世界。

　嗅きゆう覚かくと痛覚を排除したあのＶＲＭＭＯＲＰＧカオティック・フレイムで、俺とルリは長い時間を過ごした。

　今の〝トオヤ〟としてのアバターやステータスは、全てカオティック・フレイム内でのものだ。

　そもそもの始まりは俺がカオティック・フレイム内で魔竜アジ・ダハーカを召喚してしまい、ルリのアバターが呑のみ込まれてしまったこと。

　魔竜との決着もカオティック・フレイム内でつけたし、今回の件にもニャーミというＮＰＣが絡んでいる。

　真炎界アヴイスとカオティック・フレイムは神話体系が同じで、モンスターや植物、アイテムなども共通する部分が多い。でも、だからと言って……。

　──まさか、地続きなわけはないよな。

　恐る恐る俺は手の甲をつねってみた。

　痛い。痛みはある。痛覚は欠落していない。

　──考え過ぎだったか。

　俺はどこかホッとして息を吐く。

　いくら匂いが感じられなくなったからといって、ここがカオティック・フレイムだと考えるのは早計だった。

　匂いが消えたのは何か他の要因があるのだろうと考えつつ、俺は念のため腕のコントロールリングに触れてみる。

　コントロールリングはカオティック・フレイム内でシステム操作を行うためのもので、真炎界では機能しない。だから反応はないだろうと思っていたのだが──。

　ブゥン──。

　いきなり俺の眼前に、ノイズまみれのメニューウインドウが表示された。

「なっ!?」

　俺が驚いて足を止めると、皆も急停止してどうしたのかとこちらを見る。

　そしてルリは目を丸くした。

「お、お兄ちゃん、それ──ウィンドウが開いてるの!?」

「あ、ああ……開いた、みたいだ。でもノイズが酷ひどくて……それに触っても反応がない」

　信じられない思いで俺が答えると、後ろからエスティが俺のウインドウを覗のぞき込んでくる。

「それは──ルリが着けていた腕輪と同じものですわね。そういえばずっと私が預かったままでしたわ」

　そう言うエスティの腕にも同じくコントロールリングがあった。

「実を言うと、この腕輪を嵌はめることで私はアフラ様の真炎の書に触れ、神話魔法ものがたりを書きこむことができたのですわ。やはりあなた方のいた世界でも特別なものなんですの？」

　その問いに俺は頷うなずく。

「この腕輪を使って、システム側の色んな機能が使えるんだよ。こっちの世界じゃ役立たずだと思ってたんだが……大天使が使うとそんなことができたんだな。たぶんエスティ自身が真炎界での管理者ゲームマスター的な立ち位置──システム側の存在だからなのかもしれない」

「その腕輪には、世界の理ことわりに接続する力があるということですわね。ですが、あなたの操作で反応を示したということは……」

　エスティは何か言いたげに俺を見つめた。

「……そうだな。信じられないけど、俺たちはこの階段を下ることでカオティック・フレイムに近づいているのかも……」

「ええーっ!?　お兄ちゃん、それってどういうこと!?　この先にあるのは真炎界アヴイスと魔界の〝境界〟なんでしょ？」

　ルリが裏返った声を上げる。

「そのはずなんだが……いや、どっちにしろやることは変わらない。難しいことはアスモからクルルを助けてから考えよう。時間を取らせて悪かった」

　俺はここで考え込んでも仕方ないと歩みを再開した。

「匂いは分からないけど、さっきの感じだともうすぐだと思うのー」

　ココの言葉通り、そこからしばらく階段を下ると、ぼうっと淡い光が見えてくる。

　階段の終点には何もないが、横穴が空いていて、そこから光が漏れているらしい。

　グゥゥゥゥゥゥ──……。

「な、何この声？」

　底から響いてきた音にルリが身を硬くした。

「獣の唸うなり声ごえみたいに聞こえるが……慎重に進もう」

　なるべく足音を殺して階段を降り切った俺たちは、そっと横穴を覗のぞき込む。

「っ──」

　思わず声を漏らしてしまいそうになった。他の皆も驚きの顔で口を押さえている。

　横穴の先にあったのは、地下だとは思えないほどの広大な空洞だった。

　奥に行くほどに広くなる構造になっていて、中間地点には金色に輝く鳥居に似た形状の門が設置されている。

　その門までは洞どう窟くつらしい岩の壁が続いているが、門の先からはガラっと全ての〝質感〟が変わっていた。

　床も壁も天井も全て薄緑色の人工物で、全体に幾何学模様の溝が刻まれていて、それが淡く発光している。空洞全体を照らしているのがその明かりだ。

　けれど俺たちが驚いたのは、空洞の広さと異様な構造に対してではない。その奥にいるモノに皆の目は奪われていた。

「あれも魔獣……なの？」

　ルリが掠かすれた声で呟つぶやく。

　そう──大空洞の一番奥には、とんでもない大きさの〝獣〟が鎮座していた。かつて戦った魔竜にも匹敵するサイズかもしれない。先ほどエスティが戦っていた大型魔獣でさえ子供に見える。

　全体像は狼おおかみに近いが、肩や頭部を外骨格のような白い殻が覆い、そこから禍まが々まがしい捻ねじれた角つのが突き出ていた。

　グゥゥゥゥゥ……。

　獣は前足を畳んで目を閉じている。どうやら眠っているようだが……。

　その様子を観察していたエスティは、先ほどのルリの言葉に答えた。

「いえ、この強大な魔の気配……恐らくは魔竜アジ・ダハーカと同格の大悪魔……かつてこの螺旋坑スパイラルから真炎界アヴイスへ攻め入ろうとした魔獣の王──暴獣アエーシュマですわ」

「暴獣、アエーシュマ……」

　俺はその名前を繰り返した。アフラが語った昔話でも聞いた名だ。

　しかしだとすればとてつもなくヤバい。

　今のルリは神話魔法の〝主人公〟としての役割を終えているし、仮にここがカオティック・フレイムでも魔竜との戦いでチート武器は使い果たした。

　つまり俺たちにはあの〝暴獣〟に対抗する術すべがないのだ。

「あっ……あれを見てなの！」

　けれどそこでココが俺の服を引っ張り、暴獣の脇を指差す。

　暴獣の巨体に目を奪われていたが、そこには檻おりがいくつも並んでいて、中には狼人族ワーウルフの姿が見えた。ほとんどの者が、暴獣の方を見たまま動きを止めている。あまりの恐怖に竦すくんでいるのだろう。

　しかし狼人族ワーウルフがすし詰めにされた檻ばかりの中で、一つだけガラガラの檻がある。

　そこに閉じ込められているたった一人の狼人族の少女は、檻から出ようと懸命に暴れていた。

「──クルル！」

　彼女の姿を見た瞬間、ルリは弾はじかれたように駆け出す。

「待──」

　俺は反射的に止めようとした手を止め、奥歯を噛かみしめた。

　いや、ここはルリが正しい。身を隠していても、クルルは助けられない。

「っ……ココはこの場所で待っていてくれ！　エスティ、行こう！」

　俺は幼い狐人族フオクシーの少女の頭をポンと撫なでてから、ルリに続いて走り出した。

「はい──幸い、暴獣は眠っているようですわ。今の内にクルルや狼人族の方々を助けましょう！」

　エスティは白い翼を広げて舞い上がり、先を行くルリに追いつく。

「アスモの姿が見えない！　注意してくれ！」

　俺がそう呼びかけた時、大空洞の中ほどにある金色の門の陰から、猫耳を生やした獣人が姿を見せた。

「もう追いついてきたのかにゃ。あと少しだから、大人しく待ってて欲しいにゃ」

　彼女──アスモは親しげな口調でルリに話しかける。

　けれどルリは足を止めることなく、腰の大剣を引き抜いた。

「もう騙だまされないんだから！　ニャーミちゃんの中にいるのは、いったい誰!?」

　そう叫んでルリは駆けた勢いのままアスモに斬きりかかる。

　それを見たアスモの口元に冷たい笑みが浮かんだ。

「最初に名乗ったはずですけれどね。私はアスモ──魔神アンラ・マユ様配下の悪魔、アスモデウスです」

　ニャーミの口調を止やめた彼女の背中から、黒い大きな翼が生え、ルリの剣撃を弾はじき返かえす。翼は硬質な輝きを放っていて、どうやら金属に近い強度を有しているようだ。

「っ……悪魔！　やはり魔界の尖せん兵ぺいでしたのね！」

　アスモデウスとは正反対の白翼を広げたエスティは、空中で杖つえを掲げる。

「地の王、怒りの槍やり!!」

　虚空から出現した幾本もの鋭く尖とがった岩が、一斉にアスモデウスへ向かって飛ひ翔しようした。

　けれどアスモデウスも同時に魔法を発動させている。

「闇の王、滅びの魔弾!!」

　漆黒の弾丸によって、岩の槍は撃ち落とされた。

　だがアスモデウスの注意がエスティへ向いていた隙すきに、俺は奴やつの右手に回り込み、距離を詰めている。












「我が前に在る──」

　けれどスキルの詠唱と共に踏み込もうとした俺を、アスモデウスは笑みを浮かべたまま一いち瞥べつした。

「くっ……」

　今踏み込めば致命的な反撃を喰くらう予感を抱き、俺はその場に踏みとどまる。

　ルリとエスティも距離を取って、アスモデウスを包囲した。

　今の応酬を見た限りだと、恐らく奴やつは大天使であるエスティとほぼ同格。俺とルリよりはレベルが上だろう。女神の目を用いたステータス看破は通じないが、本能が危機感を訴えている。

　──こいつは俺より強いかもしれない。けどこっちは三人だ。十分に勝てる見込みはある。

　俺は攻撃の機を窺うかがいつつ、アスモデウスに話しかけた。

「アスモデウス、お前はどうしてカオティック・フレイムのＮＰＣ──〝ニャーミ〟のアバターを使ってるんだ？」

　すると彼女は妖あやしげに微笑ほほえむ。

「気になりますか？　いいですよ、別に隠すことでもないので教えてあげます」

　余裕のある口調で応じたアスモデウスは、意外なほど素直に事情を語った。

「あなた方に討たれた魔竜アジ・ダハーカ様は、その身が滅びる寸前に私の〝魂〟をあのカオティック・フレイムという世界に召喚されたのですよ」

「魔竜が召喚……」

　アジ・ダハーカの断末魔を思い出しながら俺は息を呑のんだ。

　恐らく奴は自分の滅びを悟った時に、次の手を打ったのだろう。

「けれど魂だけでは何もできません。なので使えそうな〝器〟を──特に真炎界アヴイスとの繋つながりを有するものを探し、見つけたのがこの体だったというわけです」

　それを聞いたルリが顔を強こわ張ばらせる。

「それで、ニャーミちゃんを乗っ取ったんだ……あたしがお別れのメールを送っちゃったせいで……」

「はは、乗っ取るも何もこの体には最初から魂などありませんでしたよ？　ただその後、向こうの管理者天使に攻撃されましてね。必死に逃げ回りました。そして管理者ゲームマスターの目が届かない特殊なエリアで〝これ〟を見つけたわけです」

　アスモデウスはそう言って、金色の門の先に広がる空間とそこに鎮座する暴獣の巨体を示した。

「っ……」

　隙すきを作るための会話だったが、いつの間にか奴に引き込まれている。けれど分かっていても問いかけずにはいられなかった。

「どういうことだ？」

「分かりませんか？　私は暴獣アエーシュマ様の魂を降ろすに足る〝器〟を見つけたのです！」

　両手を広げ、アスモデウスは叫んだ。

「器？」

　──どういうことだ？　どうしてそんなものがカオティック・フレイムに……。

　アスモデウスは戸惑う俺を楽しげに眺めながら頷うなずく。

「そう、これ以上ない最高の依より代しろです。そして私はルリとの〝繋つながり〟を利用して、その空間ごと真炎界アヴイスへの転移を試みました。あまりに大き過ぎてこの〝境界〟まで移動させるのが精一杯でしたが、〝門〟を越えるための〝肉〟の用意は整っています。ふふ……もうすぐですよ」

　意味ありげに笑うアスモデウス。

　言葉の内容は難解で、いったい何を意味しているのかがいまいち理解できない。

　けれどそこでエスティがハッとした表情を浮かべ、声を上げた。

「この悪魔は時間稼ぎをしていますわ！　これ以上、会話に付き合っていたら機を逃します！　本気を出しますから一斉攻撃で仕留めますわよ！」

　それを聞いた俺とルリは、視線を交わして同時に地面を蹴ける。

　アスモデウスは残念そうな様子で肩を竦すくめ、黒翼を勢いよく広げた。

　突風が吹き、距離を詰めようとしていた俺とルリはたたらを踏む。

　そこにエスティの凛りんとした声が響いた。

「地の轟とどろき、巌いわおの檻おり!!」

　するとアスモデウスの足元から無数の杭くいが突き出し、跳び上がろうとした彼女の黒翼を貫く。

「っ……闇の王、嘆きの──」

　縛いましめを解こうと魔法を発動させようとするアスモデウス。

　けれどその直前、ルリが大きな踏み込みと共に剣を振るった。

「やああああああっ!!」

　スキルではなく純粋な斬ざん撃げき。

　その一撃はエスティの魔法で綻ほころんでいた黒翼を両断する。

「っ……」

　ルリが何かを堪こらえるように奥歯を噛かみしめた。たとえ悪魔に体を奪われていても、大好きだったＮＰＣの体を傷付けることに躊躇ためらいがあったのだろう。

　だからルリはアスモデウスの体ではなく、翼を狙ねらったのだと思う。

　しかしそれでは奴やつを倒せない。

　決定的な一撃を加えなければ、この悪魔を止めることはできないだろう。

　──ルリ、あとは俺がやる。

　ルリから一呼吸遅れてアスモデウスに肉薄した俺は、剣を振り上げた。

「お兄ちゃん！」

　悲鳴のような声を上げるルリ。

　──心配するな。俺はルリを泣かせるようなことはしない。もう二度と、絶対に。

　胸の内で呟つぶやき、俺は剣を振り下ろす。

「我が前に在る形なき者を祓はらえ──浄火の剣閃ヴアフラム!!」

　発動させたのは、本来ゴースト系やエレメント系などの実体を持たないモンスターに用いるスキル。

　一いちか八ばちかの賭かけだった。

　アスモデウスの正体がＮＰＣの体に取り憑ついた悪魔の魂だと知り、もしかしたらその魂だけを狙ねらえるかもと考えたのだ。

　──行け!!

　振り下ろした剣は空を切るが、その刀身から放たれた白い炎がアスモデウスの体を貫く。

「ぐっ……!?」

　炎に撃ち抜かれた左胸を手で押さえて、アスモデウスは後退した。

　そこに肉体的な損傷はない。けれど奴は足をふらつかせ、背後にある金色の門に寄りかかった。

　──効いてる！

　どうやら狙い通り、奴の〝中身〟にダメ─ジを与えられたらしい。

「ふふ……魂だけを斬きるとは……面白い芸当をするものです。ただ、まあ、勇者と大天使が揃そろっていた時点で私の敗北は決まっていました。ですから……私は〝目的〟さえ果たせればいい」

　もはや立っていることもできずに膝ひざから崩れ落ちるアスモデウスだったが、その表情には満足げな笑みが浮かんでいた。

　ヴヴヴヴヴヴヴヴヴ──……。

　そこで気付く。

　これまで聞こえてきた暴獣の寝息が、今は低い唸うなり声ごえに変わっていた。

　──まさか!?

　門の向こうを見ると、暴獣アエーシュマが瞼まぶたを開き、ゆっくりと体を起こそうとしている。

「あ……」

　凄すさまじいプレッシャーに体が竦すくんだ。もう手遅れ──という想おもいが胸の奥から湧わき上がる。

　それを見たアスモデウスは掠かすれた声で告げた。

「アエーシュマ様の魂を召喚する儀式は既に終わっています……後は、暴獣の眷けん属ぞくである狼人族ワーウルフを……直系の末まつ裔えいであるクルル・マユ・モルを喰くらって取り込めば、仮想体からの受肉を果たすでしょう。真炎界アヴイスでの〝肉〟があれば、この境界も越えられるはず……」

　震える手でアスモデウスは金色の門の柱に触れる。

　グルルルルルル──。

　動き始めた暴獣は檻おりに入れられたクルルに向かって、鋭い牙きばの並んだ口を開いた。

　──ヤバい！

　クルルを助けなければ。

　そう思うのだが、足が動いてくれない。

　頭からの命令を肉体が拒絶している。

　見ただけで分かる存在力──レベルの差。




　──こいつには、勝てない。




　絶望的な未来予測。

　神話魔法によるお膳ぜん立だても、在り得ない力を持つチート武器も、今の俺たちにはない。

　だから勝てるわけがない。

　逃げろ、逃げろ、逃げろ──。

　本能が全力で喚わめき立てている。

　俺を生かすために、クルルを見捨てろと叫んでいる。

　──くそっ！　何弱気になってんだよ！　逃げるなよ！　クルルを助ける方法を考えろよ！

　心の中で怒鳴り散らし、頭を働かせようとするが、思考は逃亡を促す衝動に圧迫された。

　そこで気付く。

　本当に勝ち目がない戦いに挑むのは、これが初めてだったのだと。

　真炎界に初めて来た時はチート武器を持っていたし、魔竜と戦った時もカオティック・フレイムでなら勝てる見込みがあった。

　やるべきことが分かっていたから、勝利を得るための道筋が見えていたから、恐怖を抑え込めたのだ。でも──。

　怖い。

　足が震える。全身の筋肉が強こわ張ばって動かない。

　──ふざけるな！　動け、動けよ！

　恐怖に縛られた自分の体を叱しつ咤たする。

　けれど暴獣のプレッシャーに呑のまれた体は、全く言うことを聞いてくれなかった。

　暴獣の口から滴したたった唾だ液えきが、クルルの檻おりに落ちる。

「っ……」

　──クルルが、喰くわれる。

　こんなはずじゃない。

　俺がやるべきことは、ここで震えていることなんかじゃない。

　初めてクルルと出会った時──彼女をミスリルゴーレムから守った時のように、颯さつ爽そうと強敵の前に飛び出して、この剣を振るうのだ。

　──だから、消えろ！

　この恐怖は邪魔だ。今すぐ消えろ。消えてくれ！

　祈るように胸の内で叫んだ時、すぐ傍そばで地面を蹴ける音が聞こえた。

　タッ──！

　俺が目にしたのは、走り出したルリの背中。

「クルル!!」

　ルリは助けるべき仲間の名前を呼び、金色の門を越え、暴獣に向かっていく。

　──ルリ。

　暴獣の圧倒的な存在力を、ルリも肌で感じたはずだ。俺と同じ恐怖に縛られていたはずだ。

　けれどルリは動いた。

　逃げるのではなく、前に足を踏み出した。

　そこにいるのが魔竜と同格の、今は倒す手段のない化け物だと分かっていても、彼女は一切の躊ちゆう躇ちよをしなかった。

　──ああ、そうか。

　妹の姿を見て、俺は悟る。

　どれだけ祈っても恐怖は消えない。恐れに縛られた体を解き放てるとしたら、それは心の底から絞り出した〝勇気〟だけ。

「っ……やっぱりお前は勇者だよ、ルリ！」

　口の端を歪ゆがめて叫び、俺もありったけの勇気を振り絞る。

　ブチブチと恐怖の鎖が引き千切れる感覚。

　気付くと足は動いていた。

　ルリを追って俺は走り出す。窮地にあるクルルの下へ真まっ直すぐに向かう。

「エスティ！　クルルを助けるぞ！」












　振り返らないまま俺は叫んだ。

「……は、はい！」

　一拍置いて、裏返った声が返ってくる。きっとエスティも暴獣の迫力に竦すくんでいたのだろう。

　だけどもう大丈夫。

　俺たちは〝勇者一行〟なのだから。

　──クルルは絶対に守る！

　アスモデウスの言葉は分かりづらかったが、クルルや狼人族ワーウルフが暴獣のために用意された生いけ贄にえであることは何となく理解できた。

　クルルは狼人族の中でも特別な血筋で、だからこそ螺旋坑スパイラルに連れ戻そうとしていたのだろう。

　全く……無理やり結婚させるよりも数段性た質ちが悪い。

「私が何とか時間を稼いでみせますわ！　地の王、怒りの槍やり!!」

　空を飛んで俺を追い越したエスティが、檻おりに近づく暴獣の前に岩の槍を放ち、即席の柵さくを作り上げた。

　グルルルルゥッ！

　それを見た寝起きの暴獣は煩わしそうに頭を振り、太い前足を振るう。

　ドンッ──！

　一撃で槍やりの柵さくは薙なぎ払われ、岩の破片が飛び散った。

　その衝撃で接近していたルリは吹き飛ばされるが、クルルの入った檻おりも転がって、暴獣との距離が開く。

　すると暴獣は狼人族ワーウルフの村人たちが詰め込まれた檻の方へ顔を向けた。

「ヤバい──村の人たちを先に喰くうつもりだ！」

　俺は足を止め、クルルの檻と村人たちの檻を交互に見る。

「っ……ですが今ならクルルを助けられますわ！」

「で、でもそうしたら村の人たちが──」

　エスティの言葉にルリは迷うような表情を浮かべた。

「ルリ様！　クルルよりも村の人たちを先に助けてくださいです!!」

　檻に閉じ込められているクルルが必死に叫んでいる。

　クルルもこの状況で全員を守り抜くことはできないと理解してしまったのだろう。方法があるとすれば暴獣を倒すことだけだが、そんな方法は──。

　俺はぐっと拳こぶしを握りしめ、勝ち目のない敵を睨にらむ。

　するとその時、暴獣の上部にポンッと緑色の〝ＨＰバー〟が表示された。

「へ？」

　それはカオティック・フレイムでは見慣れたもの。モンスターをターゲッティングすると自動で表示される体力ゲージだ。

　バーの脇には〝暴獣アエーシュマ〟という名前も記されている。

「これって、まさか──」

　今まで見聞きした断片的な情報が、一つの形を作り上げていった。

　アスモデウスが逃げ込んだという特殊エリア。ゲームマスターが普段監視していない場所。そこにあった暴獣の器。この場所に近づいたことで消えた嗅きゆう覚かくと、表示されたメニューウインドウ──。

　そうか、分かった……。

「ルリ！　きっとここはカオティック・フレイムの未実装エリアで、こいつはレイドボスだ!!」

　俺がそう叫ぶとルリは戸惑った顔でこちらを見る。

「お、お兄ちゃん、何言ってるの？　れ、レイド？」

「恐らくアスモデウスは、カオティック・フレイム内のテストエリアで〝暴獣アエーシュマというレイドボス〟を発見したんだ。それでそいつを器にしようと考えた──」

　カオティック・フレイムと真炎界アヴイスの神話体系は同じ。

　女神や大天使は、カオティック・フレイムでゲームマスターとしてプレイヤーを導く。ならば敵対する魔神と大悪魔たちのアバターが作られていても不思議ではない。

　恐らくこの〝暴獣アエーシュマ〟はゲーム内イベントのレイドボスとして用意されたものだろう。

　いや、もしかすると魔竜アジ・ダハーカも元々は──。

　様々な事象が頭の中で繋つながり合っていく感覚を抱いていると、暴獣の足止めを続けていたエスティが口を挟んできた。

「あなたの言っている意味がよく分かりませんわ！　れいどぼすというのはいったい何なんですの!?」

「多人数での討伐を前提にした強力なボスモンスターのことだ……って言っても分からないか。ただこいつがレイドボスなら、倒せる可能性はある！」

　俺の言葉にエスティは驚きの表情を浮かべる。

「本当ですの!?　暴獣は魔竜と同格の大悪魔なんですわよ？」

「それは〝中身〟の話だろう？　さっきアスモデウスは、こいつがクルルたちを喰くらうことで受肉すると言っていた。つまりそれまで〝外側〟は〝強くて高体力なだけの撃破可能なモンスター〟なんだ。だから──」

　俺は村人を狙ねらう暴獣に向けて駆け出す。

　接近に気付いた暴獣が俺の方を向き、太い腕を振り下ろしてきた。

「お兄ちゃん！」

　ルリの悲鳴が響く中、俺は立ち止まって防御姿勢を取る。

　視界を真っ黒な暴獣の体毛が埋め尽くし、ドンッ──と重い衝撃。

　ダメージを受けたことで俺の視界にも自身のＨＰバーが表示され、それが勢いよく減少した。

　ビキ、バキ、と全身の骨が軋きしむ。いや、たぶんどこかが砕けた。

「ぐっ……」

　しかし俺は暴獣の腕を受け止めたまま踏みとどまる。体力の減少もゼロになる前で止まった。

　──行ける。受けられる！

　ここが〝境界〟であるためか、それとも未実装エリアなせいか、痛覚は消えていない。全身の痛みに意識が飛びそうになるが、俺は口の端を歪ゆがめて叫ぶ。

「ルリ、俺に回復魔法を！　今なら〝ゲームでの戦い方〟でこいつを倒せる！」

　俺やルリが使える回復魔法は、真炎界アヴイスだとココの擦り傷さえ直接治すことはできない。ただ活力を回復させるだけのものだ。

　けれどここはカオティック・フレイムに属するエリア。

　根本的な〝理ルール〟が違う。

「う、うん、分かった！　勇ましき者に立ちあがる力を──癒火キユア！」

　俺の体を淡い光が包み込むと、痛みが消え、力が湧わき上がってくる。

　ＨＰバーが満タンになると同時に、負ったはずの傷も癒いえた。

　やはり体力ゲージが肉体のコンディションと連動している。

　つまり相手の一撃で即死しないだけの最大ＨＰがあれば、どんな負傷も即座に回復して戦い続けることができるのだ。

　あとはこちらの魔力が尽きる前に相手の体力を削り切れるだけの攻撃力があるかどうかだが、それはやってみなければ分からない。

「俺が最前線で盾役になる！　ルリは俺の回復に専念！　エスティはクルルを救出してから、一緒に攻撃を加えてくれ！」

　力を込めて暴獣の腕を弾はじき返かえし、俺は皆に指示を出す。

「エスティ、お願い！　お兄ちゃんの言う通りに！」

　ルリが重ねて叫ぶと、エスティは「分かりましたわ！」頷うなずいてクルルの檻おりへ向かった。

「ルリ、エスティたちが戻ってくるまでは防御中心で行くぞ。攻撃は村の人に暴獣が注意を向けた時だけだ！」

「了解──でも、お兄ちゃん。今の暴獣がレイドボスだったとしても……この人数で挑むには無謀過ぎるよね……」

　苦笑交じりにルリは言う。

「──確かにな」

　俺も苦笑いを浮かべて、ルリに同意した。

　レイドボスというのは、複数のパーティで挑むのが普通。カオティック・フレイムだと一パーティの限界は五人。それが何チームも集まり、数十人規模での戦いになるのも珍しくない。

　それに比べて俺たちはクルルを加えても四人だけ。

「でも俺とルリは、ゲームでの限界レベルを突破してる。そこに大天使のエスティとクルルも加われば、きっと勝ち目はある！」

「うん……あたし、お兄ちゃんを信じるよ！　それにこれがゲームなら、あたし嬉うれしいかも。またお兄ちゃんと一緒にカオティック・フレイムを遊べるんだから！」

　満面の笑みを浮かべるルリを見て、俺は心底感心した。

「遊べる──か。はは、そうだな……一緒に遊ぼう、ルリ！」

　自らを奮い立たせるように叫び、俺は剣を構え直す。

　そして俺たち兄妹きようだいは超大型レイドとも言える〝暴獣アエーシュマ〟に挑んだ。

　寝起きのせいか、それとも〝肉〟を食っていないせいか、暴獣の動きはまだ鈍にぶくて単調。

　俺は剣で暴獣の腕を斬きりつけ、奴やつの敵意ヘイトをこちらに向けさせ、繰り出される巨腕の攻撃を剣で受け止めて耐える。

　カオティック・フレイムと同じだとは言ったが、痛覚はあるため、この役は他の者に任せることはできない。

　全身の骨が軋きしんで砕ける激痛は回復魔法で消えるが──痛いものは痛い、すごく。

「こっちだ！　もっと来い！」

　けれど無理やり気持ちを高ぶらせ、戦意で痛みを上書きする。

　受け止めた前足を押し返すと同時に斬ざん撃げき。

　表示されている暴獣のＨＰバーがわずかに減少した。

　効いている。どんな攻撃でも確実にダメージは蓄積する。

　半開きだった暴獣の瞳が見開かれて、禍まが々まがしい血色の瞳が俺を射抜いた。

　度重なる攻撃を受けて、暴獣は完全に俺へターゲットを絞ったようだ。

　グォォォォォォォォォン!!

　敵意の籠こもった咆ほう哮こうが大空洞の空気を震わせる。

　最初は羽虫を払いのけるような雑な動きだったが、次第に俺を仕留めるための攻撃へと移行していった。

　ブオォン!!

　突風を伴う前足の薙なぎ払いを回避した直後、暴獣は俺に向けて大きな口を開く。口こう腔こうの奥に、不気味な紫の光が瞬いた。

「ルリ、横に回避！」

　真後ろにいたルリに呼びかけながら、俺は大きく右に跳ぶ。

「わわわっ!?　何かこれヤバそう!?」

　ルリは慌てながら俺とは反対方向に回避行動を行った。ただその声は上擦っていて、何だか楽しそうな気配が伝わってくる。

　──ドンッ！

　そして一秒前まで俺たちが立っていた場所を、暴獣の放った紫色の閃せん光こうが貫いた。

　光はその先にある金色の門に直撃し、大爆発を引き起こす。

　けれど煙が晴れると無傷の門が姿を現した。暴獣の攻撃でもビクともしないあの門こそが、先代の勇者が作り上げた〝境界〟なのかもしれない。

「お兄ちゃん！　今のは絶対に喰くらっちゃダメだよ！　たぶん即死するやつ！」

　ルリが離れた場所から俺に言う。

「分かってる。ルリも予備動作を見逃すなよ！」

　かつてカオティック・フレイムで〝遊んでいた〟時と同じような会話を交わし、俺は再び暴獣の前に立った。

「──お待たせしました！　ここからは私たちも参戦しますわ！」

「助けに来てくれてありがとうなのです！　クルルもお役に立つのです!!」

　すると俺の隣にエスティとクルルが並ぶ。

　檻おりを破壊し、クルルの救出に成功したようだ。

「二人とも、とにかく防御と回避を優先してくれ。攻撃はその合間でいい。どんな弱い攻撃でも当て続ければ倒せる。こいつはそういう敵だ！」

　俺の指示に二人は頷うなずき、エスティは白い翼を広げて空に舞い上がり、クルルは素早い動きで暴獣の側面に回り込む。

　暴獣はまだ二人を危険視していないのか、俺だけを真まっ直すぐに見据えていた。

「エスティとクルルが攻撃を始めたら、暴獣の注意は分散するはずだ。二人が攻撃を受けたら俺も回復役に回る。逆に手が空いたら、ルリも攻撃に加わってくれ」

「了解！　よーし、楽しくなってきたね！　お兄ちゃん！」

　弾んだ声でルリは応じる。

　そこからは──綱渡りのような激闘だった。

　回復魔法で負傷は治るとはいえ、即死するようなダメージを受けたら終わり。

　もしゲームでこんなレイドボスと戦ったなら、どこかでミスをしていただろう。

　けれどルリたちはこの真炎界アヴイスで、既に命がけのリアルな戦いを経験していた。死んだら終わりだという〝危機感〟は、彼女たちの体に深く染みついている。

　だからだろう──エスティは岩を作り出す防御魔法で的確に暴獣の攻撃を捌さばき、クルルは常に動き回りながら紙一重で致命傷を避けていた。

　たった四人のレイド戦。

　しかし戦線は維持できている。一瞬で全てが瓦が解かいしかねない危ういバランスだが、俺たちは着実に暴獣の体力を削り取っていった。

　暴獣の目に苛いら立だちの光が宿る。

　たぶん奴やつは本来の力を全く発揮できてはいない。能力や攻撃方法などが〝器〟に縛られているのだろう。

　──あと一割。

　見えているゲージは赤く染まっている。

　体力が尽きれば暴獣のアバターは破壊され、真炎界への受肉は阻止できるはずだ。

　けれどそこで暴獣に異変が起こった。

　ヴォォォォォォォォォン!!

　大空洞全体を揺るがすような咆ほう哮こうを上げた暴獣は、額ひたいと肩の捻ねじれた角つのに紫色の光を宿らせる。

「皆、攻撃パターンが変わるぞ！　距離を取れ！」

　俺の呼びかけに従って、ルリたちは暴獣から離れた。

　体力が減少したことによる攻撃パターンの変化は、よくあるギミックだ。暴獣にしてみれば、〝器〟の制約が一つ解かれ、より強大な力を振るえるようになったという感じかもしれない。

　暴獣の角つのから俺たち四人に向けて放たれる閃せん光こう。

「くっ……」

　距離を開けていたおかげで回避行動が間に合い、直撃を免れる。だが至近距離を奔はしりぬけた閃光の熱がじりじりと肌を焼いた。

「びっくりしたー！　お兄ちゃーん、これを避よけ続けるのは無理だよー！　一気に決着をつけよう！　今までの感じだと、全員の大技が当たればたぶん削り切れる!!」

　ルリの言葉を聞いた俺は、エスティとクルルの無事を確認してから、答える。

「──よし、総攻撃だ！　やられる前にやるぞ！」

　俺の号令に、皆は頷うなずく。

　暴獣は大技を放った反動か、一時的に動きを止めていた。たぶんこの硬直もレイドボスとしての制約だ。

　今ならこちらの攻撃を避けられる心配はない。

「じゃあクルルから行くのです！　たとえ狼人族ワーウルフのご先祖だとしても、クルルや村の皆を食べさせるわけにはいかないのです!!」

　最初に飛び出したクルルは暴獣の懐に飛び込むと、そのまま地面を蹴けってサマーソルトキックを奴やつの顎あごに叩たたきこんだ。

　ＨＰバーが減少し、さらに赤みを増した。

「クルル、離れてください！」

　空中で杖つえを翳かざすエスティの声に従って、クルルは暴獣から大きく飛とび退のく。

「地を司つかさどりし天の御み使つかい、その威を示す大いなる刃やいばを──大地を穿うがて、四柱の王剣!!」

　呪じゆ文もんを唱えたエスティは、四本の巨石剣を暴獣に撃ち放った。

　それらは全て暴獣の体に突き刺さり、残りの体力を大きく削り取る。

　残りは僅わずか。

　俺とルリはアイコンタクトを交わし、同時に踏み込み、剣を振り上げた。

　グォォォォォォン!!

　だがそのタイミングで暴獣の硬直が解ける。

「なっ……」

　背筋が凍りついた。

　暴獣がこちらに向けてアギトを開き、口こう腔こうの奥に紫の光が瞬く。

　ここまで何度も目にした攻撃なので分かってしまう。この体勢からの回避は間に合わないと。

「ルリ！」

　せめてルリだけでも避よけてくれと彼女の方を振り向いた俺は、さらなる絶望を目にした。

　──アスモデウス!?

　いつの間にかルリのすぐ後ろにアスモデウスが迫っている。

　魂に直接ダメージを与えて動けなくなったと思っていたのだが、まだ力を残していたらしい。

　ルリも背後のアスモデウスに気付き、目を見開いた。

　そこでアスモデウスの口が動く。

　何を言ったのかは分からない。けれどルリの表情に驚きが広がり、アスモデウスは彼女に触れることなく前へ出た。

　そして暴獣の眼前で両手を広げる。

　まるでそれは俺たちを庇かばおうとしているような光景で──。

「ニャーミちゃん!!」

　ルリの声が響く中、アスモデウスに暴獣の放った紫色の閃せん光こうが直撃した。

　奴やつが何な故ぜそんなことをしたのか、俺には理解できない。だがこの機会を逃すわけにはいかないことだけは分かっていた。

「ルリ、トドメを刺すぞ！」

「っ……うんっ！」

　ルリは涙を零こぼしながら頷うなずき、剣を振り上げる。




「「我が前にある全てを断て──業火の剣けん閃せん!!」」




　俺とルリは炎を纏まとわせた剣を同時に振り下ろした。

　放たれた赤き剣閃が、暴獣の巨体に直撃する。

　残っていたＨＰバーががくんと削り取られ、暴獣は大きく仰のけ反ぞった。

「やりましたわ！」

　上空でエスティが歓声を上げる。

　──倒した。

　俺もそう確信した。

「っ!?　まだなのです！」

　だがクルルが焦った様子で叫ぶ。

　ヴォォォォォォン!!

　暴獣は咆ほう哮こうし、最後の力を振り絞るようにしてその巨腕を俺とルリに振り下ろす。

「嘘うそだろ──」

　信じられずに呻うめく俺は、奴やつの体力がほんの一メモリだけ残っていることに気付いた。

　あとちょっと、ギリギリでこちらの攻撃力が足りなかったことを知る。

　今度こそ絶体絶命。

「空エ弾ア──なのっ！」

　そこに幼い声が響き、パンッと暴獣の額ひたいで何かが弾はじけた。

　その瞬間、暴獣のＨＰは完全にゼロとなる。

　ジジッと〝暴獣アエーシュマ〟の表示にノイズが走り、消滅。

　同時に暴獣の巨体にも亀き裂れつが走った。

　グォォォォォォォォォォォォォォォォッ!!

　断末魔の叫びと共に、暴獣の〝器〟となっていたアバターは、光となって砕け散る。

　カオティック・フレイムでは見慣れた、モンスターの消滅エフェクトだ。

　こちらに振り下ろされていた巨腕も消失し、風だけが頬ほおを撫なでた。

　しばしの静寂。

　誰もが状況を理解するのに数秒を要した。

「へ……？　た、助かったの？　お兄ちゃん、あたし生きてる？」

　やがて呆ぼう然ぜんとした表情でルリが問いかけてくる。

　俺も同じ気持ちだったが、背後を見て〝奇跡〟の正体を把握した。

「──ああ、生きてる。ココが、助けてくれたみたいだ」

　金色の門の近くに、幼い狐人族フオクシーの少女が肩で息を切らして立っている。

「ま、待っていろって言われたのに……ごめんなさいなの。でもあのアスモって人が走っていくのを見て……その後はよく分からなかったけど、とにかく勇者様たちが危なそうだったから攻撃しちゃったの……」

　こちらに近づいてきたココは、体を小さくして俺たちに謝った。

「いや、おかげで助かった……ホントに、助かった。ありがとう」

　俺は掠かすれた声でココに礼を言う。

「あたしもありがとう……ココちゃんがいなかったらたぶん死んでたよ。あ──ニャーミちゃんは!?」

　ルリはハッとして、彼女が倒れている場所へ駆け寄った。

　濛もう々もうと煙が立ち昇っていてよく見えないが、暴獣の閃せん光こうを喰くらったのでまともな形が残っているとは思えない。

「ニャーミちゃん、しっかりして！」

　けれどルリが助け起こした彼女の姿を見て、俺は驚く。

　全身ボロボロだが、それでも原型が残っていた。

　空から舞い降りてきたエスティが不思議そうに呟つぶやく。

「どうして彼女はルリを攻撃しなかったんですの？」

　駆け寄ってきたクルルも首を傾かしげた。

「ルリ様とトオヤ様を守ったように見えたのです」

「……あのね、ニャーミちゃんはね、あたしを助けてくれたんだよ。あたしとすれ違う時〝ルリちゃん大丈夫にゃ〟って言ってくれたの。この子はニャーミちゃんだったの」

　こちらを見上げたルリは涙目で訴える。

「アスモデウスの魂が消えて、ニャーミの意識が戻ったのか……？　いや、でもＮＰＣには中身がないからこそアスモデウスが取り憑つけたんだし……」

　俺は困惑しながら、ニャーミに焦点を合わせた。

　すると彼女のＨＰバーが表示され、ほんのわずかな体力が残っていることに気付く。

「っ!?　まだ生きてる！　ルリ、回復魔法を！」

「ほ、ホント!?　分かった、今すぐ治してあげるからね、ニャーミちゃん！」

　ルリは焦りながら回復魔法をニャーミに施した。

　体力ゲージの増加と共に、彼女の傷も回復していく。

　ここがカオティック・フレイムに属するエリアでなければ、こんな再生は不可能だっただろう。だが──。

　──俺やルリでも即死しそうな攻撃だったのに、どうして……。












　そこに疑問を抱く俺だったが、彼女の名前欄に〝ＮＰＣ〟の表示があるのを見てハッとした。

「なあ……ルリ。カオティック・フレイムの街にいるＮＰＣって確か死ななかったよな？」

　そう問いかけると、ルリは回復を続けながら頷うなずく。

「う、うん……システム上、ＮＰＣにも攻撃できたりするけど、ＨＰを削り切って殺したりはできなかったはずだよ。あ、だからニャーミちゃんも──」

　ルリも彼女が生き残った理由に気付き、息を呑のんだ。

「そういうことだな。まあそれも、この空間がカオティック・フレイムのエリアだったからだろうが……運が良かったよ」

　俺は安あん堵どの息を吐ついて苦笑する。

　アスモデウスがこのシステムに気付いていたかは分からないが、結果的に奴やつの体ではなく魂を狙ねらったのは正解だったというわけだ。

「トオヤ様とルリ様が何を言っているのかよく分からないのです……でも、いいことなのですよね？」

　きょとんとした表情でクルルは疑問を口にする。

「ええ──私もいまいち理解できていませんが、今回の〝神話〟もハッピーエンドのようですわ。さあ、村の方たちを解放してあげましょう」

　エスティは肩を竦すくめて言い、戦闘の余波で大空洞の端にまで転がっていた檻おりを指差した。

「ああっ!?　わ、忘れてたのです！　みんなー！　今すぐ出してあげるのですよ！」

　慌てて狼人族ワーウルフの仲間たちの元へ走っていくクルル。

　こうしてクルルの結婚話から端を発した物語は、一ひと先まず幕を下ろしたのだった。





　　　　　　　２






「ふー……さすがに疲れたな」

　解放されていく狼人族たちとクルルが喜び合っているのを眺めながら、俺は大きく息を吐いた。

　檻を開ける手伝いをすべきなのだが、気が抜けたせいですぐに立ちあがることができない。

　暴獣がいなくなってもこのエリアには影響はないようで、大空洞は壁や床の幾何学模様から漏れ出る光で淡く照らし出されている。

　するとそこにルリが駆け寄ってきた。

「お兄ちゃん！　見て見て！」

「何だ？」

　振り返った俺は、彼女が見覚えのない剣を手にしていることに気付く。

　刀身が真っ黒な、どことなく不気味な長剣だ。鍔つばには紫色の宝石が嵌はまっており、柄つか全体に幾何学模様が刻まれていた。

「これ、暴獣がいたところに落ちてたんだよ！　ひょっとしたら〝ドロップアイテム〟なんじゃないかな！」

　ルリは俺の傍そばまで来ると、弾んだ声で言う。

「あ──そうか。レイドボスなら、特別なレアアイテムが設定されていてもおかしくないな」

　俺はまじまじと黒い刃やいばの剣を覗のぞき込んだ。

「だよね！　でもこの剣、大丈夫かな？　呪のろわれてたりしない？」

　ちょっと不安そうな表情を浮かべるルリ。

　不気味な外観の剣なのでその気持ちは分かる。

「──ちょっと待ってろ」

　俺はルリの持つ剣を見つめ、口の中で小さく「アフラ・マナフ」と唱えた。

　真理を見通す〝女神の目〟が発動し、剣のステータスが表示される。

　──真名、葬剣クロウズ。レベル99。属性、闇。バッドステータスは……なし。耐久値無限……。

「呪いの類たぐいは大丈夫そうだ。それよりもこの剣──ゲームでの耐久値が設定されてない。ってことは……カオティック・フレイム内で一本しかない、ハイ・リミテッドウェポンかもしれないぞ」

　以前、魔竜を倒すために使った英雄剣ウルスラグナよりもレア度は上。

　世界に一つしか存在しないからこそ絶対に壊れることのない超限定武器。レベルは俺が今使っている輝剣レイクシルより少し上という程度だが、その価値は比較にならない。まあ、あくまでカオティック・フレイムであればの話なのだが──。

「わーっ！　すごい！　これがゲームだったら、みんなに妬ねたまれて炎上確定だね！　お兄ちゃん！」

　飛び跳ねて喜ぶルリだったが、例えが生々しくて俺は苦笑する。

「かもしれないな。よかったな、ルリ」

　見つけたのはルリなので、ルリの所有物だろうと俺は彼女を祝福した。

　けれどルリはきょとんとした顔で首を傾かしげる。

「え？　あたしは別にいらないよ？　可愛かわいくないもん。それに真炎の剣があるし」

「なっ……か、可愛くない？　カオティック・フレイムで、最高のレア武器なんだぞ？」

　ゲーマーとしてルリの言葉が信じられず、俺は掠かすれた声で聞き返した。

「武器は性能よりもビジュアルだよ！　その黒い剣は、あたしの装備コーデに合わないでしょ？　だからお兄ちゃんにあげるね！」

　そう言ってルリは葬剣クロウズを俺に差し出す。

「ぐ……貰もらえるのは嬉うれしいが、何だか釈然としないな」

　それでも自然と手は伸び、俺は剣の柄つかをぐっと握りしめた。

「…………」

「あ、お兄ちゃん、にやけてる」

　ルリに指摘され、俺は表情が緩んでいたことに気付く。

「し、仕方ないだろ！　こんなレア武器、普通にゲームをプレイしてたら絶対手に入らないんだからさ。ハイ・リミテッドウェポンは超廃人の最上位プレイヤーに独占されるのが当たり前なんだし……」

　恥ずかしくて早口で言い訳すると、ルリは生暖かい笑みを浮かべて俺の頬ほおを突っつく。

「お兄ちゃん、よかったねー」

「ぐ……よ、よかったよ。譲ってくれてありがとな、ルリ」

　視線を逸そらしながらも、俺は礼を言った。

「えへへ、お兄ちゃんが素直で可愛かわいい！」

　嬉しそうにルリは抱きついてくる。

　可愛いという評価は不本意だが、武器を譲ってもらった借りがあるので、俺は妹が満足するまで為なすがままにされたのだった。
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　螺旋坑スパイラルの丸く狭い空には、数えきれないほどの星が瞬いていた。

　星のおかげで明かりがなくとも夜が真の暗闇に閉ざされることはない。

　集落の広場に集まった狼人族ワーウルフたちの姿も見えるし、近くにいる仲間たちの表情も分かる。

　だがそれでも人はより眩まばゆい光を求めてしまう。

　たぶんその気持ちは本能のようなもの。

　だから俺たちは聖火台に女神の加護を──闇を払う炎を灯ともす。

「勇ましき者の道を照らせ──灯火トーチ！」

　ルリが呪じゆ文もんを唱え、小さな火の玉を聖火台へ放ほうり込んだ。

　すると少し間を置いて、炎の柱が猛たけ々だけしく夜空に立ち昇った。

　おぉーと狼人族の村人たちからどよめきが上がる。

　彼らを助け出して地上に戻って来た俺たちがまず行ったのは、〝境界〟へ続く道を塞ふさぎ、アスモデウスによって隠されていた聖火台を探すことだった。

　そして今、見つけ出した聖火台に火を灯したことで今回俺たちに課せられていた役割は全て完了となる。

「おーい、アフラー！　終わったぞー！」

　俺が炎の柱に向かって呼びかけると、火の色が白く変わり、その中に小柄な影が揺れた。

「ぴょーん！　よくやったぴょん！」

　聖火台から勢いよく飛び出してきた女神アフラは、そのまま俺の首に抱きつく。

「っとと、何だ？　やけにテンションが高いな？」

　少しはしゃいでいる様子のアフラに問いかけると、彼女はぴょんっと地面に飛び降りて笑った。

「当たり前ぴょん！　螺旋坑の底から大量の魔獣が湧わいて、さらに暴獣の気配まで漂ってきた時は、真炎界アヴイスの滅亡も覚悟したぴょん。でもその窮地を汝なんじらは乗り越えてくれたのだぴょん。これを喜ばずして何を喜ぶのだぴょん！」

　興奮が収まらない様子でぴょんぴょん跳ね回るアフラ。

　それを見たエスティは苦笑を浮かべて言う。

「──アフラ様、狼人族の方々が見ていますわよ？　もう少し女神らしい立ち居振る舞いをしていただかないと、大天使の立場がありませんわ」

「はっ……そ、そうぴょんね。こほん、我は女神アフラである。狼人族の者たちよ、再びこの地に女神の祝福は与えられた。今後もこの聖域を守り、平和に過ごすがよい──ぴょん」

　最後に口癖の〝ぴょん〟が出てしまったが、狼人族ワーウルフたちは歓喜の声を上げて用意していた酒で乾杯をし、宴うたげを始めた。

　その何人かがクルルの下に集まり、彼女は表情を綻ほころばせる。

　──仲良くやれてそうでよかった。

　クルルが狼人族の中でどういう扱いをされるか少し不安だったが、見た限り問題はなさそうだ。

　そう思って視線を外そうとした時、クルルの声が耳に届く。

「と、トオヤ様～！」

「ん？」

　どうしたのかとクルルの方へ向き直ると、彼女は慌てた様子で俺の元へやってきた。

「お、お願いなのです！　助けてくださいです～！」

　助けを求める言葉に俺は表情を引き締める。

「どうしたんだ？　村を出たことについて何か言われたのか？」

　俺が心配して問いかけると、クルルは首を横に振った。

「ち、違うのです。えっと、その……」

　言いづらそうにクルルは視線を彷徨さまよわせる。

　するとその間に、クルルと会話していた狼人族がこちらへ近づいて来ようとしていることに気付いた。

「クルル」

「きゃっ」

　俺はクルルを自分の元に引きよせ、視線で狼人族たちを牽けん制せいした。

　──事情は分からないが、クルルに手は出させない。

　そういう想おもいを目に込めると、狼人族たちはハッとした顔で足を止め、ペコペコと頭を下げながら、苦笑混じりの表情で去っていく。

「わりとあっさり退ひいたな」

　ひと悶もん着ちやくあることを覚悟していたので、少し肩透かしだ。

「あ、あのあの、トオヤ様……」

　するとそこで俺に抱きしめられるような形になっていたクルルが、顔を真っ赤にして声を掛けてくる。

「──急に悪かったな。だけどもう大丈夫だぞ。なんかニヤニヤしてたのがちょっと気になるが……」

　俺が狼人族たちの去った方を見ていると、クルルは恐縮した様子で口を開いた。

「あの、本当に嫌なことは何も言われていないのです。むしろ今回のお礼をたくさん言ってくれて、それに脱領のことも水に流すからって……」

「え？　じゃあどうして逃げてきたんだ？」

　俺は首を傾かしげて問いかける。

　クルルは少し言いにくそうに、小さな声で答えた。

「…………村に戻って、婿を取らないかと言われたのです」

「な……」

　ここに来て最初の問題が再燃するとは思わず、俺は驚きの声を漏らす。

　そしてそれを聞き逃す俺の妹ではない。

「クルル！　それホント!?」

　少し離れた場所にいたというのに、ルリは凄すさまじい勢いで俺とクルルのところにやってきた。

「は、はいです」

　ルリの剣けん幕まくにびっくりしながらクルルは首を縦に振る。

　その瞬間、ルリの感情は爆発した。

「ダメー！　クルルは絶対渡さないよ！」

「ルリ様、落ち着いてくださいです！」

　クルルは慌てて宥なだめるが、ルリは止まらない。

「無理！　これが落ち着いていられるわけないよ！　あたしが言って、話をつけてきてあげる！」

　ずんずんと狼人族ワーウルフの方へ向かっていこうとするルリを、クルルは必死に腕を掴つかんで引き留める。

「ルリ様、待ってなのです！　大丈夫なのです！　クルルはもう自分でお断りしたのですよ！」

「え、そうなの？」

　クルルの言葉を聞いて、ルリはピタリと動きを止めた。

　──そういう事情だったのか。

　俺もやっと状況を理解したが、まだ疑問は残っている。

「だったらどうして俺に助けてくれなんて言ったんだ？」

　そう訊たずねると、クルルの顔はまたもや真っ赤に染まった。

　わさわさと尻尾しつぽを振りながら、クルルは俺を上目遣いに見つめる。

「あのですね……結婚の話はお断りしたのですが、理由を聞かれて……つい、好きな人が──旦だん那な様がもういるのだと言ってしまったのです」

　じっと俺の目を見ながらクルルは告げた。

「え……それってまさか、俺のことを言ってる、のか？」

　掠かすれた声で俺は問い返す。

　急に汗が出てきた。心臓も早鐘を打ち、顔と耳が熱い。

　クルルは照れ臭くさそうに微笑ほほえむと、控えめに頷うなずく。

「はい、です。なのでトオヤ様に話を合わせて欲しくて、助けを求めたのですが……」

　もじもじしながらクルルは自分の肩に手を当てた。

「さっきトオヤ様がクルルを引き寄せて、ぎゅっとしてくれて……それで狼人族ワーウルフのみんなは納得してくれたと思うのです」

　クルルは頬ほおを染め、潤んだ瞳で俺を見つめた。

　俺の頬を冷や汗が伝う。

「じゃあ狼人族は俺のことを……」

「はいです！　クルルの旦だん那な様だと思っているのです！」

　照れながらも満面の笑みで答えるクルル。

　狼人族たちが去り際に浮かべていた苦笑はそういう意味だったのかと、俺は額ひたいを押さえた。

　意図せずクルルと話を合わせたような形になったが、これはもはや既成事実に近いのではないのだろうか。それに──。












　俺は恐る恐るルリの方を見る。

　この状況に対してルリがどんな反応をするのか予想がつかなかった。

「むー……クルルはあたしの嫁なのに……でもそれじゃ狼人族ワーウルフの人たちが納得できないだろうし……まあ、考えてあった作戦の一つでもあるし仕方ないか」

　けれど意外なほど冷静に、ルリは呟つぶやく。

　難しい表情を浮かべてはいるが、先ほどのように感情を爆発させる様子はない。

「ルリ、いいのか？」

　慎重に声を掛けると、ルリは顔を引き締めて、真剣な眼まな差ざしでこちらを見上げた。

「うん。それで丸く収まるなら、全然オッケーだよ。でもね──いい、お兄ちゃん？　クルルの旦だん那な様はお兄ちゃんでいいけど、お兄ちゃんのお嫁さんはあたしだからね！　それであたしの嫁はクルルとエスティだから！」

「……何だか論理的な矛盾が溢あふれてるんだが」

　頭がこんがらがりそうになりながら、俺は頬ほおを掻かく。

　もはやどう反応すればいいのかも分からない。

「大丈夫！　お兄ちゃんが、あたしのお兄ちゃんでいてくれるなら全部丸く収まるよ！」

　ルリは自信満々にそう答えた。

　話にはついていけないが、それならまあいいかと俺は頷うなずいた。

「了解だ。クルルの方は大丈夫か？」

　ルリの滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈についていけてるのか心配になって、俺はクルルに確認する。

「はいです！　クルルはルリ様の嫁で、トオヤ様はクルルの旦那様なのです！　ふつつかものですが、よろしくなのです！」

　クルルは嬉うれしそうに飛び跳ねて俺とルリに抱きついてきた。

「こ、こちらこそ……よろしく頼む」

　思わず畏かしこまって答えてしまう。

　とにかくクルルの方はもう問題なさそうだ。

　残る大きな問題はあと一つ。

「なあルリ──それでさ、〝彼女〟のことはどうする？」

　俺はクルルとじゃれあっているルリに、躊躇ためらいがちに問いかけた。

「っ……」

　ルリはそっとクルルから体を離し、俺が言う〝彼女〟の方を見る。

　視線の先にいるのは、ココと手を繋つないで立っている猫耳桃色髪の少女。ＮＰＣのニャーミだ。

「その者は誰なんだぴょん？　微かすかに悪魔の気配がするぴょんが……」

　興味を引かれた様子でアフラが近寄って来た。

「アスモデウスって悪魔に憑ひよう依いされていたカオティック・フレイムのＮＰＣだ。もうアスモデウスの魂は消えて、〝中身〟のない状態に戻ったはずなんだが……」

　視線が集まったのに気付くとニャーミはにこりと笑って挨あい拶さつをする。

「あちしはニャーミだにゃ。ルリのお友達なのだにゃ！」

　それを聞いたルリは目に涙を浮かべてニャーミに飛びついた。

「わーん！　あたしもお友達だと思ってるよ！　ニャーミちゃーん！」

「わわわ！　ルリは甘えん坊さんだにゃ」

　抱き合う二人を示して、俺はアフラに問いかける。

「ＮＰＣには魂がない……だからアスモデウスに入り込まれた。でもニャーミは自分の身を犠牲にしてルリを守ったんだ。今も見た目には感情があるように思える。アフラはどう思う？」

　俺には正直判断がつかない。

　アフラも難しい顔で考え込み、口を開く。

「中身がないものが動いたり話したりすることはないぴょん。それができるなら、必ず中には〝何か〟があるはずぴょん。ひょっとするとアスモデウスの魂が残っているのかもしれないし、こちらの世界に来たことによる変化なのかもしれないぴょん」

　自分の考えを語ったアフラは、ゆっくりと俺たちを見回した。

「ただ──汝なんじらが望むのなら、その者をカオティック・フレイムへ送還することはできるぴょん。どうするぴょん？」

　アフラはカオティック・フレイムとの転移門を開くことができる。

　現実世界から真炎界アヴイスの肉体移動は、存在力の関係とかで一方通行だ。けれど存在力の差がないカオティック・フレイムと真炎界は、女神の力を用いれば行き来が可能。

　だからＮＰＣであるニャーミを本来あるべき場所へ戻すこともできるのだが──。

「私が決められることではありませんわ。ルリとニャーミさんの意志に任せます」

「クルルも同じなのです！」

　エスティとクルルは決定をルリたちに委ゆだねる。

　するとそこでニャーミが口を開いた。

「あちしは自分に魂があるとかないとかはどうでもいいし、分からないのにゃー。分かるのはルリがお友達だってことだけなのにゃ。だからそのルリに迷惑がかかりそうなら、元の世界に戻して欲しいのにゃ」

「にゃ、ニャーミちゃん……」

　ルリは焦った様子で俺の方を見る。

　ニャーミは恐らく自分の中にアスモデウスが残っていたら危険だと判断し、そう言ったのだろう。自分を思ってのことなのでルリは反論できないでいる。

　でもその表情を見れば、ルリの想おもいは明白だった。

　だから俺は──ルリが笑顔でいられる道を無理やりこじ開けるのだ。これまでずっとそうしてきたように。

「俺は反対だ。ニャーミはカオティック・フレイムの管理者ゲームマスターにエラーを起こしたＮＰＣとして認識されているかもしれない。このまま戻したら消去される心配があるし、とりあえず経過を見る意味でも、俺たちの村で一緒に暮らすのがいいんじゃないか？」

「っ……そ、そう！　お兄ちゃんの言う通りだよ！　一緒にあたしたちの村へ行こう？　きっと楽しいよ！」

　ルリは笑みを浮かべ、ニャーミに詰め寄る。

「にゃっ……る、ルリがそこまで言うならそうするにゃ……」

　勢いに押されるようにしてニャーミは同意する。

「これで村人が増えたな、ルリ」

「うん！」

　満面の笑みで頷うなずくルリを見て、この選択でよかったのだと俺は確信した。

　するとそれまで大人しく話を聞いていたココが、振り絞るように声を上げる。

「あ、あの！」

「ココ？」

　俺は驚いて彼女の方を見た。皆も会話を止めてココに注目する。

「あの……私も……行ってみたいの」

　周りの視線から逃れるように顔を伏せながらも、ココは小さな声で言った。

　言葉は足りなかったが、俺は彼女の願いを理解する。

　だからこそ、あえてこう告げた。

「ココ、それは誰かに許可を貰もらうことじゃない。自分で決めることだ。きっと──クルルもそうした」

　俺はちらりとクルルの方を見る。

　彼女もココの気持ちを分かっている様子で、心配そうな……それでいてどこか嬉うれしそうな表情を浮かべていた。

　ココはそんなクルルの顔を見た後、俺に視線を戻し、瞳に強い意志を灯ともす。

「──ごめんなさいなの。言い直すの。ココは螺旋坑スパイラルを出るの！　外に出て、勇者様たちの村に行くの！　他にもたくさん、色んな場所を見て回るの！」

　いったい何がココにその決意をさせたのかは分からない。

　でも彼女がそう決めたのなら、俺は全力で応援しようと思う。

　それが彼女の〝何か〟を変えてしまった俺たちの責任だ。

「ああ、行こう」

　俺が頷うなずくと、ルリとクルルは両手を広げてココに抱きつく。

「ココちゃんも来てくれるんだね！　嬉うれしいよー！」

「外のことはクルルがしっかり教えてあげるのです！」

　エスティも優しい笑みを浮かべ、ココの頭を撫なでた。

「勇気ある決断を、私は賞賛いたしますわ」

　その光景を眺めながら、アフラは俺に言う。

「……我もしばらくはあの村でゆっくりしようと思うぴょん。それはそうと──結婚式はどうするぴょん？」

「へ？」

　突然の問いかけに、俺は硬直する。

　そして当然、ココの尻尾しつぽに顔を埋めていたルリもピクリと反応した。

「あーっ！　そうだった！　あたしたち結婚式の途中だったんだ！　お兄ちゃん、村に戻ったら今度こそ結婚式を挙げようね！」

　キラキラと輝く瞳で見つめられて、さすがにもう覚悟を決める。

　いや、正確に言えば気持ちはとっくに固まっていた。

　ただそれが〝今〟でいいのか迷っていただけ。

　けど、俺も自分の想おもいに素直になろう。

　ルリがずっとそうしてきたように。

　ココが勇気を振り絞って、前に踏み出したように──。

「──ああ、分かった」

　ポンとルリの頭に手を置いて頷くと、彼女は嬉しそうに抱きついてきた。

「ありがとう！　お兄ちゃん大好き！」

「お、おい、皆の前であんまり恥ずかしいこと言うなって」

　周囲の目を気にして俺が言うと、ルリは不満そうに問いかけてくる。

「ええー……ここなら別に兄妹きようだいでもダメって言われないんだからいいでしょ？　お兄ちゃんは、あたしに好きって言われるの嫌？」

「……いや、別に嫌ってわけじゃないけどさ」

　今さらなことなので俺は頬ほおを掻かきながら首を横に振った。

「ならオッケーだよね！　じゃあ何回でも言うよ。お兄ちゃん……大好き！」

　ルリが想いを込めた声で告げると、周りにいた仲間たちが沸き立つ。

「クルルもトオヤ様とルリ様が大好きなのです！　ね、エスティちゃん？」

「わ、私に同意を求めないでください！　まあ、もちろん……嫌いではありませんけど」

　クルルに手を握られたエスティは、赤くなりながら頷いた。

「やっぱり勇者様たちは面白いのー！」

　ココは俺たちの周りを跳ね回り、楽しげな声を上げる。

「よく分からないけど、おめでとうだにゃ～」

　ニャーミも笑顔で拍手をしていた。

　俺は恥ずかしさに耐えきれなくなって空を仰いだ。

　けれど──そこにも観客はいる。炎が立ち昇る夜の天てん蓋がいからは、煌きらめく無数の星たちが俺たちを静かに見下ろしていた。






あとがき






　お久しぶりです、ツカサです。

『お兄ちゃん……ここでなら、好きって言ってもいいんだよね？２　ケモミミ・クロニクル』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回はクルルがメインの、ケモミミだらけなお話となりました。

　──人は何な故ぜ、ケモミミに萌もえるのでしょうか。

　可愛かわいい女の子にケモミミが付くと〝もっと可愛い〟と感じます。それは恐らく、動物的な可愛さがその女の子にプラスされた結果なのでしょう。

　つまりケモミミの元となる動物への好感度が高いほど、女の子に加算される可愛さも大きくなると思われます。そう考えると人間に最も身近な動物である犬と猫が、ケモミミ界で最もメジャーなのも自然なことです。三番手はウサギでしょうか。

　ただ、このイヌミミ、ネコミミ、ウサミミの三大勢力に割って入るケモミミが存在します。それが──キツネ耳。

　キツネは他と比べれば、人間と距離がある動物でしょう。どれだけ可愛くとも関わりをもってはいけない野生の生き物です。見かけても餌をあげてはいけません。絶対。

　と……そんなキツネがメジャーなケモミミに加わっているのは、神社などで頻繁に像を目にする〝精神的に〟身近な動物だからだと思います。また昔からの物語にも狐きつねは不思議な力を持つ存在としてよく登場します。そうしたイメージが背景にあるからこそ、キツネの耳を持つキャラクターは他と一線を画した魅力を──可愛さだけでなく、神聖さ、尊さも合わせ持つのでしょう。

　要するにここまで長々と語って何が言いたかったというと──「ココちゃんが可愛い！　尊い！」です。

　このあとがきを書いている時点ではまだラフしか見ていないのですが、それでもココの可愛さはヤバかったです。Mika Pikazoさん、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。

　もちろん表紙のクルルも最高に可愛いです！　今作のキャラクターがこれだけ魅力的になったのはMika Pikazoさんのおかげです！

　いつの間にか謝辞みたいな感じになったので、続いて担当編集のＴ様──今回も様々なアドバイスをありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　最後にこの本を手にしてくださった読者の方々に、最大級の感謝を。

　それでは、また。





二〇一八年六月　ツカサ
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　ある日の昼食後、俺たちが拠点としている家の居間には気怠い雰囲気が漂っていた。

　クルルは日当たりのいい窓際で丸くなり、エスティは優雅に読書をしている。

「ねえねえ、お兄ちゃんは猫派だったっけー？　それとも犬派？」

　そして机にだらんと突っ伏していた妹のルリは、向かいに座る俺にそんなことを問いかけてきた。

　腹が膨れて少し眠くなっていた俺は、欠伸をしてからルリに向き直る。

「……別にどっちでもない。両方好きだし」

「ええー、それズルいー」

　何故かルリは頬を膨らませ俺を睨んだ。

「いや、何でだよ」

「だってあたしも両方好きだもん。それでもあえて言うならってことなの！」

　妙に真剣な表情でルリは詰め寄ってくる。

「じゃあ……まあ、犬派で」

　俺はちらりとクルルの方を見て答えた。

　そんな俺の視線に気付いたルリはどこか納得した様子で頷く。

「だよねー！　やっぱりそうだよねー！　クルルと一緒にいたら、犬派になるのは仕方がないことだよねっ!?」

　何故か少しホッとした様子のルリを見て、俺は首を傾げた。

「ん？　じゃあルリは、前まで違ったのか？」

「ぎくっ……えっと、その、あたし……カオティック・フレイムで遊んでた頃は、一応猫派って言ってたんだけど……クルルには言っちゃダメだからね？」

　ルリはクルルの方を気にしながら声を潜めて言う。

「分かったよ。まあ別にわざわざ言うようなことじゃないしな。猫派だったのは、やっぱり猫系獣人のＮＰＣに入れ込んでたからなのか？」

　カオティック・フレイム時代に贔屓にしていたＮＰＣを思い出しながら問いかけた。

「うん……ニャーミちゃん可愛いかったなぁ。この世界には猫っぽい獣人っていないのかな？」

「クルルやエスティに聞いてみればいいだろ」

「だ、ダメだよ。そんなことしたらあたしが猫派だって思われて、クルルに悲しい思いをさせちゃうもん！」

「……じゃあ自分で探すしかないな」

　溜息を吐いて俺が言うと、ルリは大真面目な表情で頷いた。

「だね！　お兄ちゃん、一緒に頑張ろうっ！」

「おい、勝手に俺を巻きこむな」

　がしっと手を握りしめてくるルリに俺は言う。

　この後、俺たちは猫系獣人と出会い、ルリは猫派と犬派の狭間で悶えることになるのだが──それはまた別の話。
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　　今回は更にケモミミ娘が出てくるので
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